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はじめに
金笛教育研究所連盟十主r 昭和32，33年度に勤労青少年の共同研究として，
f中学校卒業後における勤労青年の議業生活の推喜多と職業教育の機会3に関オ
る研究をとり十あげ， 32年度に比全国的規主主にわたる男女約 16，000名にのぼる
中卒後の勤労生活の推移と，学習生活の機会に関する質問紙調査を実施し， s3 
年度阻ま， 第二次の段階とl-て勤労と学習の条件を規定する現場り構造及び転
機め要因に関する研究をおこおった。 ζれらの結果については，全国教育研究
所連駆線「勤労7若年の生活」に集録してz 昭和34年12月に発表した。
また34年度には，これらの発展として， r勤労青年の生活意識の形成湖韮?と
関する研究Jをおこない?生活意識の構造的はあくにつとめたのであるが，全
般的にみてr 生活意識のポ心的問題を乙らえる段階までにとどまり，会体的な
線道的はあくという主ころまでおよび得ない点があった。
県立教育'研気所もこれら一連の共同研究に参加し，それらの研究結果を 「勤
労青竿の職業生活の推移と教育の機会J r農村青年の人間形成J l以上いずれ
も研突紀要第全O集に集録)， r青少年の生きつぢとその指噂J(研兜紀要第お集〉
の中の2 第3部「中学校卒業後の青年。の生き方』にま之めて発表した。
さて， 34年肢の研慌では，勤労青年6生活意識の形成過程?とついて，集団事
例杭研賞としては成桑をあげたがp それはあ〈まで特定集団のものであり， こ
れを一般化するこ とーが課題とされていたp そして屯これを果たすために計画さ
|れたのが， 35年度共同研究としての r勤労青年数脊調査j であってs 全国から
震イヒ抽出された約 10.，000名の19才勤労青年に対しp 質問紙による回答を求めた
ものである。
本県においては， 全体設計のI=I~で 11市町村が対象となりた。ここでは， ごそれ 。
ら1市町村から抽出された対象者の調主主研究にういて，その結果をまとめるこ
剖たした}調査人員は534名にのぼっており，ここで取り扱う資料だけから本
県を代表しうる結果は期待できないのであるが，調査範囲内で結果をできるだ
けりプルに記述し，おおかたの参考資料として後示すること~乙した。なお，資 i
料?の中へできるだけ前からの研究結果や本年度共同研究結果の集計資料をとり
?、
入れることによって， 企図的初耳からみたものとの比較もまじえ，しかも構造
的に問題を検討するよう心がけた。
〈繍ヨ管〕
(1) これからの記述で，特に資料のψへ「全国集計J r企図勤め人 Jt.ど壬レて引用
したのは;35年度の共同'研究「勤労青年教育湖査」の祭吉|をしたものである。
(2) 'r勤労賓作。の生活Jからとあるの!.ま.32. 33年度共同研究の絡架を集録した前記
。薬害からの引用を示している。
• 
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第 1節 調 在 研究計 画 の概要
1. 乙の研究のねらい
この研究は，勤労青年の生活の笑態と生徳治:織を数的にはあくすることによ
うて，立活意識の構造，とくに，問題意織と問題への対応のし方についてや種
の検討セ加える。とくに，勤労青年が働く ニと 〈労働〉と学ぶこと〈学習〉合
金生前領緩や;志識の中でどのようK.fv宮づ:寸ているかという点に焦点を合わせ
生活意識を構造的にはあくするようつとめるとともにs 学校教育とか4工会教育
という限定されたわくぐみを越えた，兵の勤労青年教育の問題解決に役立つ資
料を何ょうと寸るものである。
2. 調査の対象
(l)精19止の勤労青年を対象之した。
治19才の管年で〈昭和16年 4月 2日から問和17年4月!日までの聞に出生〉
義務教育~了後就議償請むした勤労芳年 〈既婚者を除く)を母集苅とし，こ
れから企凶 10.000名の謀本を抽出した。これらの青年:まいずれも六三制の落し
子といわれ，戦後の務教育によって育てられた若者であり，会教育のす場から
特fこを視されなければならない年代に当っている。いわば後期中等教育の年令
段階を終り ，一応人生への前途を見定めなければならないq'.令に逮していると
みられる。
12) 制借地点の抽出と標本青年
金閣の市町村を，産業別就業人口を器として層化し，無作為抽出法によって
308地点〈市区町村〉を抽出し，それら調査地点からさらに標本青年を抽出し
た3
このような基本方針から，本県では次の11m・町村が抽出され，標本青年 374
名が剖りあてられた。
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~ I 表 本県調査対象市町村と標本脊年数
刈羽，1I~刈羽村
南普吉原郡下回村
白蒲原君時中断IJ、陵村
西著者.ll]l:部巻 町
栃尾市
北若者iボ訴紫3雲寺町
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十日田rrh
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〔注) 白書有中野小屋村は，刈羽村が最終世そに捻出数に百r{たなかったため，後から補足
llIi出をうけた村である。
きて標本骨年の納出で~るが，各市町村の住民登録事事官帳から，割り当てら
れた標本青竿の約4千百ーの19才背年を選び出し〈本県勺は1，844名を抽出したが，
これを仮棋本官イ手とよんでいる。〉その中からさらに会民制高校在学及び簿業
者，無職者，既婚者などを草食いたd母子宮実施謀本官半を決定した。
3. 調査実織と調査内容
模本青年の決定は，調査実施:地域の中学校，公烏館等の協力をえて，仮標本
青年 1.844名の中から 1.055名が遊ばれや。調査用紙はそれらの標本背年iこ中学
校，あるいは公民館等を通して交付，記入を依寂した。 しかし最然的tこえた有
効E収数は534名で，第 H奈のとおりである。
さて，調伐の内容であるが，研究のねらいで述べたように，勤労青年の生活
意識をとー らえるには，生活の金制域を考慮しなければならないが，とくに労働
と学習における問題状視や生活意識を筑明するために， 職業，学習，家庭。 余
暇などの領域にかぎることが前提となった。また調査項目の数は，それぞ.;('1.の
調室事須の霊要度からきめられたが.兵休的調査事項は大体7xの内容からなっ
ている。
(1) 家庭の状況
イ 険帯主の最終学歴，職業，月収
ロ 家族数，有職者数，総)31佼
- ~ ー
(2) 勤診先。の状況
ィ -産業分類
ロ 規模…・・資本金，従業員総数
ハ労働条件… 身分，労働内本p 労働時間P作拳環境，休日，賃金等
{紛個人の状況
イ 家庭における地位…・、溝橋.家業継承の問題，室長計分緩
ロ 臨場との溺係…・通勤形態p 就職のてづる， 労，働組合刻、入の有無
ハ 地域主の~係・ ・ ー脊年団その他の団体やサー 17. 1レ等
エ 余限生活….学習，遊び等
(必生活意識
A 労働に関する事項
イ ~自島湯選択の寝泊
ロ 技術(手掛む の稗僚と教主義
ハ職場への不平不満と解決方後、
岳 仕事への愛着と嫌悪
ホ現職 (場，穣〉継続の意志
へ仲間意識や労組意識之絞業観
忍 家庭に関す~事項
イ 害賠十負担からくる圧迫感
ロ 家族関係に関するなやみ
C 学習 (教育)• fζ関ずるさ事項
イ 学習した(で、きおかった，しなかった)動機〈理由〕
ロ 現在もっている学習窓欲
a 労働に直結する学習か
b 一般教義か
aについては，現在の職場に直結するものかとCうか
D 悩みや生きがいや生活理想
イ 悩みとそれをうちあけられる人
ロ いちばん生きがいを感じていること
生活の理想
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4. 調査内容の分析一一生活類型に即して
諦d王震は，具体的調査若手項を72項買の分析内容ヨども唱た質問事項にまとめ，
とれらを構造的にはあ〈できるように構成されている。全国抽出約 10，000'名の
調姿禁は， これを記号伶して機械集計に移されたのであるが3 本県においては
それらを手集計によって分析考察をおこなった。
その方法と して，まず最初に 5~4 名の 19才勤労青年を生活類型に亦類した。
生活のグイプは，本県で予?鼠・される常識的なものにまとめてみたが，同じ農業
青年であっても，.自営者となる青年とニ・ 三男，あるいは女下とでは生活意識
に質的な相異が考えられるし，務工膏年といっても 1 ~震を下宿的存在として職
場に通勤してし7る下宿型青年と，勤務先に住み込んでいる住込み型青年とでは
物の見方，考え方にかなりの棺異があろうと思われる。また現に商工業の家業
に従事している長男盾は，いわゆる者旦那型とも称すべき?青年でゐり，これら舎
に潟さない育I年じ商工業青年層を大きく闘うの型に分類した。
汐次{に，分苓祈f上心裏と思息、われる犠点カか為らι，
脊年では寝職車穫による分頓を加，ええることtにこした。しかし細分されていく と， 諦査
人員がきわめて少なくなる郁分もあるので，実際にはこれらの要素を多くもり
こむことはさけた。
以上の分類にしたがってまとめた調査人員を，第2表あ・よび第3表fこ示すこ
とにする。
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第 2表 農業青年生活額型別調査人数
実雲乎 自営泡 ニ ・ 三児 長 ・ニ ・三女 燈 用者
市町村名哩~\Jl- l 耐 1 - 2 \ 泣 | 不明 { 計三 1 田r1 1 - 2 1 泣 い明 | 計ー1lifrl l -21泣 l不明 |計 身 |女 |
一 一
-r 自4 村 31 1 でー を ー一 一 一 21 21 101 11 11 14 
栃 路 市 61 11 -1 2j 121 21 i一一 61 . -41 :3 ー 11 8 一 一
一巻 町一 21 1 -1 31 -1 1 . 21 ~I 31 21 ~I 21 -1 10 一一
紫雲 寺 町 一 3 6 一 9 2 2 一 4 l 6 B 2 17 4 
続 沢 町 5 4 9 3 一 う 6 8 一 15 
0， 
一
十 日町市 3 3 
2 
7 2 ーノ ー 3 一 一
高 悶 令市 一 一 一 } } 一 ー 一 一 一
新発 関 市
， 
一 一 1 一 2 一 一 1 一 一
新 潟 ポ 一 一 ~ 一 一 一 一 一
中野小 j議 村 一 6 一 3 4 11 51 -15 一 21 ー ;< 
告1- 17 191 -1:2J 3 51 5 15 8 29 171 4.(:)1 -27 う 89 8 
国 分 率 51+81 x 10.=63.(1 29+81メ10.=35.8 1.2 
一 』
全国集計百分率 54.'1 32.8 
(i注) ，1. イセ民主主銀事草合惨で， 長男i あ~~、ほ後手で羽らかに家事長を継ぐ左みなされる男子を自営混とした。
2. ニ ・三男の中でも族議念継がねばならない事情のものがいたかもしれ次いが全部抱一え込泳ニ ・三男と して取 り扱ったε
3， 全国集計男子&荷分E艇の君、I?衣子ヂ0:1弘続柄不明1 1.9~の主除いてある。
計-
? 合 計
男 女
白 31 3 
6 15 
18 ち 26 
6 10 16 
lを 21 35 
14 J6I 30 
10 一 10 
一 一
3 4 
一.
一 一
10 23 33 
81 ，97 178 
一100..0 lo.p.o 
一 一1.J49:f;， 91~名
(i':!:) 念国集計百分率をま，勤め人:9J守二3.726名および女子3，241名のi忌幼形態からみた割合を引用した。全国集計ではm~年 ・ 無答が男子2. ; ~，ム女チ1.7%あるが. ここでははぶいてある。
. 17.5 0.9 0.6 
11 
商 工脊年 生 活 類 型別輯主主人数
5 
_ 1 _1 !ーヨ
新ザ吉田市
新潟 術
中 野小昼村
91 23 
1 
2' 10 
31-'0-194 x 100=16.0 19+162x 100=11.7 10τ191 x 10() = 5.2 ?
??
• 
，???
全国tb;il'百分本 72.5 7.6 7.7 23.B 
5.研究 の経過
35年5月 後園教育研究所連盟大会において，木年度の共同研現の大綱が承認
された。
7月 全国夫ニ同研究委員総会において種 検々訪をおこない，その結果にも
いしγC実施針作成した。
8月下旬，_，10月上旬 1 市町村の調査笑施?調1を票回収
10月中旬 調査項目の付号化と欄哀れの転記
10，13下旬 中央ヘオ:.J.，~割り当て 374 名分の個葉送付
1... .3月 結果の分析，解釈，報告審の作成
， 
1唱
第 2節 通勤青.年〈下宿型青年)
j. 家から通勤する膏年の家庭事情
これから分析する遜勤青年は，男子 105名p 女子139名，号1-244名で，それら
の内訳はすでに第3表で示したとおりである。この中には，同じ〈下宿謹とみ
られる下宿，祭からの通勤者14名を‘応除いてある。
さて，これら通勤膏年たちは，隣近所に，幼少期からの顔なじみの友人がすよ
くさんいるしまた同じ遜動仲間が幾人もいるという状況にある。 ζの主ラな
状況を察する?と，通勤途上，あおい't主勤務先における彼ら絹互聞には，特別の
親愛感ヤ話合いがあるてeあろうことは想像に難くない。
お互いに職場を生命としている以上，議場における情報交換によって，不当乙
不満は六もとより，各自の職場の長所や短所，自己の待遇や位鐙づけ，さては労
働条件の優劣，将来性の有無などが話題となる之とは当然であろう。
彼らは職種のいかんを問わず，家から通勤しているという条件において共通
め豪僚にある。それは農村から.いきなり身体一つで大都市の未知の職業社会
にとびこむ;青少年とはp 会く事情を異にしている。毎円家淡ど同居し，竹馬の
玄ともつきあいつつ，近〈の工場，議議場などに働くのであるからp 就職の第
一歩からさほどの厳しさは感じられないのである。
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(1) 農家出身者が多くこ・三男の率が高い。
ではとfのような家庭事情にあるものが通勤しているのでおろうか。それをきt
の職業からみたものが第 4表でで為る。男女とも農家出身者が約4割近くをし
めr 第二次産業従泰の家庭からは男女とも 3分の !となっている。全国集計と
比較してくただしr 勤め人と して大きくまとめてゐるのでr 純粋に比較するの
は無理であるが，目安として大さな狂いはなかJろう〉農家出身の子第が多いこ
M 4表 父の職業別にみた通勤青年の人数とその割合
〈金関集計との比絞)
(1) 
言十
105・0
1QO.0 
231 
21.9 
82 
78.i1 
139 
100.0 
100.0 
100.。
悶 9-の死亡している者については.主的の職業を記入してもらった。'
助会同銀lめ‘人は男子~，726名，文子 3，241名についての反応百分率であって
勤め人の中に第一・二・三次産業及ぴ分類不能b含め，通勤・住込み当事合
計ーしてある6
第 5表 商 業見 の。 健 苓〈全区集計との比絞〉
みErL竺 |肉親あり|父なし )母なし |欄なし|無 答| 苦1・
木県主母子 人メ数 7，91 14135! | 生 10105 0
'/ '/ 75.2 3.8 1.0 
η tR=F J?長K書官 102 ?~1. 2 139 ，" .<1 73.5 23.0 0.7 u 100.0， 
会q関勤'/め人男女乎子F%4l! 4.6 勺22.2 3.61 O. 100. 
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とは2 やはり木県の中小企業勤務者の実態を示すもりであるまいが。なお.男
子の続柄のうち，長男が約22%，二 ・竺男が78%とな4 て， ~走者が 4 倍近くも
多くな?っているが，全国集計では長男が36%，二・三男が50克，続柄不明14%
で，本県とは藤和を異にしている。数年前まで，農家の抱え込みニ ・三男が多
いことで代表された本県でおるが，第2表でみられるように n農家ニ・三男の
在家率も全国なみに変ってきており， 司(本県は長男63%.二 ・三男36%" 金園
長男55%.ニ・三男33%).抱え込み背年の減少が海工業に就職転化してきて
いるとみられる。
次広務5表によると，両親とも健在の家陸は男子75%，女子九%で，欠損家
庭は男子24.%，.女子25%主いづれも約4分の lをしめている。全国的にも大林
似たような傾向にあるが，本県の率がやや低くなっている。ニのように欠損青
年が多いということ~主，戦争による直接の被害が影響しているのであるう。
(2) 家の収入の笑態-… ・楽じゃない。
家庭における傍Jき:手は本，人をふぐめてぎいたところ，第6表のようI，C，3人
が3分の 1. 4人がこれにつぎ. 5人， 2人， 6人正その割合が減少してい
<0 3人というのは，両親が健在ならば本人と筒親とし¥うことになるであろ
う。大体3人あるいは 4人が穣準的とみてよいようである。全国集計でも男女
とも3人が約.33%，4人が23%となっ・ている。
事再 5 表
男子 (9の
女子oの
4管 音寺
11 105家族に対ずる割合
11 D宮家族に対する若手j合
このような腕乎から糊され七いるこれら家庭の収入が，Jうなってい負
かをみたのが次句第 l図である。これは，家族の月総収入をsその家の事長放総
数で割った家族 i人主主り 月収入を算出し，その段階.¥}Ijの割合を示しているが，
l入当り 4，000円以下がp 男女とも 3分の l以上をしめ， p，OOO円以下をふ4め
ると}男ゑ之 ~65%もの家庭がその中iζ入る.0
5 人家族で 20，000円~30.∞0円の>&入ということであれ 3人家族
9 -
で'18;000円以下となって---!般的にいって，生活かE安定しているとは受取れな
い状態であるまいか。斡に~4.，OOO 円以、下の収入では，主主援がやっとできるそ
????
〉〕、
?
? ? ?
?
?
?
????、
?
???
??
???
? ?
?
?? ???
，??
?
? ? ? ? ? ? ?
家族 l人当り月収入別の割合(全国集計との比較)
% 
削
3' 
第 1図
2<> 
ー ?
?。
1<> 
の日暮し的なものでないかと想像されるし，主侵食といった家庭もあるかもしれ
健康保持の点~ì不十分。だが鋼需をなt?~t所要最をとと
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参照〕
(注〉私たち働く人間i/._人間らL¥，、生活をするために穀低どのくらい必要かを，労働
科学研究所が昭和n年 (8-10月〕調査1;.1.:結果でlふ東京都で1消費減位当り
・月4，000円以下の生活
肉体的にざ績割1的にも労働力の再生麓は危機線上におかれ， 疾病が多く健康保持主
きわめて危レ状態で，衛生上からも非文化約。 住宅村、極端に低劣で逃簿居住るブロ
にもろ くに入れず，主婦の大部分はオーメ もー;!<tl，ijl'"ー ト もなくp 雑誌もほとんど
説ぎず，需要巻をもつものば半分前後~いう生活状態。
・ 4~GOO門をこどiる生活 . 
、危機線はー応巡りすぎるが，
のえフ μ にも [.分入れる。
・5.0QO門以上の生活
ラグシk 込もち，被n~寝具ャ住居の状堂島も良好{じする。
.6，000円以上の生活
段低生活苦置に近い水準をみずこしてゆく。線絡を読む|冊減もふえ， 文化的生活の香り'
も高まる。しかしf主体的にみると7、000円以上になってミニマムの710l!iこ途ずる。
.7，000円以上の生活
被限状態もよく体裁は一応維持できるし，文化的生活の簡でもミエ4ムをみたすこ
とができる。蛋白質・ピタξν;聖書の摂取量も十分で健康状態もよメ身体の欠陥は少
ない。これは 「最低健康体裁愉楽水準Jと名付けられるが， これでも住宅の点、では
不十分で過密居住車工法千みられる。
これによると l消費単位当り ( 1人当り)下、000門は最低生活苦量用 〔税金，社会保険
〈注ない。
約定除く)であG(ただ{"東京都の場合〉。現在では当時より消費者物価指数は約2.0
%土井しているかtら，当時ー の4，000円以下はも800円以下， 7，G00門U、ムは8，4D0円以上と
いうととになる。 この基準によれば現在の低所得水準|世帯の大部分は最低金活重量水準
にも遼せず，保護世帯やE~などは， 事選2候性帯 (家族ヲ人〉に換算すれば当時め生000
円以下の居がほとんどである。
以上は， 1958年10月発行の森E喜一喜善 「都市の食鼠Jの中から引用した・ものであるe
(51-52ベータ)。
ーでは欠償家庭はど うであろうか。 4，000円以下が 4分の 1(25%)脅 しめ，
5.000円，_6，OOO円が3分の I (33~b) で，男女別でみた全体的傾向 よりは，収
入が宵いことを示している。これら欠損家庭のうち，父のない家庭カ'80%もあ
るので， 一家の支注を失っているという常識自k)判断からは，収入の不安定を予
怒していたのでき〉るが，苓突は予期以上のもの:であるこどがわかった。:t:国的
にみると，縁体的?と本来よりはいくぶんi窃い収入を得ているといえるが、大き
な差は認められない。
2. 中小企業勤務者が大部分て，継続勤務者が過半をしめる
以上のような家庭事情にある青年たちは，一体どのようfな職業についている
のであろうかs第7表ー による とp 通勤者全体では工員がる3%で半数強p 義務廠
第 7表 透勤脊年の職業別人数およびその割合(会隠集計との比較〉
男~女4別二二三十三敬三語三長Bさ~I :γ ，_ 員 |事務販売 |サービス!麟酬その 他 |
本県男子 人%数 61' 13 2 141 
1 1 58.1
1 
12.1 1.9 J3.3 100.0 
本県女子人%数 67 40 12 139 
I( /J 48.2 28.8 8.6 一 lOO.O 
オ玉県討 人数 128 53 14; 14 244 
1/ " うら 52.6 21.7 '5.7 5.7 100.0 
金霞勤め人男子F9641 49.0 一
" 1{ 女 36.8 27 1. 16. 一
〈注)念樹集計は否分率で万七したが，勤め人の中には決策，漁労水産も若手入るので
す十は記入しないことにした。
~従事者が22%，サ戸 ピス業従事者，及び建築運輸関係従募者がそれぞれ6%
となゅーている。これを男女別にみると，男子は工員と建築運輸の割合がう脅し，
女子は事務販売及びサーピス業が指 して工員が減じ建築遂輸従事者はいない。
いづれfとしても工員のじめる割合が大きく，会国の勤め人め中で1γめる工員の
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割合よりも高率ごちあることは，活動青年の位置づき方が，本県における社会的
重要請め現笑として，とうした形を之ら金たものと思われる。
これら在勤務先の企業規模でみると，第8衰のようである。 すなわち，男女
之も10人以上99人以下従業員数の小さな企業〈第三次産業では?人以下)に勤
めるものが40%前後をしめ， 100人以上499人以下の中位の企業〔第三役産業で
，は10人以上49人以下〉勤務者が約4分の |おり， 9人以下や家族:従業者のみの
いわゆる零細企幾に勤めるものは， 男子20%，女子12%となっている。これら
をあわせると，男子の82%，女子の7.6%が中小企業や零細企業に続殺している
第 8表
¥ 
???? ? ??? ?
??
?
?
全国勤め人労予%
"， 1 i;王子%
ことになるp
換に500人以上の(第三次産業50人以上〉大きな企業に隠する会社事業所へ
通勤している青年は，男子14%，女子125仰と過ぎないふ
これらを全国集計の勤め人と比較すると，大体似かよっているが， 10人以よ
99人以下の小さな企業が男女と込本県より減り (男8%，1r14%滅)，それに
ともなって大きな企業への就職が増加じている(莞6%，女9%燈)O .また木
県では官公庁祉の勤務者がみられなかフたが3 全国集計では男女に若干みられ
る。
3. 勤続3年以上のものの身分や給与は 3年以下のものより相当よい
これら遊撃当者がy現在の;職場に継続してどれ〈 らい勤務したかをみたのが，
第?表である。
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B事9 軍慢
?
? ??
??
↑
? ?
? ?
?
?
??
?
??
?
? ?
?
?
?
。
?
? ，
?
?
? ，
? ?
? ?
?
?
?
勤続期間別人数とその割合(全国集計との比後〉
無
答
計
。??
??《
?
•• 
。?
????
?? ? ?
?
??
??
?
?
??
?
? 。 ?
?
?
??
?
?
男女とも 3年以ヒ動読者がそれぞれ.58%と過半をしめている。これらの通勤
者は中学校卒業後.定書きして継続動激しているとみられるが，金国の勤め人で
は，この点において男女とも本県より下まわっており，特?と2年以下の綿換し
たことがあると思われる勤務者の増加がめだって多い。
では，こうした勤続期聞をもっこれら凱勤者のJ勤務先における身分はどう
なっているのであろうか。中学校卒業後すぐに就職するものにとって.大企幾
への安定した身分はあこがれのまと勺あるのにちがいなしえ。たとえ中小企業に
入っても，箆時雇や見習の地位に甘んずることは，同じ遜勤仲間に対するプラ
イドが存さえEいはずである。全般的にみて，男女とも65~宮前後が本麗として勤
務し，常雇を加えると70%強が"それぞれの職場において望みうる地位を得て
いるとみられる。
これを効~G3 年必しとのものと 3年以下のものとで比較し，全国勤め人の集計
をも加えたものが第2図である。男女とも 3年以上勤続者に本麗が多く(見74
%，女♂%). 3年以下動読者の本雇の傘とくらべるとその差は，男子22%.
女子12%1ともなり ，それが遂に3年以下の臨時屈，見習の高い割合を示す要因
となっている。このように， 3年以上勤続者に本屈が多いということは，勤務
先での安定した地位を得ているものとみなされるであろう。全国集計ではp 男
子;乙臨時麗，見習，徒弟が多く.本県の三年以下の傾向とやや似ている。しか
し女子は男子よりも本震が港加し見習，徒弟が減少している。
次:こ，このような身分と表袋一，体広場えられる給与の笑態省ど分析してみる。
第3図は，勤続3年以上の定著して@'た号TJ:.， 3年以下の者・の月平均乎JIX収入l
の割合を示したものである。との手取の中には残業手当もふくまれているが，
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第 2間 勤続3年以上 (以下〕の考の身分別割合〈金属集計との比絞〉
% 
鈴事正~.lf.l;I.主 事(t/串〉
¥ 向 よ τt i81T，) 
";，1 1¥¥ 露。毛主3早.1>).千 !l努女r (糾匂
軍司 J:_ 'fr:($ゐ
会穫量Pめ" l!i ;372'6事J
F号 Aニ 女(3"'~絡}
.， 
:tc> 
，。
まず男子では勤続3年以上の者に山が三つある。一番高い山は6，_OOO円から7，000
円まで・で23%，次が8.000円から久000円までの18%，さらに10，000円から12，000
円の14%で、ある。 3年以下の男子では;5，00，0円未満'の最低に属する給与者が18
%， 5，000円~ふ000円が16%と高<， 8，000 円，....， 9，0∞円~;ò，25%と最も多い。しか
第 3図 勤続3若手以上以下の者の月平均手取収入別の割合
~ 
.f'J' 
制
3D 
Zc 
/0 
支|
事君事色き耳品:l::宅
苛ム寸
勤手生3拝以下車
I司.k合
会国動的へ軍
事l 与 +
女子では， 3 年以ムでム000円，....，7，000月の42%がきわめ℃商し 5，000月~6.0
00円が21%，7，000円，.8，000円の19%が両翼をなしている。しかし， 3年以下
が低い方に傾いていることは男子同様である。
このように3年以上勤続者の給与が平均してよいのは， 一応注目しなければ
ならない。中学校卒業後3年半を同一事業場や会社等で努力し続けた者と，そ
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の間転車致。して廻り道会たどった者や， 就織が l年なり 2年お〈れた者との裳が
それなりに反映したものとみられる。これが長い将来どのよ うに影響していく
ものかは，興味ある問題である。
全国集計では，男子に5.000円未満が多<， 6，OOO円-7.000円が少なく，他は
本県の定着型と大体申じ麗雇主である。 女子は 6，000円以下が多くなっている。
では，職種別にみた場合どんな傾向が為るだろうか。第同三廷によると，男子
では工員ならびに建築運輸関係〈主として大工，左宮，運転手-) ~L給与の高い
第 10表 職種別jにみた男女別月平均手取収入別の割合(釘〉
男 子 全員
1工員
"/建築逐険
'/事務販売
女子会 員
η工員
"事務飯売
Hサー ピス
者がみられ，女子ではサ戸ピス関係が比較的高い。
4. 労働条体は比較的恵まれている
これまでみてきたような給与の現状にオ占いて，通勤青年の労傍正条件はどうな
っているのであ・ろうか。
第1表によると， 7時間から 8時間以内の蕊準的な労働時間のペヶス〈注
1 )にある者が男子33%，女子44%と最も多く，次いで8，. 9時間がく注2)
男子3'2.%，女子34%と近接している。 ?時間以上10時間以内は，残業が 1時間
以上含まれているものと想像されるが，弟子が21%，女子12%で男子が多くな1
っている。 10時間以上働いている者は，表では男子工会員に4名，女子の事務販
売及びサーピメにあわせて B名みられる。この限りでは，男子の約70%，女子
の80%が?時間以内の労働時間ということになり，残業もほとんどしていない
と判断できるのであるまいか。これにくらベ，全国集計では， 10持間以上の勤
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第 H表 職種別，男女別， 1 1コの平均勤務時間別りム数と割合
...全国集計とり比較
本県労子全員 (人数)
H ぐ% ) 
内 ("工 員〈人数)
~ "建築述革命 (n)
~ l"事務絞究('1 
同|寸6-;17al寸3FEl事J:1'5i'!斜計
:j;:|1212121:1::j;:j;:j;:(:;j 
、
?
?， 、
，?
、??、，
?
、 ，
?
、?
、，
?
? ?
??
?
?
?
?
?
?〈〈
?
?? 、
〈
?
?
?? ?
?
。
??
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
? ?
??
??
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
務者が男子包1%.女子約19%と断然多いのは，大都市中小企業労働者の笑態を
反映しているものと考えられるσ
C注1)労働基滋法第唖室主・労働時聞の;知こ， 告~32条一使周者は， 労働者に， 休憩時間主"
除き 1日につき8時間， 1 3I1I聞について48時間を越えて労働させてはならないーとゐ
ゐ。
〈主 2) をた第36条では，使用者が労働者側と協定を結べば，時間外と休。日労働をさせ
られることが認められ，。施行規則では従業員30人it::1演の商応では 1日9時間労働が
認められている。今日では乙の!冷淘タ1・労働が平常労働化している傾向がみられる。
之ころで，このような労働時間と休日とがどのような関連にあるのかをみた
ものが，次の第12表である。 最羽田;溺 IIヨ休日をとる週休制はs第三次斉業〈特
に蔚底〉の中小企業にも ?とり入れられ，企業の合理化体制がこうした使用人の
人権尊重といった形で進められて怖いるが，一方，会社や家業所?乙労働組合が結
成されているとこるでは，比絞的早く このようた体制に入っている。この表で
は，そうした関係もみるようにした。
まず，勤続3年以上の定着型と思、われるグループと，:)年以下の比較的勤続
期間が短く，転職経験者も多いグループとに必類し男子.では定時制在争中の
グJンー フ。をも うけて検討の資斜とじた。 定時務I雌学堵に37和、るが，そのうち
- 16ー
第 12表 勤労時間別効続年数別にみた週休ijJと労組加入の笑態
…・・金問集ま|との比較
FL吹|吐いI ~u:1 …7割:!
?;;jj 
ca 
l;(;:jijfi 
時間 gJ人数
3年以上|週休悶あり
労組加入
!JJ 1-
時間別人数
3年以 fl 返 休 骨~J あり
労組 1m 入
二子
?????
?
?
?
?
????
????
計週F212!?j
卜i!日;|12jE
関蜘人li;:な;|?糊あり;;
幻(19.4)!
14 (10.1); 
9 (6司
?
?」
?
?，?
??
?
??
E十
36 (100.0 
17 (47.2 
19 (52.8 
32 (100.0)1 
15 (46.9)1 
10 (3出
37 (100.0 
28 (75'.7 
16 (43.2 
1的(100.0)1 
60 (5ア.1，:
45 (到
81 (100.0 
65 (80.2)1 
43 (53.1): 
58 (100.0); 
39 (61.2): 
15 (25.9 }~ 
139 (100.0): 
104 (74.8 
58 (41.7 
労組加入29.4%
" 33.5% 
(注〕本県男女の百分認は，すべて計の人数を基礎として算出してある。
3年以k勤続考が251， (71.4%)ふくまれている。
男女とも 3年以上勤続右のE容が，.:3年以下よりも高c特に定時制必学者の
週休制は，他の男子よりはるかに高率を示している。男子全体でlな，週休制が
57%，女子は75%である。女子の率が高いのは，企業の種類や混撲に関係なく
男性と異なって弱い肉体の所ゐ者であり， しかも母性で主うるという点などから
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労働基準法では次の規定を特に女性のた、めに定めているからである。
第るl条瀧18才以上の女子については，1日について宅時間， 1週間について
6時間 1年について 150時間以上の時間外労働をさせ， 又は休日に労働さ
せてはならない。
第62粂女子を午後 10時から午前5時までの 問において，使用してはならな
L、。
次にi昼休制之労働組合の関係、であるが，これは相関度がきわめて高く，労働
組合に加入していると之ろは，大部分週休制を笑施しているといってもよい。
第12表をみると 3 男子では定時制在学者の週休制実施率が約45子の3σ63め
で，他の従業員グループより約30%近くも高くなっているが，労働組合加入率
ば4s%で高いとはいえない。週休制を職種別で調べたところ，て員が72%，建
築逆紛が7%，義務販売が53%で， 工邑のき容が高い結果がでた。一方女子は，
定着型に週休制が多くく80.2%)労働組合加入も相当高いく53.1%)。このう
ち職種別では工員の85%，事務販売85%，サーピス42%が週休命IJを笑;悔してい
る。女子は平均して75%が週体制をとっているが，労組加入は約42%でおる。-
e 昭和26年:6月の調査によると，働く婦人のうち， 組合に組織されている率は男
子44%iこ対し，女子37%となっており(山)I[菊栄嬬婦人 123ペ-:J)1. それ
からみればこの率はいくぶん高いといえる。
いづれにしても本県通勤者の労働条件は，満足すべき状態とはいえないが，
全国勢め人よりは比較的恵まれた状況にあるといえる。ただし 3 ここでみられ
る労働組合はg その乱織や活動状況が不明なので何ともいえないが，企業内組
織からみて問題を多くはらんちいるであろうと想像される。
5. 就職6動機とてづる
通勤脊年がどのような現渇から現職を選んだかを第.3表によって大観してみ
る。男子では 「自分にむいているJ (28%)， f将来性があるJ (19;めと考
えて，意図的，積極的に職場を選択した者は47%と約半数に近くなっており ，
?毅やままつりの人の意見J (19克〉とか， f)にまたま人にすすめられたJ ( 5 
5め といった他律的，消緩的な選択が24%で約4分の lである。さらに T適当
な職がなかづたj り (13%)， 了職場が近かったI (7%)ためK入った者も
-18-
第 13表 選職の理由〈全国集計之の比較〉
¥ 応 答 I自分に1:カ将i来あ性1収よ入バけ|れ人ずにめたす墾…士三り字い委主~「1|翌5だ主rま職が場近そ千 Ii十 l、"-.._、 むL、て ら人の怠なか
レある 見た つ:1"
他7創品無川名 1仰1056 
制男子人数 jm j j 勾 1 q 'I % 1 27.61 19.01 -1 4.81 19.01 1.0 13.3j 6.7 
η 女子人数 91 51 181 241 31 341 13 11 139 
W ヲ~ 1 21.61 6.51 3.61 12.91 17.31 2.2 空;4 0.71 10.0.0 
全国勤め人男%メ||246431 26i91 |
，/ IJ t足1.4. 54吋 17lititi22121| 川16.61. .31 15.0] 9.61 4.21 '2.11 100.0 
20%ibる。
ところが女子は， r自分にむいている， (22%)とか， r将来性があるJt 
(7 ~G) と，意図的に職場を考えた者は29%1とすぎない。そして f親や他から
すすめられた者j が30%， Iほかに適職がなかった」りく25、広)， r鞍揚が近
いJ (9 %)といった使定的とι号、われる選択をした者カ;34%と，男子より も
14%も多くなっている。 このように男女を比較すると，男子に職業選択の積額
性がみられるのは，女子が結婚という条件?とよって事実上一生の進路が決定す
るのに対し男?ーは就職そのものが， 一生を支配する重要な問題マあlる3 との
自覚の現われが。このような差を生んだとみてよいであろう。
会国集計による勤め人をみると少男子で， r自分にむいている~ ， r将来性
があるj として希望的，積極的た意図会示した者は53%あるのに対し，女子で
は40%とp いずれも本県の場合より高い率を示している。特に女子についてみ
ると， rほかに適職がな<J (15%)やむを得ず現在の職にづいた者や， r職
場が霊長の近〈にあるためJ (10%)他の条件は二次的に考えたと恩われる便宜
主義的な者が，あわせ‘て21%と本県の-t;子よりも減少している。
このように職場選択の理由はいろいろおるが，これを入職のてづる巴ついて
たしかめてみると第14表のようになる。
ごくおおまかにみると，学校や職業安定所を経た会開ルートが男子で40%，
k子で37%あって，他はいわゆる縁故というべきものに属している。その砲と
あるのは，友人知人はもちろん，募集広告等も入るわけであるが?男子のお3Z
女子の55%がそれらに該当しでいる。全国集計でほ，会闘の会共機関を通じて
の入職者が男子35%，女子41%.!:..男子は本県の男チよりも低く，女子は遂に
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第 1~ 羨 通勤者の就職"てづ、る担u人数とその割合
..全国築計とめ比絞
-，""":'"区~分、、、』、，、、、て一\づ、る~<I!寸泌t 放|ω|然答|普十
実 本県 。男女F子 13' 22 4 1凶" 36 1 139 
数 会関勤め人安主E全子= 応答別人数不明 3.726 
" I! 同 上 3.241 
日
本j展
がヲ5=4F ト 12.4 36.1 21.0 3.8 100.0 1 1.17 28.8 25.9' 7.9 100.0 
会分
23 •• 361 :一-3:7吉$ 全国勤め人晃女=子干 10.8 38.3 lo99-.8 01 1 1.01 3M 21.61 2.6 
高くなってかる。
ここで注目しなければならないζU立，続織のてづるk転識の関係、である。
この調査ーでは輔自主についてふれていない。しかし， 32， 33年度の共同研究結采
からは，木県においても全国的にみても，男女ともに最初の転職を行なった時
期は|年~2年の間がもづとも多くなっている。(注田容和34年3 月発行 1時究紀
要第2D集「勤労青年のl繁栄釦Foの縫移と教育の機会J 13-^!->J参Rおしたがって，
この調長年でも，中学校卒業後3年半を経過している19才勤労青年を対象と した
ものであるからε 勤続期間3年以下という中には，転激者が絹当あるでト‘あろう
と想、官辞されるしよしんぼ就職苅婦がいろいろの察情でおくれたとしても，そ
の入職経路は縁故によるものが多いと考えられるのである。そして次のような
共同t普段結果~t見逃すζ 之ができない。(注 「勤労管年の生活J307ペ ジーより〉
すなわち
① 中本当時の入職経路はr 男女とも職安経由公開ノレートの方が多いがp 五年
開の転職率は男子の方は公開ノレー トのものに，女子の方は縁故就職の方に転
職者が多い。こんなところから転機内容の男女差が考えられる。
@ 男女とも転車設を重ねる度に縁故就職が増加する傾向にあるが，大企業で~ま
けい速しゅ・小企業に重視されがちな縁故就職がg 卒業後年数のたった就
職ほど多くなるのは，転織によって労働市場が⑤ばめられr 将来の職業生活
?とも悪影襲撃を及ぼすのでないかと考えられる。
と述べている。試みに，この調蕊における3年以上勤続者と 3年以下勤続者
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のJ¥.職てづるを男女別に比較してみる。第ヰ図は以上の結論を有力に裏づけて
いる。すなわち，勤続3年以との定着グループは，中卒当時の!入職てづるを示
第 4 図 勤続年数別にみた就職てづるの制合
しており，明らかに戦交，察長雪舎による公開/レ戸トが男女とも5.0%L?半数に;遣し
ている。しかし3年以下は縁故ノレ向。トが激培じ，その他を含めて7.2%をこえ，
多くは封鎖的な関係勺行なわれる非公開Jレートである。家族や知人の紹介によ
-る場合，身許保証}ζ磯笑伎があるとのことで一場E事業所では歓迎するむきもあ
るし，雇用者と経係者との悶に何らかの。人間関係もでき「て，容易に転職しがた
い関係にあるのだが，このような事業所rt..零細または中・小企業に多い。
また共同研究で入職てづると賃金ならびに企業規模との関係について，賃金
関係では縁故ー→低賃金という 領府が努女ともに認められく「勤労青年の主主
活J 128. 170ページ)，企業規模関係官主男子様故就践者は l人...5人， '6人
~29人とい う小規模企業に彼度にかたよりをもっていることがみられ，職安 ・
学校からの就職者は縁故就職より小規模企業への集約疫がはるかに少なしそ
して比較的， 中規模，大規模への就職機会をもっていることを指摘している。
( r勤労青年の生活I131ペ クー)'。
第15，16室長はそれらのi関係が，本県通勤青年の場合どのような事情にあるも
のかをみたものである。 rてづると賃金」の関係では男女とも全菌でみられた
ようた，縁故ー→低賃金は顕著にみられないrまかりか， 男子ではむしろ高賃金
所得者が縁故に多くみられる。 女子は男子ほど賃金のパライテーが少な<:，大
体会開非公開ともふ000円~7，oao円に山をもっftkかょ っーた傾向がみられる。
~ìζ規模別の関係であるが， 持:y.はかなりに公開ルートをとおった者に，規
模の大きい企業への位鐙づきかみられるが，女子は非公開が10人以上 100人以
→ 21ー
第 15表 就職のてづると賃金の関係
? ? ? ? ? ? ?
??????????
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?
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?
コょとl川イlω上|loh川上l'叫無答|計
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13 
38 
22 
4! 
105' 
??????
?
??
?
?
3.6 10 
- 10 
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-1 1001 
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学車線
そ
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古
回
21.2 24.3 
o2152g3tZ Ja n R
3.0 9.1 
21.1 12.0 21.1 一
子| の放{也 分率
12.5 45.0 25.0 2.8 5 2.8 55.5 25.0 11 
無 答 36.3 9.1 9.1 27 
内に半数が集中しているが，公開Jレートでは各競模平均している。ζめように
就職のてづると賃金，職場規模ともに前の共同研究の翁采と異なる事情にある
主いえる。
6.家計補助一収入増加と生活の安定ねがう小市民意識
家庭の収入状視については，家族 1人当り月収入についてすでにふれてきた
が， (第 l図参照) 1人当り4，000円以下という愛しい家庭が，男女とも 3分
のlを数える状態であった。ここうした経務状態を青年たちはどうみているので
あろうか。 r家の暮らしについてどう考えるか」 ときいた結泉が第5図の lで
ある。
事支の暮らしがらく，あるいはらくなほうと答えているのは，まず人なみ，あ、
第 5.図 家の暮らしや収入など・…一企図集計との比絞
付窓口 側帆臨む
。'". 
1.事湾事iO)l!，i輩.q:ほう
1.棋守E噛私人憎まあ弘、
3.戦ム主晶明 乙:tl.t帯電&也、る際照開明暗照照懸照哩E・
得血〉‘危志、守電乙之芯
唱ず11/何守引，柑唱
Z阜-，1阜tちしEよ〈する
t t/l.1fψむぎρ名
、ー，主
(注〉 この凶は3 まん中の5項百について賛怠:を表した者の割合をまとめて示したも
。ι〉で:ある。
- 23-
あいなそれ与はの生活念送っている家庭と考えてよかろう。しかし， 1 て~5，i':さ
れた以外の苦しい，あるL、l'主管しいほうと答えた男子54人 (51%)，女子69水
(50;右〕は，全国集計で問じ答をした男子47%，女子45%の割合よ tりは高くた
っているが，大休本県逝勤l務工青年の家庭は，全面勤め人の平均レベノレをやや
ポまわるものとみららる。(第 l図を参照のこ主〕
そこでそ、れらの男女について，さらに家践の収入との関係を，倹討し てーみる。
第:6図によると，男女とも約半数に近い家庭が 4，000円以下の貧しい階層に渓
していることがわかる。暮らしが苦しいとか，苦しほうだという ことからすれ
第 6図 生活-が脅しい〈苦しいほうJ之答えた者の
索族|人当り月収入別の割合
lま， 当然、予想される制合かも しれないが， ム000円以下の階層をあわせて，男
子76%，女子83%かまどこからみても生活がらくとはいえないようである。
このような貧しい家庭の多い再勤青年たち一今や大人の枇界にふみ入ろうと
している19才青年ーは。困難な家計に直属して無i菊心でいられるはずがない。
絞らは彼らなりに何等かの寄与をし家計の一翼をになっているにちがいない。
それを 「家計に対する補助Jできいてみた。第17表f主金額別に家計補助の割合
を示したものであるが，男女之も?と，全国集計よりは商額補助をしている去が
多いことyこ気がつく。 男子の場合4，000円から5，000円主で補助している者の割
合が165右2 6，000月まで16%，7，000円まで10%，8心00円までが15%，9，000円ま、
でが11%で，これらを合計して68%が4，000円から9;OOQP3までのか'tl!.りわ額の
〈給与にくらべて〕補助言どしているわけである。女子の場合も4，000円から5，00
O円までが19%，6，000円まで14%，7，000円まで13%，8，000円まで65ι8，000
円以上3%で，合計55%となって，調子には及ばないが，半数以上の者が4，00
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第 17表 家計様助。の金額宮IJ割合(会関集計との比絞)
き十
?
?
?
?
??、 、??
?
? ??
?
0円以上の補助をしている3
全国集計をみると， 4，000円以上の.補助は男子42%，女子24%とゑ木県の男
女よりはるかに低い割合を示しているp これは F家計補助をしていないJcl:答
えたもののE容が，男女とも30%前後あるので，本県の場合やはり裏表訴補助をせ
ざるを得ないような要因がひそんでいるものと解される。
こうした多情にあれば，青年たちが少しでもよい給与を望むことは当然で為
る。第5図のnt脅年たちが，現在従事.している住都からの収入について 「よ
いJあるトは 「まあよいほう 」主答えた者の割合である。図には示してなU、が
男女とも rわるいJ， rあま りよくないj と答えたものはあわせて53%あって
半数たんとの者が現在の給与に不満をもっているこ とがわかる。この不満はどう
解決されたらよいので為ろうか。脊年たちは希望を失骨ていはしないか。まず
収入をふやすこ とについての努力をしているかどうかにたち入ヮてみると， 第
手間の3のように，努力している者が男女とも62%で，青年たちの議様的.建
該的方向を示すとともに，その意気、ごみが5かがわ.れる。
このような努カの方向に対し，今後努カがむくわれると考えているのであろ
うか。第5図の4をみると， r努力すれtまかならずできるJと礁信している£
みられる者及び 「努力すれ占またぶんできるj と希望を托している者がらわせて
男子に81%，女子に69%みられ， r努力しでもまずできない」や 幅努力しても
で・きないJ と悲観的あるいは絶望的に考えている者の男子14%，女子26%より
は，はるかに高い割合を示している。全国集計をみても一大体似たようお寝間が
みられ.男子は80%以上，女子は70%以上が楽観的希望的でらる。 ここで注意
したいのは女子に悲観的見解をもつものが多いということであって，男子の職
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議官こ対する執着と関手Eの気持が，女子より強〈支回していることだ物語ってい
るようである。 しかしそのことがただちに家庭の暮らしをまぐする努カにつな
jj~ってくるかどうかは不明である。
第3図め3では， r家の暮らしをよくすることについてj大いに努カしてい
る，らるいは努力していると答えたものは男子72%，女子80%と女子が高い割
合を示しているιC全国集計男子60%，女子73%}
では，家;り暮らしをよくするための努力はp 具体的にはどのような内容なの
であろうか。 rあなたが家の募らしをよくするためにいちばんカをいれている
ものを一つだけえらんで，その番号をOでかこんでください」ときいたととろ
第ヂ図のような答がでた。これは質問事・噴が8項目の中から一つだけ選択する
ので巡った者が多かったことも想像され1るが，結集的にはまず本県，企画のi頃
第 7図 家の主主らしをよくするために力をいれていること
・…・全国集計・との比絞
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向が一致していることと，男女の傾向もほとん，ど一致したことがr主目される。
その中で一番多く反応した項闘が「家族が仲よえ暮らせるよ 5に努カしている」
ということでおって，男子の34%，女子41%がめだっ。次いで・ rlJR入を多くす
るよう後カしているJが男子30%，女子17%で， これらー.つの反応で男女とも
‘0;右前後をしめていることは，この二つの問題が通勤青年(企国勤め人)の動
労生活を支配する原動力となっているからでは為るまいか。家族が併は《暮ら
せるようにねがうことは，家庭における情緒的雰間気:の安定や心の憩いを求め
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家の安泰をねがう小市民的感情につらな?ているようちあり，農村家症におい
てとかく封建的なにおいをかもしだす 1家庭の半和J感情もはらんでいるよう }
である。貸しければ会しいなりに，また富んでいればそれなりに家内和令の突
をあげる亡之は，た主え家庭が下宿的たねく。らの存在であっても，生活の根拠
である以上はそうねがわずにはおられないであろう。また収入をふやすよう努
めていることは，家族の収入状況からみてよくない家庭の多いことカもすれば
当然考えられるこ主でもある。 r家族カ5病気にならないように努力しているJ
は〈男子7%.女子14%).家族の誰かが病気になった場合どんな影響がある
かを真剣に心配している青年たちにちがいなし、。収入が急減でもすればそれな
りに生活の脅威ともなるで為ろうし，それがひいては家庭金洛破たんの原凶と
もな りかねない。
「躍をかな教義を身につけるために努力しているJ者が男子7%，女子10%あ
ることは本を競んだり話合いをしたりして， 自己を高める意欲に興味と関心が
l向いている青年であっ 1て，勤労のあいまにt心のゆとり営感じさせる。また，
f生活改苦・Jについては男子"の5%と女子の10%が取りよげているが，これが
単なる生活合理化のみ‘でなく，より積駆的な文化生活の建設にも応いているも
のと思われる。
7. 仕事の興味や関心の度合いと職業能力の向上
職場における'1鐙み伊不満にはいろいろあると息、われるが， それr主就職直後
〈半年以内くらい〉主.職場iこじ甲うぷル慣れたころとで異なゥた現われ方を
ずるとし{われているbすなわち号験場はにいって慣れてくると，上役や同僚との
関係および仕事そのものの問題は減少しで，労働条件や作業環境に関する問題
は逆に増加してくるとの報告がある(藤本喜八藩 「職場J21...2ベージ〉。
ここで調査した244名の通勤膏年は第?表でみられたように3年以しkの勤続
者が男女とも約160%， I年以上;の勤続者をカ1えると80%をζえている。これら
の青年たちは犠場に慣れできているこ とは事.実であって，仕事に対する興味や争
関心もそれぞれの方向をもっていることと想像さ今れるし，前記:0)報告からすれ
ば仕事への不適応は減少してきていることになる。以上のよ うなことた念頭に
おいて，これから仕事を主としたいろいろの同鹿について運動青年の考えつケを
-27ー ‘
確かめてみたト。
まず仕事に対する興味の皮おいであるが，第8図の lによ!ると 「たいへんお
もしろいJ k"か 7ややおもしろいi といって仕事に勲沫をひかれているものが
男女とも5Q%以上あるが，反荷 「まったくおもしろくない1者が男子3%，女
子10.%(工員に予の不適応者が多い)， :あまりおも しろくなし、J者は男子30
% (工員にいちばん多い)，女子38;右足となって， .女子、の方に仕事の興味をもた
ない者が多い。
第 8図 仕事につ い て……全国集計との比較
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〈注〉 この図は第51蕊同様，まん中の問題に関し資d窓を表しすこ者の劉合を示している
仕事.の興味と直接関連をもつものは感情的な簡を含む蓄積され，伸展する心
理的能力であろうと恩われる。能カのあるところ興味を生みp 興味あるところ
またしばいま能力を鎗進してゆく σいわゆる「好きこそものの上手なれJのた
ーとえのよ うなもので、あるまいか。 Lかし，好きという ことはかならずしも1能力
があることを約束するもので、はなく， r下手の横好きゐ!ということもあるよう
に興味と能力は多くの場合相互依存しあうが，また不均衡な場合もあるといえ
Q。
第 8函の2r.土 「いまの仕事のやりがいはJ と質問したのに対しでの応答結果
であるが， r大いに忘る」とした者男子泊施J女子12克， rあるほう」が男子
39%，女子47%，あわせだ男子♂%，女子59%が仕事のやりがいがあることを
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感じている。 1ないほう J rまったくない」と答えた者は男子26%，女子35%
で，前め仕事の興味で iあまりおもしろくないJ rまったくおもしろくないJ
と!答えた者の率より低く なっている。
第8図の |之2の傾向は，本県，会固とも大きなくいちがいはないが，本県
女子が消緩的なっぢへの傾りをみせている。をた仕事の興味と仕事のやりがいが
ある、かないかの栢関についてみると，第18衰のように，仕事は fまったくおも
しろくないJ 2:答えた者が72%まで「仕事のやりがいがまったくない」といっ
て大きな相腐をみぜている。 rあまりおもしろくない」者については， r仕事
のやりがいのないほうJが48%， rまったく吐いJが8%， rあるほう J37% 
となって大きな相関はみられないが，ともか〈仕事の興味とそれにうちこれ態
度とは大体つながっているといえるρ
第 18表 什三事の興味とやりがいがあるかないかの関係
一一一下 仕事のやりがい !大いに |抗 |添い |まった !酪 | 叫
悼の興味 ~下一-一一|ある|ほう lほう |くない l鰍 | 引
あまりおもしろくないと第えた人数 司 3l[ 401 7 羽
%3.~ 36，91 47.61 8.31 3.~ 
Fたくおも同くなLと似た例 二idJ 78 5i 
でtは主こ町η〉ような関連した考考‘えtをkもつてLい、る脅年た
84 
100.0 
100.0 
ど、う考えているのてで.あろうかe 第8図の3によると，木県，全国とも女子に
「大へんやさし~'Jや fやややさ しい」が男子より多く(本県女子は両者あわ
せて46%)， rややむずかしい」の三容は男子がもっとも高'くなっている。ここ
でみられるこ とは， 男子の方が仕事について「ややむずかしし、J (ホ県男子50
%)・あるいは 「たいへんむずかしいJ (本県mめと答えた者が多いことで
あって，これは女子に織物工員がかなりいたことにもよるようであるが，全国
集計ともほとんど~致している点から考察すると ， 女子が比較的単純な作業に
。従事している結果からきているのではないかと想像される。
また仕黍の疲労度についても男女に差がみられる。第8図の4のように 「ら
くなほうJに女子が多く ，逆に「つかれるほう」に男チが多くなっているb こ
こでは 「つかれるほう Jが本県男子49%，女子41%， rたいへんつかれる」に
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男ヲキ10%，女子13%.-で，仕事に疲労を感じている者は男子約60;ι 女子約55.%.
で，男女の半数弘上がつかれ含意識しているわけであ!る。 Iたいへんらく Jと
いうのは男女とも 3 ~ 4%に過ぎない。
さて仕事の能カという場合，普;遂には仕事ρ腕ともいわれている，。その個人
的な稜皮については戦場の評価にまつ』まかないが，ここでは仕事の腕をらげる
ことに対して本人が努力しているかどうかをきいてみた。第8図の5によると
r.大いに努力している」と積J隠さた示した者が男子に30%，女子に24%あり，
f努力しているJ と答えた者は契予47%，女子499-6'ともやとも多c 両考あわ
せて弟子の77%，女子73%が仕事に対する能力を高め，職場でよりよく生きる
ために努カじていることになる。 「まあ努力しているj という青年も消極的で
はあるが努力を認めているので〈男子14%，女子19%)，この議:に闘してt生大
部分の者が努力しているとみてよかろう。そして，それらの努力に対し将来む
〈われる主患っているかどうかを，さらに問 うてみた。第8図内るでは男女そ
れぞれの約60%.がr努力すればかならずできるJと碓f蓄を表明し，まずこ約30%
の者が「努力すればたぶんできるだろう」と希望的な意見を示している。これ
らの応答は男子で93%，女子90%~こ達し全国集計でみてもその傾向乙変りはな
い。このように職業能カに対する努カの袈づけをもっているこ aとは，職業とも
なれば衣金住なぷρ目的?と対する底媛的経済的手段としてれかけがいのないも
のであるこ との自覚がそうさせているのであろう。
-0はそ うした職業的能力を高める上で，帝各三たちは勉強の必要性をどの程度
に感じているのであろうか。 :第8図のFによると勉強の必要が 「大いにおるJ
としでいる者が男子46%(全国50%)〆女子27%(全国:¥4%)，;-ゃゃあるJ
が男子25%，女子-2.9%これら両方をあかを。了仁男子71%(全国74%)，女子56%
(全国60%)が勉強の必要を認めている。反面，rあまりないJと消極的な者
が男子21%，女子34%と後者に多く， rまったくないJ之の否定論者を加えて
男子の3割，女子の約5割が勉強の必要性に消怒的である。ここでは男子の積
極的， 向上的なものの率が女子よりはるかに多い。これを機種別にみると第19
表のようであるが，男子ではヱ員に勉強の必要性をあまり認めない者が多く，
女子も工員にそうした消極的見解をもっ者がる3J&もあるところからみて，同じ
工員でも勉強の必要性を大いに認めている者と認めな，1，、者主の釜が，どこから
-30-
でてくるのかは，それぞれの伺人係薄情によるものではあろうヵ唄味ある問題
である。
~ 19 奇襲 l険組による勉 強の必要性
¥ てほしにあ |ゃゃあるlEmirくlp怠|計
男子エ 員 匁寸1 建築遼稔 9 (64.3~ <1 (28.6)1 1 14 (100.0 
1 事務販売 8 (61 .5~ 3 2 (15.4)1 13(100.0) 
ψ:乎工 員
7叫 14T491吋1 事務販売 16 (40.0， 6 (~O.O)I 8 (2().O 40(100刈
1 今Fー ピスー 6 (50./) 2 (16.7~ '} (33.3 12 (100.0J 
それでは湯笑;こ勉強の必i定を満たしてくれる機会や条件をもっているのであ
ろうかの甥Jζ通勤青年のうち男子の41%，女チの12%が高校関係数・仔の機会を
つかん.でおり，各種学校や他の教育機関，団体等にもかなりの関係がみられる
が，ここでは第8図の8のようにま とめてみた。男子では「めぐまれている」
1-1%， めぐまれているほう J48%であわせて62%む青年は餓強寸る機会や条
件舎もちあわせているこ とになる。一方女子は向方あわせて45%であり，これ
らの主観的評価の結果は]J.:子が男子よりめぐまれていないと判断しているこ と
がわかる。女子は勤務時間からすれば?時間以内の者が6割宅どしめており，こ
の点男子より窓まれているのであるが，男女とも職場内において教育の機会に
主主まれていないとすれば， いきおい犠場外に学習の機会を求めなければなら
ない。それには経済的，時間的余絡が伴なわなければならないが，女子の場合
機場の疲労・に加えて，i盤l:IJに要する時聞があり，飢えて家庭へ帰つての事長嘉手
伝いその他女性特有の雑事も多く ，気分的に勉強の機会や条件を認めがたい事
情もあると豆、われる。笑際の学習の機会については後でまとめてふれることに
する。
次}こ，学習とも関連して青年たちの課題となってくる職業能カの向上につい
て，その機会をどこに求めているかを，8;従舗の選択肢から・つだけえらんで
もらった。第?図のように， r上役や，せんばい，仲間などに教えてもらって
いるJと答えた者が圧倒的に多く ，男子59%，女智子49%1と及んでいる。仕事の
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第 9図 仕事の.腕を上げるためにカをいれているこ!と
・・…全国集計との比較
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腕を上町るための直接的方法主して当然あるべき姿であり， r経験会もとにし
て考えているJ (男子19%，女子23%)と之もr'，二男子の約80%，女子'，070%強
。をしめている。ただじ質問のしかたが f仕事の腕を上げるためにいちばん力を
いれているものJをーっ、だけえらんだために♂一般教養的なものは除外されて
いる0 ・したがって学校や通信教育，研究会，サーグノレ竿付職場区亙高言するよ
うな内容のもの以外~主取り とげられなかったもの 主思われる。それにもかかわ，
らず，女子に9;誌もの参加者があり，本を読んでくふうしている男子の8%を
加えると，青年たちの意欲の一端を知る之とができょう。
8. 労働鋭、..中小企業勤務の労働者気質
244名の退勤青年の職種については第7表でみてきたが，男女とも工員がそ
の大半をしめ，その他男下
ス関関J係者カが玉多くし，これら逝勤者者:に共遜の5労ザ働鋭鋭2といつtたこものカが宮主あbるのでなL、叶カか、
eこ3惣恕g忍‘4像象される。あるいは踊織義E積逗によつて相逮があるかもしれないが，その底に流
れているものはどのようなものであろう。
まず}'r仕事をしていくには，本を読むより，笑際の経験てきたえあげるの
がいちばんだJ との挺接をして，これについて同感か反対かの意見を求めたと
ころ，第10図の lのように男女の半数以上が 「ほんとうにそう思う」とLて，
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前墳で仕事の腕を上げるために『経験をもとにして考えているJ.と答えた者
がかなりいたこ之主考えらわサて うなづかせるものがある。また 「そんな気が
する」と牟ぞ消極的ではあるが害者意を表した;t干を加えると，男女とも 8t:1ゅん上
第 10図 労 働 観・…-企図集計との比絞
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(注) この!習は，主ん中の6項目の問題についてt()縁を表した者の割合をぷしたもの
である。
が笑際の経験を重視していることになる。近代ii(業の下積みとなっている中小
零細企業勤務者が多いとはいいながら，何か職人気質めいた雰囲気を感じさせ
るものがある。会開勤め人の傾向も本県男女の方向と金く 殺している。
次:C ， きれいなjJ.~の仕事より ， 汗や泊にまみれて働く仕事のほうがねう
ちがあるJとの提示!こ対し， flまんとうにそう思うJ fそんな支がするJ と向
窓を習をわした者は男女とも約6割近くに達している〈第8函の2)。これらを
i銭関別にみてみると第20表のようであるが，ここで注目したいのは，婦女の事
務服宛従事者や，女子のサービス従事者に案外問官、母子治2多く ，，;男号女仁上民土iにこ反芦対せ
者が多vい、ということである。これtは主一4体本何を;怠蛍l味成しているのであろうか。了工に員
の反芦対せ}にζついては彼らの2窓主識の中にホワイトカラ{への左あ〉こがれが潜衿存:してい
るとみられないだろう治かa。また逆にミ率主務従Z苓£若者fの多い女了
客餌的ないろいろの考察かか‘ら，自分のおかれている立場をみなおしてそうした
判断を下したのか，あるいは。観念的なものなのかはたしかでない。
さらに「どんなに笑カがあっても，学震や縁故のないものは下積みで一生を。
終るだけだ」という提示については. rほんとうにそう思うJ rそんな気がす
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第 20表 「義務よりも油まみれの仕事がよいlの応答者Ij，I 
職種別人数と割合
lそほんとうに|そんな気Iあまりj芯IぜんぜんI騨答・然Iう思う がする わない 思わない 計
実?信審議l 61 14 13 
:1541 467 0 要t 15 2 12 
百fli勢調 9，8: 1.6 101.0 7.1 100.0 15.4 100.0 
分
耳宮 女乎ヱ本サ務ー線ピ南尉ス|
32.8 100.0  25.0 10 
11.6 100J 
るJ と同意を表わした者が男子約40%，女子は57%にも及んで， 女子に下積み
意識の強いことがわかる(第8関のめ。これは中学校客業後工員tこ，あるい
は事務にとそれぞれの般につぎながらも，高校，あるいは大学卒業者の動向
や， .縁故によ。てよい職場へ就職したと思われる仲間をまのあたりにして，一
種の劣等感をもっでいるためではないかと推察される。しかも男子よりも女子
にそうした感情が強いことを示している。むしろ男子は， rあまり思わないJ
fぜ ん-tfん思わない」が60%近くいて，仕事の腕でこいといった労働者気質め
いたものを感じさせる。
では，労働に値する賃金についてどんな考えをもっているので為ろうか。
r仕事がつらくても，収入の多い磯撲につくのがよいJについて，. rあiり思
わない」と消極的な見解を示した者がもっ とも多く，男子の47%，女子の63%
をしめている。 rぜんせへん忠、わないJと積;僚的反対せ己表明した者が次に多く .
両者をあわせて男子の70%，女子の75%Vi.収入第ーで職業を選択すべきでない
と考えているようである。木県でも全国集計でも傾向i志向じでs賛成者は男女"
とも2割強にすぎない(第8閣の 4)。
それでは収入第ーでない職業とは具体的にどんな職業を意味しているのであ
ろうかふ r収入が少なくても，自分の傭i悔や趣味を生かせる職業につくのがよ
いj という 3 ある方向をもった提示をした之ころ， rほん主うにそう思うJや
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「そんな気がする」と賛意を表した者が男子72;払女子:84%となうて，前の問
題で反対を表明した割合よりも多くなっている !く第8図の$)。この事実は哀
をかえせば通勤背年たちの現に従事・している職業が，個性に逃じていなかqた
り，興味を生かせるよ5な察情tこないともいえるし，あるいはイ向性や興味を生
かせる職場であっても，さらにより高いものを望んでいるともうけとられる。
女子にこうした考えをもっ帯が多いのは，二度とない溶い時代を，策しい職業
生活を送ることによって，より有意義たらしめたいと鱗っtているので、あるまい
か。
次に， rせっかくの休みには， ::7γ=γ鋤強するより，レグ Pェー ションで
楽し〈すごすのがよい」と休日のあり方な質したのに対し，第10図の6のよう
な結果をえた。男女を上U較すると男子に向感者が多く rほんとうにそう思
うJ rそんな気がするJをあわせて83%にも及んでおり，女予の71%より休日
のレグりェーションを望んでいる。要するに下普年たちは 8~ロ時閣の労働で身
心ともに疲労しているのであるから，休日くらい娯楽中心のあり方を求めるの
.も当然といえる。しかし，男子の中でも「あまり息わない」や「ぜんぜん思わ
ないJ者もあり，女子は4分の l以上がそれに属している。
(注〉いままで行なわれた青少年の生活待聞の調査によると.欧米のいわゆる先進諸
菌室誌に比べると ， わが胃の余暇~聞はきわめて限られ‘ており，余暇をどのよう
なレグロエ{シヨン?で埋めるかという，前に，まずどうし.て余暇を生み出すかと.
いうことがしばしば論ぜられている。
9. 教育の機会と個人的修養
遼動青年の生活のミ算要.特に労働を，絞らの金生活領域や意識の中でどのよ
うに位置づけているかをいろいろの観点から分析し，会胃袋言十:でみられた勤め
人と比較してきた。その結果は本県と全国の傾向に大休似かよったものがある
ことを概観できた。
さーて，働くこιとならんで勤労青年に案要な関係をも勺教育の機会はどうな
っている.のであろうか。まず過去および現在において関係したことのあるp あ
るいは関係している教育機関や回休，サー タノレ等~~"ついてその笑織をみること
にする。
高校関係では主義ql図のように，男女とも定時制在学中の者がもっ とも高い率
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古f示L.，別科，通信教育などみるべきものがないQ 特に男子の 3分の 1以上に
及ぶ定時制進学率は，全国勤め人の率 (233めよりはるかに商しさすがに定
第 1 図 高校に関係したかどうか・…全国集計との比較
(手〉内門は本県通勤者の鋭合を表わい外門は全国集計勤め人の筈姶な示して
いる。
時制進会主主容において金豆!第一段安しめている本県の笑態を，如実に反映したも
のといえようコただし女了・は7%にすぎず，全国集計の2分の lにすぎな、いの
は.これ1れた本県定持制j女子進学率の低い反映とみられるひなお勇.f-.37名の定
時制在学渚のうち， 22~詰はヌ員. 7名が事務販売従事者であり，女子10名の在
学者中 8 名~士事絞従事者でしめられてふる。
各種学校については，男子の 97%までが無関係とみられ，女子ば家庭関係
惇刀、洋裁，家政食物等〉卒業4%"卒業以外の考14%が尽をひくが，全国集計
より;ば掲係者が少ないことがわかる。ただ各趨明|焚といえば女子の和洋裁関係
が第ァーにあげられるのは， 女子の花縁修養の一つ正して社会的要請t乙応じうる
手近'1:;教育機関という性格がそうさせているのであろう。
で十士他の教育機関についてはどうであろうかa まず男子で‘は技能者養成所の
10%，職業訓練所 〈臨業補導所〕ならびに青年学級の4}7%，社会通信教育
〈ラ夕方講盗等〉の 4%，その他のヲ%と全国勤め人以上あるいは間程度の関
係がみられる。一方女子は，.常生子学級の24%を筆頭?乙， 各種の技術教習所5%
社会通信教育3%，その1!lr5%で，青年学級関係者が全国集計10%の2倍以上
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第 12図 各種学校に調係したかどうか....全国集計とめ比較
〈注)肉付は本県通勤者のi!lIJ合.rl・内(<主全国勤め人の答1ftである。
に及んでいるのは‘注隠してよい。もとも と芳年学総は農村ーを母胎として誕生し
現在も農村を中心として遂営されており，本県における脅年学級生の職業別割
合U:，努女とも農業カ.4分の3以上をしめている現状で(昭和.35年度)，名笑
主もに農村青年のものということができる。しかし，商工青年の参加も20%近
くに達しており，ここで示され示ニ背年学級関係の割合もそうした事憶をe物語る
ものといえよう。ただその教育がr 内容として商工青年にむいているかどうか
は不明である。
第 13図 他の教育機関に関係したかどうか …・企頭集計との比較
(注) I均円は本県遜働者の割合，外円は全国勤め〈の割合である。
次に団体調係を第14図でみてみよう。まず自をひ〈のは青年団関係である。
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男子の 14%，女予の 1 3~皆カ滑匁函と関係書詰もっているか，もったこ 主の主うる人
速であり，会国集計でもややこれに近い率を示している。もともと青年団は農
業生活の中治?ら生まれてきたもので、あり，農村の地縁団体といわれているが，
地縁が同時に職能者の結合を意味Lていた。したがって村の農村青年が主体と
なって紙織したとき，地域団体と して脊年団が存注してきた。この傾向は現在
第 14図 団体に関係したかどうか 全冨築計との比較
〈注〉内円は本県遂勤者の割合，外円は全国銀lめ人の割合である。
でも変りなく，商工腎年にとっては伝統的な青年聞の存在の意義が5終われつつ
あり，いろいろな意味で曲りかどに立っているのが，突、情というてよい。その
中にあって， 10%以上の商工青年を包括していることは，その活動内容の吟味
を論外として，やはり伝統の強味といってよいであろうり・
以上，高校，各種学絞，他の教育機関，団体等について概観したが，こどで
彼らが全日制高校に進学しなかった理由を明らかにしてみたい。第15図は，10 
項目の巾から主なものを一つだけえらんだ結果を表わしたものである。これに
よると， r早〈仕事をおぼえておくほうがとくだから」とか， r自分?と能力が
ないJ'a.ど1ま図的に自分自身の問題として取上げている者と， r学援がないか
ら」とか， r緩やまわりの人の意見によってj 之いった，他律的要因で答えた
ものとの色分けをすることができょう。それによ ると，男子では5，6， 7， 
8.， 9 の自律的要因‘を~げた者が'54% と i畳半をしめているのに対し，女子は |
3， 4の他李主的要因に58%が集中し，男子と対照的なあり方を示している。金
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冨集計にはこれほどの差はみられないが，中はり男女の傾向に似たものが認め
られる。この事実は，男女の性格の相異やその家庭内におかれている地位等に
よっ・中るなり規制されているのであるまいか。特に「親や支わりの人の意見に
よ'ってJということは，高校不進学ーだけでな¥，それとひきかえに就職につい
第 15図 会自制高校不進学の理由一全愚集計との比較
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てもそれらの人遂の意見が有カに働いているのでないかと想像される。
さてここで遜勤青年たもの勉強に対する倒人的見解を明らかにしてみたい。
「勉強についてどう忠、うか」と問うたのに対し， r自分ひとりコツコツ勉強す
る」 とした者は男女とも 3分の lに及ん.でおり ， 月中間をすくっていっしょに
勉強するJの男子42%，女子51%を加えるし稜線的に勉強じたいとの怠左京表
示をした者は8割以上に達している。しかもそのあり方は仲間意識が強〈出て
第 21表 勉'強にづいて(全国袋計との上ヒ佼〉
、ご 勉強についてどう思うか自分ひとlT1 l 切なっ I~ ' ~~Iりコツコ とは }強今-さfらる雪勉之 ってい 重 ・主正答 計ヅ勉強す っマあい にならぬ っしょに
る にい 勉強する
本'1県男子人%数 12 4生
1.4 41.9 
'HI 女子人%数 9 71 
6.5 
全M国勤め人女男9?4i| 39.4 
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一
¥¥、丈ぐ谷¥、 蜘…一凱釦……う同州肌け刷枇tにζ…一|…|…霊脳|計そう応、う がする わない 思わない
;:<Ii:l県男子人数 7 37 ‘ ラ io1a0s 5 1/ % 6.7 33.2 4.8 
ηI( 女子人'}G数 12 50 52 6 101O3，9 O| 8.6 .16.0. 37.1 4.3 
全1/民主hめ人男女%%|| 86.84{ t 44;2 45.2 31.3 3.1 10.. 
いる点が主主局される。;l:た r吉ダトは今さら、ずる気にならないJ と会くおきらめ
ている者は男子?と11%，女下に6%と男了.i乙多い。全体的にみて金密集言1-もや
や似たような領:向がある3
次に) r勉強は金《うけになってこそねうちがおるのだJとの提示に対し，
「ほんとうにそ:う忠、う J iそんな気がするJ と焚意を表した者は男女とも 2割
前後で，あまり思わないJ rぜんぜん思わなし、j が8割近ぐをしめ，勉強を
功利的に考えている者は築外少ないことを物諾っている。
以上のごとく，比較的向学心に燃え勉強そのものを教養的に考えている通
勤青年たちは， 0教育や職場，}.，るいは社会教育等のほかに，個人的にどのよ
うな勉強をしているのであろうか。第22表によると個人的に勉強している者は
男女とも14%に過ぎなし、。その内容からみると r 男子の工業s 女子の家庭， 文
学， 商業関係、が目だつ程度で全国的な傾向とも一致している。
第 22表 個人で勉強‘しているこ之…一全国集計との比絞
計___.1業 .1同州、|四VI、|問V内l |その他|い | 
本I!県男子人%数
1.01 1.0. 一一 一10.:51l.Of - 2.9166.4116. 
105 
10..01 
1/ 女子人数 -1 941 2 139 
" % 0.71 2.91 0.又一一0.，712.2、6.510..7. -167.6118. 1Oo.a 
10..0 
100.0. 
さらに， r社会や政治の勉強について」どれ程の関心があるかをきいてみる
~， r大し、?と努カしているJ r努カしている」者は3割前後で，男子の64%，
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女子の58%が 「まあ努力しているj と消事質的であったり， rべつに考えたこと
がな¥'Jと評定している。この譲りでは，男女とも社会や政治について深い関
第 23表 社会や政治の勉強について(全国集計との比較〉
ミミミ15茂子lfEしてlt殺なliZFl霊鱗|併
が男子炉1 81 2m Ai 23 8! 
" 氏子人数 1 101. 37' 421 矧
| 
伊勤め人
221 :4 24 Z4 Z4 211 
1051 
100.01 
13司
10.。
心そょせ，そのあり方や理想等に関して勉強している考，あるいは身近かな生
活や労働の中に社会問題が擦をはり政治の力が火ぎくはたらいていることに関
心をもち，それを勉強しようと野カしている者が撰外，少ないことを意味して
いる。こう した傾向と関連して新聞の読み方・をみてみると，第24a量のごと〈男
女によって巣なゐ扇がある。すなわち「ひととおりすべて」にわたって読む者
が完女とも 4割近くあるが，弟子の3割近くはスポーツ面を愛好し，社会福や
第 24表 幸子詩の読み方…・・企図集計との比絞
三三ru!ぉ15-γlr|あまおりす の tち祭 読んで 官十ベて I，j、散 らん関ツ函 レない
子炉 31 i 8j11 
1 
3 
41
惜
/J % 1 37.11 1.01 7.611.07. 27.61 2.91 -1 3.81 1.91 lQU.O 
H 女平 入メ量究 9明.倒 3|i 
- 18 3 7 1 10 13司
1 % 1 361 2.21 -' 12.9124.5 4.31 5.01 0.71 7.21 3.61 1 
全
n
戸司勤め人よ女893641 3353.9i i 346121吋吋 3ji04 5.61 O. ;:4341ni 
政治経済面K興味と関心をよせている者が次いでいる。これに反し女子は，社
会l乱家庭らんと続き，スポーツ商，娯東関係はみるべきものがない。
10. 職業意織・・ 転職希望者は定時制在筆者にもっとも多い
前にもふれたように職場への不適応はい今いろあり，それが年とともt乙変っ
てくるとすると， 19才通勤膏乍が務に勤めている職場に対して継続勤務したい
- -41 -
か否かを知ると之はp 端的に職場不適応の何等かの症状をもて2てかるかどうか
を知る鍵となる。第16図は勤続年数別，男女別に，さらに定時制在学中の男子
を別にして，職場継続意志ぞ問うた結果を表わしている。 rかわりたいJ とす
る懇で ‘ー番多いのは定時制衣学者で，彼等はこしかけ的就職をする場合もあり
約半数近くをしめゼいる。よく中小企業経営者から， r定時制進学者は高校卒
第 16図 今の勤め先をつづけたいかどうか
鋪 S叫男麟縫鑑盟縦割弱'<6納品れZ盤戦趨霊園 {括入、
腕 3制下男闘機銃麟;3MMeaぃ伊例欄 ω
(31人4
(8tA) 
(58人》
1ZS人}
企図勤め人 !<IA) 
ほ〉 区;;::m，・'..JI& ?~.噌町い 繍調量・俊答曾釜
業資絡収得と同時に転紘したがるので，定時制進学には好意がもてない.とL、
うこ とをきくが，現き震にこのように積極的?と転職を希望する者があることは，
;bる程度経営者の悩みを裏がきしているといえよう。一方定時制在学者からみ
れば転職したいというそれ相当の理由があると恩われる。その根本は，彼等が
定時制を卒業しても，職場を変えない限り中学校卒業就職という基礎的条件。主
遠足らず，依然として低い給与と，これまでの作業内容を繰り返すどけに終るこ
とが予想されるし，そこには上級学校卒業という学歴は適用しないのが管遂の
状態だか。らである。この図を総j舌的にみると，定時制在学者を除ふて男子と女
子の聞に，意識の高低差がはっきりしていることである。すなわち， rいつま
でも続けたいj とする者が男子に多く， r結婚するまで続けたいj者が男子の
「いつまでも続けたいj 者と閉じ割合で女子に多く，この限りでは女子の多数
~'Ì職業を一生の仕事 と考える よ りも，結婚準備の手段として考えているようで
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女子の方が職業iこ対する意議の低さを如実に示しているのであるまいか。これ
は結婚後の職業生活}こ多くの図雲監を伴う日本の現実を端的に反映しているとみ
られるであろう。
「かわりた
とする帯が男女とも減少しsし、J
「続けてもかわ
ってもよいJ者は男子28%，女子30%となっている。そこで「殿場をかわりた
今の仕事は続けたいかどうか…全国集計との比較
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第 17図
い者Jだけについて，仕事・の継続意芯との尉係をみたのが第25奏である。勤続
3 午以ょの男女・と 3~・以下の男女に分けて比較すると，自分の現に従.~，I: してい
とする者は3年以・ドの男二子に多い。おそらく 3:1f.以よ
It!l の
20.0 
7.7 
23.5 
8.1 
きて，職場とJJtJこ従事している仕事とは一体のものであるが，これを腕けた
いかどうか右楠かめてみると I議場の継続窓志とやや似ているが，
「続けてもかわってもよい」 者が縞加じてく
る。すなわち 1かわりたいJ者は男子19%，女子12%であり，
?ぃ 「
?
る r{t瀞もかわりたいJ
職場をかわりたい者と仕事の継続意志
かわラて玉示ぢち
なくてもよい仕事もかわりたい
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第 25表
の勤続母子にti，rl:1斜~卒業後ずっと続けてきた仕事を今さ らかわりたくない，
犠場はかえても職業はそのまま継続したいとの願望が盤トものと恩われる。仕
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署員I~ 't:と対する愛着が強いといってもよいであるうA
次A乙!磁場ー をかわりたし、者・が，自分の将突についてど、んな考え方をしているか
を第26表でみることにする。ここでは， fいまの仕事.を続けていけば，自分の
将来はまったくみこみがない.ときわめて一方的に議5鋭的なみかたの者が3年
以上の男女に2割前後ある。おそらく 3年以kも努力を続けた仕事で、はあるが
いるいるの条件から判断してこのような結論を下したも，のと思われる。また消
援的lこ「あまりみζみはな¥，.、J と判断した者は3年以下の者t乙多い。 fあまり
第.26表 職場君とかわりたい者が芭己の将来をどう考えているか
ーいまの仕事・''k'続けていった場合一
一~一二亙三コ工1i2iご己Fi子ヂ7元己之弘瓦乙可勺 一一京→李?苦
守伊杓続汽i淳溺z符2儲甥襟ミ芸鶏;綴刻努刻I 2却叫:| !男m?fη:?!| 
F;船主主総1 5「-ml
20.0 
28.0 
11.7 
8;4 
みとみはなLリ がー「かわりたい」というのは，やはり仕事への米糠が3年以上
勤続者より弱いこ iを表わしでも、る。第27~援の 1 はこれらを全体的な立場から
全国集計と比較しているが，これ.を第27表の2と重ねたら何がわかるで、あろう
か。後者は勤めうもの将来性を問うたのであるが，将来性を悲観的にみている者
は，~己の将来を悲観的に考えている者よりもはるかに少なくなっている。勤
め先の将来性はあるほうだが，そこでいまの仕事を続けていっても光明を見出
伎ないと感じている者が多い とーいうことである。
第 27~聖 L当分の将来と勤め先の将来(念同集計との比較〕、ご l州出を断てりす。…u
…|切る… | 勺，i I Æ..~ 1く だこみはなみ に窓・無答 計
る〈なるろう い ない
AtfLI県男=r-人%数 14 4: 3 壬 105 41.8 2.9 3.8 100.0 
Hlf 女子人%数 70 l2 6 139 50.'4 8.6 4.3 100.0 
全1/国勤め人男女Fメ61l 33.0 6.1 IDOoli  100. 
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11. 悩み一生きがい一生活理想
われわれは前年凌に共同研究「勤労青年の生活意識の形成過穫に関する研
気」の一環として，中小企業に働く務19才の脅年につ，いて，事例的に青年たち
の生きつぢを明らかにし，その意識構造の中核をき尾明するべく努めた。その結果
は研究紀要第25笑「青少年の生き方とその指導Jの中に集録したが.19才勤労
青年の悩みや生きがい，自己形成への翠想や現笑の相則の姿を克明に函き間二す
ことができた。ーはじめにーでもふれたようにそれはあくまでも集団事例的な
ものであり，一般化には及びえなかった。これからみてゆくことがらは，前の
研究に足場なおいて数量白悦探観的処理によって宅笑証的な深ま りを求めていき
たいと考える。
第一に悩みの問題を提起してみたい。悩みはそれ自身ただ一つめ原因から生
ずるものはほとんどなく， たいていの場合，複合的な情、況にもとづいている。
それは本人自身の問題，職場内外における問題等多様にわたっている。そこで
「あなたが，いまいちばん憎んでいることはつぎのどれですか。主だものを一
つだけえらんでその番号2をOでかこんでくださし、J という提示をし.11の選択
眠から一つだけえらんでもらった結果が第18図である。概観して気づくことは {
本来，全国勤め人の男女をとわず大体同じ傾向にまbるということである。そし
て山主4か所みられる。 男子では「賃金が安いことj が19%で一番率が高く，
次いで 「その他自分自身のこと」カi18%. r学歴がないと 主」と「なやんでい
ることはない」がそれぞれ 13%である。女子は 「自分自身のことj が23%.
「学躍がないことJ20%が続き. r悩んでいること比ないJiI'13%.次いで，
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いちばん悩んでいるこ之…・・会問集針との比較
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「賃金が安いことJが12%となっている。
さて男子の場合.. r賃金が安いJことの悩みは， 6，000円以下の月手取収入
者が20%もあり， r仕事が勺らくとも収入の多い職業につくのがよいJに同意
したものが23%もあったことから推して， 19%の青年がいちばんの悩みとして
取りあげたのもそう した事情が伏在しているのであろう。それも工員が高い割
合をしめている。ますこ男子の10%が 「家がまずしい』ことを悩んでいるが，こ
れも工員に多<.賃金問題と関連して経済的に苦境にたずこされている悩みの反
政が大きいものと葱像される。これらの脊年たちの欲求はまず経済的な安定を
う。ちたてることであるまいか。
次に f自分自身のこと」での悩みであるが，それがいかなる内容の込のであ
るかはここでは不明である。そして男女とも事務販寛従義者t乙女子ではサ{
ピス業従事者にこの割合が高い。
『学歴がないζ と」の悩みは， fどんなに笑カがらっても，学歴号令縁故のな
といった悩みと共通するものがあるよういものは下積みで一生を終るだけだJ
に思われる。:女子にこの率が高いのは，第10図の3の結果と符合している点が
ある。女'f.~ζ 学歴に対する::z Y.プレックスが高いことに思い及ぶ代きであろ
「悩みはないJ者は，男子では遂輪選イ毒事務販売に，女子ではサービス業iζ
筒くなっている。悩みカ的:いのは心の苦しみ，もだえ，生活毒事に対し安定感が
あるともみられるし，反面白身の問題意識をもたないためともみられる。
一 純一
ではそうした悩みおどをなんでもうちあけられる人はどゐな人なのであろ3
か。 11項目の中から一つだけえらんだ結果が第19図であと)0 r家の人Jを最高
に「友だちJが厳然多くかっている。 r職場の友だちj r学校の友だちJ r近
所の友だちj とちがいはあっても，男女とも 43%がこれらをえらんでいる。
「家の人Jをえらんだ男子の30%，女子33%より多いわけで、あって，之れは19
才青年たちが家族，とくに両親との依存的関係、や休制から離れて，独立的な生
事 19 図 なんでもうちあけられる人…・・・全園祭昔十との比較
ーー ー事1項kt 曹3
点
一一卓 司ι生智き子
一一姐防人
Jo 
一ー一 '・ ぜ争
，. 
'. 
???????? ? ?
?
?
???
?
?
????
の
人格
活をもとうとするようになる心理的離乳の時期を経過してきて，家族のような
生活的な関係ではないと，もっと精神的な関係において交際できる人々を求め
ているのである。青年期という共通の!時期における仲間や同僚に特別の親しみ
を覚え，男子は斜交，職場の玄だちに，女子は多くは職場の友だちによりどこ
ろを求めている現われとみられる。しかし成人期に近づいているとはいえ，異
性への関心や社会認識の発達が比較的あらわれにくいのは，性に対する抑圧や
彼等芭身の問題意識に関する態度に関係するためと怠われる。上役，先輩，あ
るいは恋人にうちあける者がほとんどないことでらる。さらに小・中学校の恩
師に穏談をもちかける者はごく少、なL、。
さて前年度のわれわれの研究「中学校卒業後の青年の生き方Jの中には， 19 
才青年が理想と現実の将刻にあって苦悶している姿を数々之らえてあるが，彼
らの人格形成の核心がしだいに擁立されつつあると同時に，それは側々のケー
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久によってそれぞれの具体性をもち個性的傾向を帯びるこ とを朗らかにした。
￥‘こでここ・では， rあなたは，いま何にいちばん生きがいを感じているか」と
問うて，1項目の中から主なものをーつだけえらんでもらっ九結果を検討しず
みたい。
仕事.，趣味， 友情や恋愛，家計をたずけることが本県，全国勤め人の男女を
遜じでみられる大多数の青年の生きがし¥である。 rf:士察Jにさ主きがいを感じて
いる青年は，怯事に興味と関心をもちはじめ，困難さや疲労を克服して仕事の
第 20図 し、 き カE ぃ・ ・0・全問主義苦|とのLtl絞
、
ヲ弘
f. 一一時軒
- 寸子
<!o 一ー.-一生Svh帆吋お骨子
)d 
2d 
事)I 
2SJ Z 動.ilIl ~ ¥'9 
腕を上げることに努力しーといるにちがいない。 これを秒属別にみると，男子で
は建総選輸 (30%)と事務販売 (23%)が高し女子ではサーピス業 (25%)
義務販売 (25%)カ噌iい割合を示している。
これと対照されるのは 「趣味lに生きがL、を求めている青年Tこちである。
「勤労背年の生活Jの中にも(同容595ページ参照〉大企業勤務の青年たもで
きい，入社当時から21・2才ころまでに，あこがれと期待 〉ーとまどい→疑問，
期待はずれ→反媛→抵抗→あきらめ→逃避という過程をたどる者が多いと報告
している。趣味に生きることは職場へのおきらめヤ逃避の変形とまではいかな
くとも，職業のつらさ昔、レさから逃れようとする気持や償いの気持のよりどと
ろとして，自分を生かす道として， 心の)慢を求めるためにとりあげでいるので
あろう。
また 「友情や恋愛Jをあげた青年は，社会意識の発達や，身体的成長による
自己の婆をみつめることぶより，成人としての自覚にもとづいて，よ勺萩たな
-48ー
友人関係や呉性との関係などの人問調係が愛情の発途とあいまって展開されて
くるのであって，ここでは玄倒的色彩が強くなるものと恩われる。それば前に
も述べた心理的緩乳の時期からみて発達設階の特徴として理解される。
『家計を助けるJことに生きがいを感じている者は女子16%，男子11%でら
るが，男女主もψ;務販売従事者が多い。 r家計毛f助けるJ ことは，青年たちの
比較的乏しい給料の中からのことであり，それをも し望ましいこととしている
のは，そうすることによって自分が家計の大切な分担者でまbると白負し，家の
人たちからも認められている誇りがそうさせているのであるまいか。絞らは問
第 28表 自分が犠牲になっても家のこと宏考えるべきだ
(全国集計とのよヒ絞)
計
本県男子人数 21 11 3! 105 
1/ ?品 20.1 10.5 2.9 100.0 
，仰 女子 人銘数 29 P 7 139 
20.9 24.5 43.1 6.5 [j，O 100.0 
会"関勤め人男女9?4!1 36.0 31.3 100.1 22 33.3 36.11 1. 100，01 
じ占基礎の上で成人くこ乙では肉親その他の事長人〉との関係を求めているのであ
る。そのことが芳年たちの下術的生活を安定レたホのにしているとも解され
る。第28表のように「白分がどせいになっても，家のことをまず考えなければ
いけない」とする者が男女を通じ40%以上為るのは，青年たちの家計補助など
の具体的事実からおしてうなずかれるものがある。
さて現実の問題として f潟みjや f生きがいJ をみてきたが・次に将来の明
題として 「生活問惣Jを明らかにしてみたい。 これは6項自の選択肢を示しそ
の中の一つをえらんだもので，第211習がそれらの制合を表わしている。 男女の
8削近くが，二つの現笑的に制りきった考え方に集中している。すなわち 「ひ
となみの生活ができるJことであり， r気楽に生掃が集しめるJ.という ことで
ある。ここへくると「仕事・にうちこんでいれといった濠想や， r社会のため
につ十れというような抽象的な靴想は影をひそめて，きわめて現実的な，し
かも切実なねがいが表明されている。 こう した考えが出てくる背長iこはそれ相
-49ー
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第 21図 生 主き 翠. 懇・・…全間集計との比駁
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当の理由がなければならない。第 ・ーは青年たちの育ちでらる。中卒後直ちに就
l職 しなければならなかった1界情，しかもその中には貧しい生活に追われている
家庭が多いであろうが，将来ともそうした生活を続けた〈ない，何とかきりぬ
けたい， rせめてひとなみの生活が送りたい」とねがうのであるまいか。第二
は現代の醜業からくるつらさ苦しさからの逃避であろう。毎日が機械的なくり
かえしの連続であったり，人間協係のいとわしさや職場における諸条件の不請
等身， じっとがまんしあきらめかかっている者も多いであろう現実からは，
J r気楽に生活が楽しめるJ-:ことを欲するにちがいない。 しかし人に雇われて，
苛しみをなめているよりは「ひとに雇われない」独立した生活設計をしてみた
いと第ーにねがう者はほとんどいなかった。
12. 労組意識
労働組合については，男女とも12%が加入しており，令国軍hめ人の男子30%
女チ34%を上おわって加入率のよいことがわかったが (第12衣益事照)，青年た
もの労組{こヌせする考え方のーー端をのぞいてみたい。
第29表は，労組に対する五つの考え方を提示してその『ドから，一つだけをえ
らんでもらった結集を割合で示している。ここでは山がごっみ・られる。女子の
37%，第チの27%が労組の活動などについて「考えたことがない」としてい
る。もっ とも 「労働組合がない」者が男子に37%(企図勤め人も375め女子に
24% (全国33%)あり，労働組合があるのかないのかは不明であるが 「労組に
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はいっていない」者が男子16%(全国22%).女子21%(全国21~めもあるの
だから，その活動に無関心な者が多〈とも当然ともいえよう。もっとも通勤途
第 29表 労働組合についてどう思うか(全国集計との比較〉
¥応答霧懇 総合遂
争む書T斗£状上だ争を〈蓄げけでえもを治やなは斗で 陸弘l円J 橋柑 そんな動は貨 賃上げことは It・無
、 治でもっな斗争だとく政すを ヒげだ
争もと 考えた 計
けでよ
もT乙えん
容
¥ベき
|りぺことかL、 い きだ ない
本県刻午人数 26 5 32 4 29 9 105 
" うも 2(..8 4.8 30.4 3β 27.6 8.6 100.0 
H，，女子人μ数 26 6 36 6 51 14. lo1o3-9 o 18.7， 4.3 25.9 4.3 36.7 10.1 . 
全1/両勤め人労女%li s4.6司i 100.0 18.9 4.2 19 44.9 100.1 
上や職場内でそうした問題が話令われるであろうし，新簡やラジオ， テレピな
どに注意していれば，何らかの印象は受けているはずである。それにもかかわ
らず :考えたことがないJというのは，やはり直接的に関係が』れまないためでー
あろう。そしてそれは女子に多い。ところが関心を持ち，あるいは1直接労組に
関与している青年たちにとっては. r現状では賃上げ斗争だけでなく，耽冶斗
争もやれをえない」という考え方を支持する者が男女とも 4分の 1以よあって
政治斗争の行き方を消極的に是認している。そしてさらに「政治斗争をもっと
すべきFだ」と積極的見解に賛成した者は男子に4tく，その25%が，また女子は
19%がみられる。「賃上げだけでよいJと労組連動にわくを認めたり. r政治
斗争s 賃上げ斗争ともにえんりょすべきだ」との労組運動に否定的な者はあわ
せて10%以下である。
このように労組活動積極支持者が発女とも半数以上あるのに. r収入をふや
すことについてどう思うかJと問うてみると. r労働組合や農民組合のカで」
とキ奪えた者は男女の20%に過ぎなくなる。この掛突は，膏年たちにとって労組
活動が信頼のおける， そして労働者の2基本的人権をまもる活動として，必の内
部にくいこんでいるのでなく，概念としてp 希望的存在としてゐるといえるの
であるまいか。第30表によるとそうしたみかたが成立するようである。 3分の
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第 30表 収入ふやす方法について(全信集計との比絞)
、て:l目;2主:;(停!!需控!?害!;;|陣{襲襲関耕昨z語司昨郡;1申晴i}F肝1誤z  
;?県1:
;z?4?4 
m・無答 計
??
? ?
? ?
??
?
?
??
?
???
?
??
?，?
?，?
1.0 
6 
4.31 
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"女%1
?
?
??
? ?
? ?
?
30.8' 
32.3， 100.酌100.11 
1の青年たちは， r収入が少ないのは自分だけでないから時節がくるまで待
つJ と諦観的でらりさえする。反繭「もっ と勉強したり資絡をつけたりして」
自分の職業的能力をおめ，自ブrr:"もづとよい地伎を得て，収入i皆吉川かろうと
する努力型が3分のl近くあるのも績もしい限りである。こうみてくると労組
本来の活動に信をおくよりも，努力でかちとろうとする者が多いし，;'f-ばあき
らめている者も同じくらいあって，現在以上の労働強化によって収入港を笑蔑
するほかないと思っている者は，男女之も10%以下iζ過ぎ必い。
13. 調査結果の要約と教育上の問題点
(1) 低い生活基盤と職場事情
男子105名，女子ー 139名の滋製j背年のうち，農家出身者ば男女とも 3分の |以
上をしめ，家庭的にも恵まれない者が多<.家後l人当り月収入が 4，∞0円以
下の愛国家庭が男女それぞJ叫J-J8%fと及んで，全国勤め人の22-24%より10
Z以上も低い事情にあることが理解された。
また勤務先を企業規筏ごとにみると，いわゆる小，零細企業選勤考が勇女と
も57-54%をしめ，その中には身分的に安定していると思われる本麗が大体全
医蹴め人なみにみ:られたが，それは3年以上勤続者と 3年以下勤続者でかなり
の開きがゐり， 3年以下には臨時属，見習などの不安定の者の多いこともわか
った。またそれら通勤者の労働時聞については?時間以内のtE~に近ドペー ス
の青年たちが男子65%，女子78%で全国軍Jめ人なみに近く ，9-10時間の美子
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21%，女子12%を加えれば，10時間以上の勤務時閣で農業あるいは時間外労働
を 1時間以上している者はごくわずかであり，週休銅jの笑施も男子S7%，女子
75%と小，零細企業通勤者の多い割合には比較的恵まれているものと解され
る6
このような職場に勤める青年たちが男女主も半数の者は『生活が苦しい」あ
るいは「苦しいほうだ」と答え，例外なしに相当の家計補助をじているし，勤
務先における給与についても f悪いJ r悪いほうJだと判断した者は男女とも
53%に達してい、る。そしてる割強の男女が「収入潮測に努力してているJ と答え
ているが，その具体的方策は「時節がくるまで待つ」という誘観者が3分の l
bζ達し" r労働組合の力で収入場加をはかる」とじた三告は男女とも20%強しか
なかった。こうしたところに，中小企業における労働組合活動の限界が示され
ているように思われるoまた男女の約3分の lは fもっと勉強したり，資格を
つけたりして収入の増加をはかる」と努力によってかちとる決議を示したもの
もあるが，青年たちの生き方が成人式ふたりを境に分かれていくのではあるま
いか。それはすでに職場の事楕や労働に対する意欲にぬきさしならぬものを感
じとり，なるようにじかならないとあきらめかかる者と，自分の仕事に興味を
持ち，積緩的に意欲をもやしていこうと し℃いる者のどちらかのように感じら
オ1る。
防 労働に対する通勤者の意識
仕事そのものについて男女の半数以上は興味をもっているが，女子に不適応
者が多くみられる。これらは男女とも全国勤め人の割合よりも1'!fく ，興味と関
連をもっ仕事のやりがいについても低い結巣がみられた。
仕事[の進め方については男女の8割以上が総験の犬切なことを第一・にあ附て'
いるが，区商，。勉強の必要が大いにあると認めた者が男子に46%，女子に27%
あって，自覚された学審意欲!の要求をもっているものとみられる。しかレエ員
の中の男子は半数，女子は80%以上は勉強の必要を認めていないd単純な機核
的くり返し作業に従事している工員たちの味気ない毎只の生活が，勉強をして
も今さらどうなるものでもないといった反発を示している之うに5けとれる。
また肉体労棚の意義を強調した提示に対しては， r汗や泊にまみれて働く仕
事のほう!がねうちがある」とした者は男女とも 6割近くに遣し，労働に誇りを
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もとうとしている意識の反放とみられるが，反面工員に反対が多かったのは永
ワイトカラーへのあこがれと判断される。こうした労働への誇りをも主う主す
る傾向は，学歴や縁故にかずる汚え方にも通じ. r学歴や縁故のないものは下
積みでー生を終るだけだ」という問に対し. rそうは思
子に6割近<.女子に4剖みられ'と〈に男子にそうした下積み意識の低いこ
とが理解される。むしろ下積み感情をはね返してI r俺たちtとは俺たもの世界、
がある。仕事は腕なんだ」といった職人気質めいたものを悠じさせる。そしτ
『仕事がつらくとも収入第 のー職業Jを選ぶべきかどうかについては，男女の
7割以上が 「そうは思わない」とし個性や興味安生かせる職業に費意を表し
ている 3 ここにも現代の除業がもっつらさ，苦しさから逃れ償なう道として，
自分を生かすための職業がいかにあるべきかに回答しているものと思われる。
また休日のあ り方については，勉強の機会として過ごすよりは「レグ リェ- ~
g ンで楽しく過ごしたし J と大部分の者が考えており，強命iI的他律的な労働か
ろの疲労と刺激の強い職場から総れて自分の適度の休袋一一それも楽しいレ夕 、
日ェーシま Yでとの希望を表明したのであろう。
以上のよラな労働怠織はこれを金室勤め人の反応主比較しても大差なく，む
しろ大部分の項目に同じような傾向が認められる。
ω 職業 意識
現在の職業に入った現出についτはすでに明らかにしたが， 戸自分tこむいて
いるJ とか「将衆性がある」 という績極的な動機を示した者は男子46%.女子
32%となっており，就織に際し一応安定した意識をもっていたのでないかと君、
われる。これらの青年たちを除けば他はほとんど他律的要因が主となって就職
したとみられる。中でも女子に「遥識なしJ というのが25%に達している。女
子の場合，結婚までの間何か適当な職があったら働きたいという程度の意診が
強いとJ恩われる。したがって適職というのも仕事が楽で給料がよいとか，ある
いは一見件識よく恵、われる仕事といった渥度のもので，真に自分の偶性や能力
に適したー生これに打込みうる仕事という意味はもたないであろう。これ除夷
下との遂のある点で'あって，就織に対する真剣な自覚が少々い結果とみてよい
のであるまいか。また「籾やまわりの人の意見j によるとかI rたまたま人に
すすめられたJ といった理由をあげた者が30%もあるのも，女子の消駆的慧度
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、， 
を物語っている。要するに中小企業に就職aした者年たちの中には，ただ何之な ' 
くずるずると入った者が多いということであって，教師や親たちの誉主主のほか
に，中学校におけあ職業f齢惑などに欠けるものがあるのでないか之も想像され
る。しかし，そうした入織をしたとしても，大部分が何年かの職場経験を《た
現在， 19才脊年たちが思索と!煩悶の枕線をうけてどのような犠官民意識をもつに
至ったかは興味為る問題で為る。 ，
まず将来の見返しを考慮に入れて，現在の験場の継続意志まどをいてみると，
男子の42%，女子の55%が継続意志あり と答えている3 女子の55%のう 主>40%
は f結婚するまで〉という条件つきであるから，女子青年の便宜主義的な考え
方がで、ており， 一方 「かわりたいJとする者は男手 31%'女子21%であり，
「続けてもかわつでもよい』者がお~22%あることから察すれtZ，これらの青〆
年たちは現在の職場に安定した気持をもつまでにいたっていないといえるで¥あ
ろうb
ところでこれが，現在の仕事必継続するかどうかになるe.， rかわりたいi
とする者は男子19%，女子12%に減じ，仕事についての来事家主執着が僧Lてく
るのである。しかしそれは一生を打込みうる仕事としての意味をもっているの
かというと，かなりの青年たちは疑問視し確信をもってはいないが，三れまで
続けてきた仕事であり，これからそれをかえても同じような，むしろ悪い結果
がくるのでないかとの不安が現在の仕事?とふみと ぶまらせているといってよい
のではあるまいか。それは 「現在の仕事を続けていけばあなたの将来はJ とい
う問に対し， 男子の42%.女子の51%が 「あまり見込みはないJと答えている
ことからも推察できる。
{必夢 と 現 実
運動青年の職場における仕事tへの興味や関心，それに対する努力など半数以
上の者に前向きの婆勢が感じられたが，そうした職場やねぐらで為る家庭にお
いてさえ， r人間疎外j の要因が数多くひそんでおり.青年たちの菅悩もそれ
なりに緩豪華であるの男子では賃金が安いことと自分自身の問題についてのー悩み
がそれぞれ2Q%近くでもうとも多しさらに学歴がないこと，霊長が食しい乙と
などがあげられていた。女子は自分自身の悩みを最高に，学躍がないことが続
いーており，ともに20%をこしている。 r自分自身Jの悩みとは，今まで外に向
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げられていた娘が内に向けられること広よづて，新Lく自己を発見しよう之す
る苦情の姿にほかならないで-あるう L，言者専にわたって自分を評価し客観化し
ょFうと している現われと解される。それが自己の能力や犠場における地位，さ
ては将来'性毒事に及ぶとき"， r学歴がたいJ 劣等感・として意畿され， ひいては
r賃金が安いJ という混笑の欲求不満ともなり， r家が貧しい」 ζ 主への憎み
ともなって現われるのである。 悩みは，個人的要求と社会的な制約との聞のへ
だたりや，現笑生活における要求の損否的な隠から‘の苦痛を自覚することにほ
かならない。自分で考えるこうありすこし、婆，あるいはこうしたいという行為と
今現にある笑際の姿，行為との聞の r距縫Jに気付く ことにほかならない。そ
/の 「距離Jを何之かじて埋めて，そじて悩むことはe とうありたい姿.より価
償ある行為にすζ しでも近づこう とする努力である。 ところがそうした悩みが
ないと答えた青年も男女13%づっみかけられ.それらの青年はイ可か無気力であ
り，主休制を失っているのでないかと想像される。その反筒反省的な態度も少
なしぎ・あるごとに皇震ましくないプラグマテイズム的な生活をしていると考え
られる。悩みがないというこ主は，社会べの働きかけを忘れ， 社会に消極的に
順応し現状で之主足りるとしているあいまいな自己の姿ではあるまいか。寝想
主現実の葛藤がな《これでよいのだと自覚しているとしたらr おまりにも乏人
イヒした青年の姿というべきであろう。
ところでζ うした悩みを，うち明けられる者は，第ーに 「友人Jなのである。
男女の43%が「学技の友だちJ r職場の友だちJ i近所の友だちJをあげたの
はr彼らの生活領域が空間的にも時間的?とも拡大.延長され，そして家族のよ
うな生活的な関係で‘はなしに，もっと精神的な関係において交際できる友人を
求めている現われとみられる。彼等の最大の理解者が友人に移りつつあること
は理解される斜・一爾 「家の人J も緩らから離れることのできない存在であっ
て.男女の30%余りがそれをゐげていることが雄弁に物語っている。 Lかし.
悩みをうちあける人の中に小・巾学校教師がほとんどなく，また先輩や上役と
i いった関係者もあげられていないのは， 19才という‘年令からくる脅人関係の背
景を察知させるとともに，社会認識の発達がまだ低度で~る こ とを理解させる
王手がかりともたるであろう。
さて人聞の生活は，社会と個人との相互作用によフて形作られるものであり
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人間は一定の社会的 ・歴史的現実内で個性的，創作的に何らがの社会的佼割を
演ずるこ乏によって生きがいを体験していくのであるがr 通勤青年たちの生き '
がいは大きく自己の利益的生活，自分のためになる生活に緩いていると解され
る。白「仕事Jに生きがいを求めている者は男子18;払女子22%であるが，総撲
における社会的使命観に徹しているために生きがいを感じているという意識は
簿しむしる自己の生計を保偉する道として，興味や関心の高い仕事にやりが
いを感じていると!いってもよいであろう。さらに「趣味Jに生きがいを感じて
いる者は男女主も19%であり， r友情や恋愛」が男子15%，女子10%と，これ
らはいずれも青年中心といわざるーを得ない。わずかに男子の11%，女子の16%
が「家計をたすけるJこととしている。しかし 「家計をたずけるJ という生き
がいを支えるものは， r白介が犠牲になっても家のことを考えるべきだlとの
発想で除あるまいか。それは，そうした考え方を支持した者が，現?と男子に52
%，女子に45%あったと主でも察しられ:Q。
以上のごとさ現実をふまえて生きるということは，それ自体絶えさYるイ函館.の
追求でもある。 そーれならば彼らの生活応対~ずる、夢、は那辺にあるのであろう
か。ここで「ひとなみの生活ができるJ ことで・あり， r気楽に生活出楽しめ
るJ というごつに集中した意味を考察せざるを得ない。それは青年たちの職場
生ー活?より広い社会生活.そして家庭生活の現笑休草食から割り出された観念的
な連想、ではなしきわめてりアノレ役、夢、といってよドであろう。しかし，そ
の綴実主義的な内容のよヮてくるところは，失意や不満の状態から発し，さき~
A薮の上に形作られたものもあろうし，現実社会の検言ずの上にたって生漏電ピ探求
し，希望とつEを認めてそうありたいと念じた者も・ある之恩われる。しかしその
根源がより多〈職業上の問題， 家庭生活の紫清からくることはすでに述べたと
ころである。ここにも青年たちの対象的な逆の意味づけをもっ傾向が強くみら
れ，自己における二重繕造的心情がにじみ出ているし，その核心は 「暮らしだ
けは人なみであり困らないこと」といつでよい。育-年たちの個性的，人間的な
侃他基準や意識がこう した点に集中したことは注目すべきであるまいか。
(助 教育の機会とその題慾
透事力青年がきびしL、環境条件を克服して， 定時制や種々の数帯機関， 団体ま
たはサ{クル等に教育の機会をもち努力Lている ζ とは，すでに明らかにした
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之ζろである。中 ・小企業遜勤者ぷ職場内あるいは企業連合による教育，まえ
ば職業訓練を級織的に受けることができるならば主ある程度基準的な教育司1.線
が可能となるく労働省令で，教科，訓練期間，設備その他に関する基準が定め
られている〕。そうでなければ余暇と金が問題であり 2 それらの条件を克服し
得ても，通いとおせる強固な意志が要求されるのである。
だが遺動青年たちは勉強の必要を認めている。しかも「仲間をつくっていっ
しょに勉強したい」という者は，男子42%，女子61%に及び， r自分ひとり。ョ
ツョツ勉強したいJ者を加えると男子の90%，女子の83%は倣強したいと念願
L.ているのである。ここに朱級舗な中 ・小企業勤務勤労青年毛，教育的に編成
しうる可能性があると判断されるゆえんである。現iこ定時制在学者が男子には
35%.女子に7%みられたし，各種学校や他の教育機関，さては団体，サーグ ー
ノレ等にも相当の参加経験者をみているのである。しかしいてずれにしても、勤労、
之、学習、の両立は彼らにとって最大の問題であって，彼等の意志だけでは解
決し得ない商が多分に存在していることは疑う余継がない。この調査でも努子
105名中の32名 (31%)，女子139名中の41名く30%)はr 中学校卒業後どのよ
うな教育機関や，団体，サ戸クノレにも関係した経験のない青年たちであって，
勤労と学習を両立し得ない見本といってよい。文部省が義務教育後の教育右受
けていない脅少年 (;5-17:才〉について，昭和34年度全産|総数で示したものに
よると t 37%， 216万人の者が中執校を終えた夜けで社会にでて.なんら組織
的な教育を受けず放置されているr としている。(文部省発行進みゆく社会の
背少年教育 fr7ベ{ジ参照〉 。こうした笑i青から.少なくとも後期中等教育年令段
階膏少年の教育ーをどラ策定するかは，園家的見地からも重要な課題となってい
るわけである。それが勤労青年の場合には，彼ら宏機能社会にある具体的青年ー
としておさえる必要があろう。たとえば通勤青年というー若手の青年たちをとら
えたとしても，彼らの職場や1翻i:は多額多i践であり，絞らの望む教養なり技能
なりも，それぞれの職場や職種.そして仕惑の内容によって異なるものがある
と想像される。したがって彼らに対する教育は，個人の粋性，能力，および進
路に応じ， 青少年め生活と勤労の環境に却して行なわれるべきであり p この意
味では職総集団令の働きかけが鍵をにぎるものと思われるひ 一方， そう した個
人的な教育のレーJレと同時に，青少年の現在の立場ゃ将来の進路にかかわりな
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く進みゆく国家，社会の成員として必要な広い視野に立った見鍛と教義者r授け
るものでなければならない。
ところが現突はどうであろうか。全日制高校に進学できぬものが定時制へ.
定時制へいけぬものが青年学識へといった考え方が横行し jit聞もそうした教
育のレベルを容認し何等の疑義を持ちあわせていないようである。勤労青少年
の生活実態を考えるとき.これでよいのかと反問せざるを得ない。文部省もこ
のことに関し次のように述べている。すなわち『後期中等教育を完全に普及す
るためには稜々の困難がおることはいうまでもない。これらの青少年に教育の
機会を与えるには，これら青少年が個人的な事情，または社会環境などの事情
で，すべてが高等学校へ進挙することは期待しえないことなので.やはιり.高
等学校以外の各教育，訓練機関tLその道を期待するほかはないのでなかろう
か。 ・・・・・ ・ しかしながら IS~17才という背少年期の教育という点では.これら
の機関にはなお欠けるところがある。したがって， 「すべての者に後期中等教
育を」 という理念から，高等学校に進学しないこれら数多くの膏少年の教育を
託し，社会の発展に即応する人材の育成主~'，これらの教育機関に期待するため
には， 伸びゆく社会の青少年の教育という基本的な考えのもとに，総合自晴見点
から新しい教育制度の磯立がはかられ怠ければえEらない』と述べている。 く進
みゆく社会の脊少年教育 134ベ}ジ)。しかし新しい教育制度の確立をいか
にすべきかについては何もふれていない。
第 3節、住込み青年 f徒弟小僧型腎年〉
1. どんな住込み青年がいるか
これからみていくイおみみ青年は男子30名，女子31名，計61名で金調去を人員に
対して男子は 18.5%，女子は 16.0%をしめ，金国集計の勤め人の中の住込み青
年男子 23.8%，女子 17.5%の割合よ りはやや低くなっている。(第3室長参照〉
これらの青年たちは主として小・零細企業に住込んでいる。住込むという形
態は脅から徒弟の勤務形態として伝統的にとられてきた雇用形式であり，そこ
には近代感覚からずれた伺か暗いかげを遼怒させるものがある。戦後の民主的
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教育で育った青年たちが，現fと住込んでいるという;選手突の中から，果してどの
ような笑態がみられるであろうか。もし隠し、かげがあるとすればマ青年たちの
意識の中に しらずしhずの聞に浸透 しているであるうし労働や学習にも及ん
でいることと思われる。ここでは同じ勤め人仲間である通勤青年と比較したり
してp 彼らの意識構造をうきぼりにしていく ことtとする。
(1) 男子はいわゆる職人が約3分の 2，女子はサービス従事者と工員が4分の
3近くいるの
第;31表は住込み青年の蟻業を具体的にまとめlたものであるが，男子では職人
第 31表 職業別人数 と その割合
男 =子
]除 全シ世宮 |人数 |メ 験 事長 |人数 1%
差建量大是 転具躯婆製切車仕製修 造エ量
8 理空雪 容議き高 容賢官1 サーピ3 
食芸女 裳 給 仕妓中
38.6 
2 ス的
1 J .歌人的 18 60.0 
紋洋匡l 工理立
工 員 I換織 器物具理世製工造
工員 洋7iラ J食乳具工製筆造者所工造襟 16.7 
阪員 |食 料 品販売I 6.1 19.4 
燥欽 機
事務員|議星雲In 21 6.5 
臨 員 警書JM籍服議販販室売 歌人的 |洋 服 仕立| 3.2 13.3 
計 |呉販 l 
運転手
10.0 その他 Iグリーニシ級グ!役苫
食料品応
計
的な仕事fこ従事号している者が60%をしめ，工員p 活員がこれに次いでいる。女
子はサー ピス関係者が39万でもっとも多<，工員の32%がとれに次ぎ， 底員，
事務.員などがみられる。これ等青年たちの住込み先を企業規模別にみると， 男
女とも小・等細企業が圧倒的に多く，特に男子の職人的企業は，個人経営が大
部分であり， 女子にもそう した家庭住込み者が半数以上あることがわかる。
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第 32;( 住込み先の企業規総別人数とその割合
371(診察)1!:;:|?とか餐ト
?子人別 724 尚 二| 二I 13~ 
す乎ソ14 d1 4 31 3;| 
ω 農家出身者の創合が多い。
住込み青年の出身家庭を父の里見栄からみてみると1t33表のとおりである。農
家出身者が男子43%.女子58%，男女あわせて50%が農家の子弟でおって，遜
勤脅年でみられた男子38%，女子37%よりは多くなっている。このうち父がな
かったり，両親もない欠損青年が男了・に37%，女子に16%ある。
次にこれらの家庭め収入にふれてみたい，第22闘は家族1人当りの月収入を
算出し，ニれを男女別段階別に示したもので，迎撃力青年の第|図と対IlHしてみ
父の職業別人数とその割合
計
督
男二子
?…?
?? …
ix .:]子人数
n う品
CU) 1 
ので除外してある。
2 活動管年。出身家庭i!!tlL唆怠照のことe
ると，まず住込み。青年1こ無答者が目だヮて多いこ主がわかる。おそらく絞らは
他家i乙住み込んでいるため家計の機微Vふれることが少な<，無関心の者が多
いためこのような結泉が表われたものと瓜われる。応答者だけから判断すると
通勤青年以上に 6，000円以下の家庭が多く，会国家庭も多いのでないかF強像
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第 22図 総収入/家銀総数
2. 長時間労働て休日も少なく報酬も低い
住込み青年，特i乙徒弟として住み込んでいる青年に連想されるのはr 昼夜の
別なく働かされた昔のあり方である。そのような苦1しい修行を経てはじめて」
人前になる とされた。 ではここでみる管年たもはどうであろうか。第34妥によ
ると.10時間以上働いている者は男子70%，女子42%で断然多く，通勤青年で
男女とも10%rこ満たなかったのとは比較院ならなL、。男子では12時間以上が7
名あるしF 女子にも 6名を数えて，繍面通りに受けとれば睡眠時間以外余暇が
第 34表 l日平均勤労時間別人数とその割合
¥寸竺竺!引下T8ト川~
Eブ号 子 人rLd|じJ24孔j札L3J413J!. 6.?1 6}13.~ 二オ|4二ゴ! 
iド守子 人υ%判数引r'25.~1-2;~-I -J~ 3.13.1 1斗641二|けこゴl二|ば3J : 
30 
100.0; 
31 
100.0
持てないのでないかと怠われる。そこで受時間労働の職密をみると，男子では
大工，ft官，建具 長製造こじなどは10時間程度}こと£まうておりー!定員，運転
手などが長い。女子は理森美容従事者，16員が受く，工員は10時間以内にとど
まっている。このように筋肉労働で:.体力を消耗するところでは比較的基準的な
労働時聞に近く (この調査では後始末や残業もふくんでいる)，護者多を商売と
するところが長い。
では休日や有給体殺はどんな状態にあるのであろうか。通勤青年の場合，男
子57%，女子75.%が週休をもち(第12表参!鰻)， 全国集計の勤め人の週休制は
-62 -
男子5・%.女子68%に及んでいたが，ここでの住込み青年の男子16.7%.女子
48.4%ははるかに少ない。また有給休暇についてはゐる者が男子の37%，女子
え有給休 a侯:ョ 休 日 | 有続休暇ー週休 |233日!不定|綿 I f十 あるない |鰯 J t十 l
161 9! -1 30 1 17 16.~1 44-1 100 0 3674dlつ}!
女乎人数1 }51 _~ d ， _，1' -1 _ ~!1 15 16 -1 31 
2， % 1484135.5|164-1 100.01 48.41 51 .~ -1 100.0 
休自第 35表
の48%で.これも全留の鋭jめ人男子46%.女子'53%より伝くなっ丸いる。総体
的にみて住込み青年t主体口に窓まれていないこ とになる。
長時間働いて休日も少ない蜘滑にある青年たもの報酬はどうなゥているかを
みると.第36薮のとおりである。この金額は食伐などを差引いた手J以収入方あ
るから.実質的には轍I商よりは相当高しうと考えてよい。まず 5.00円以下が男
これは農
したがって男女の半数以とはその程変以下のわけであ
る。もっとも手織を身につけるこ主が国的でおってみれば.報酬之いっても当
療の小iaとも考えることができる。しかし前にみたように，食 しい事実庭の問身
子で57%.女子iζ52%ある。月 5，000円ならば年間6万円であって.
家の年犀以下といえる。
月守均ず・耳元.!&J0}1J人数とその割合
\\芝、とi首相|コ仰い∞同-8，OOOr9，OO~IO，o()4)1 2，ooolM.~1
下人P 1di14410j134 二I3.11 6イ643
人r 1425491d3161 二|二16.il 
者が多いとすればr 早く一人前になることと可時iζ，家計を助けうる収入が欲
しいであるう。試みに家計補助をどの程度しているかを第23凶でみてみると，
計
31 
100.0 
第 36表
?
?
?
，?
「入れていなし、」者が男子F"63%，女子に52%いる。通勤青年の腸合々の糊!合
ちょ
〈第17:l!l参照〉
4，00円以ヒの補助者は)}子68%，女子55%'(，
と答えた考の率に相当している。
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は男t:とも10%以下で，
うどここで 「入れていない」
第 23図 事表
?
? 補 助
4・5千円は食費に相当するかもしれないが・ともかく余体的には通勤膏年よ
り低いとみられる。これら住込み青年のうち，男子の53%，女子45%tま中卒以
来3年半の継続f主込み者であり.2年以上を加えると男子の87%，女子のi's%
が長当するし身分的には第37表ηようになっている。徒弟や見習工は男子に
多く.女子は本雇が半数いるの女子にふ000円以上の月収をえている者が3分
第 37表 身 t分 }'HJ人数と そ の割合
| 本原|常雇 |臨時| 見習工 I~え議抑制鰍 | 計
二|二| 30 " ー% 46.7 100.0 
女子人F116| 3.2i 31 旬 51.6 100.0 
の 1おるのはこのような関係からである。
それでは青年たちは現在の報酬につい日どう評価しているであろうか。第24
図をみると， rよいJ rまあよいほう J と楽観的に考えている者が男子に多く
約60%，女子は43%である。女子の57%は月釈に不満を持っていることにた
る。通勤青年は男女とも53%が不満をもらしていたが，住込み男子青年はとの
点不満に思っている者が少ないといえ、る。
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今の仕事でのtlZ入は第 24図。
仕事の興味や関心は高く，腕をあげる乙とに努力している
青年たちの労働意欲を左右するものは， 職場の物理自慢震:兇や物質的諸条件，
あるいはイお.l:，み先における人間的なつながりなどの.総合的な関係が原因する
と思われる。来知の織業社会にしかも位五みとい5形で入るという ことは，家
から通勤する青年たちとはおのずから異なるものがあると想像される。そこで
まず最初に現在の住込み先を選んだ理由から明らかにしてみたい。 男子でもっ
3. 
陶乏Eの職王震
指
$D 
第 25図
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10 
「殺やまわりの人の意見
主「ほかに適当な職
とも多いのは「将来性があると思ったからJが33%，
tとよづすこJ者が20%，次が「自分に向いていると，患ったl
がなかった」がそれぞれ13%ある。将来性を認め意図的に考えた者は識人にる
人ある。他律的な職業選択は約半数みられる。一方女子は「自分に向いてい
「収入がよい」と自律的r 意図的に級l会を考えた者は約
-65.-
「将米性がある」るJ
40%ある。通勤育r-r.f-でもそうであったが，男子tヒ犠業選択の積極性がみられる
こ とは同様である。(第13~笠谷照)
自律的にせよ他律的にせよ，渓職して現在の職場に住み込んでいる青年たち
が，仕事に闘してどんな状態にあるかをみてみると，まず錦38荻で三つの応答
がわかるb仕事の興味については男子の90%，女子の77%までが興味をもって
おり， rまったくおもしろくない」という不適応者It.見られない。これは遜動
第 38表 仕事の興味，難易，疲労について
応答 興 号表 量産
計
男子
女 子
者以上に仕事への透応条件をもっていることになる。仕療のま差易1ζ調しては，
男子の80%以上，女子の50克近くがむずかしさを感じ，疲労皮ではやはり男子
の80%近く女子の50%以上がつかれるといっている。いずれも男子の率が女子
よりも高く，ここでも通勤昔年でみられたと同様の関係、が是正われているも
仕事に異味をおぼえておれば，むずかしさや疲労をのり こえてもその吉能E力の
向上に努めること主思
うた結身巣4であるが，現在において男子の全員，女子もやや消極的な者を加えて
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第 39表
現
仕事の腕を1らげセUくこ主について
来
男子
??
?
1E 
全員が努力の方向を認めている。これは通勤青年より。も意欲的である。またそ
うした努力者ど続けた場合，将来それが2むくわれるかどうかについては， r努力
すればできるJ方向l(.男女の全員が向いているといってよい。特に男子の93%
1までが「努力すればかならずできるj と確信をもヲており，頼もしν限りであ
る。
仕事に興味がありその能力の向上に努力しそれがかならず突を結ぶと信じ
楽観して毎日を送うているのだから，仕事のやりがL、を感じているにちがいな
い。第26図はそれを裂がきしている。 r仕事のやりがし?があるJ と考えている
のは男子の93%，女ヨ子の81%氾及んでおり，仕事:に興味と関心を持っと同時に
第 26図 今の仕事のやりがいは
はりあいをもって精励しているものとうけとれる。これは通勤青年よりははる
かーに好ましい状態といえる (第包図の2多!問 。だから. r今の仕事を続けて
いけばあなたの将来は』と関われても， fきっとおかるくなる』あるいは「ま
第 27図 今の仕事を!続けていけ・ばあなたの将来は
あみかるくなるだろう j と努子は火部分の者が.女子は半数が答えているのも
うなづかれる。ただ女子で 「あま りみとみはないJ と答えた者が4割以上ある
のは主主回Lてよい。 19本青竿といえば，理怒と現実が分離しどちらかといえ
ば理想に関心の高かった16・7:才ころとは異なって，王見笑生活と王室想、 Lそれも
空想、よりは現実に立脚している〉の板ばさみにならて，いまだに不安と動揺に
おそわれている時期であり s 女子の場合まだ多分にロマシチッグなものは空襲っ
ていると思われる。そして彼女等の将来の関心はおそらく結婚をおれこれと夢
みる時期に来ているとみられ.具体的生活設計とまではいかなくとも，できる
だけよい結香酎詞乎を考えているにちがいない。 rいまの仕事:を続けていけばあ
なたの7防長はどうたるか!ときいた場合.女子膏竿が数年先に予想、される結婚
を考慮に入れると考えるのはうがちすぎているかもしれない。だが仕事そのも
のにやりがいを感じながらも.自分の将来ーを悲観的にみているなかにはp そう
した感情がおりこまれてドると解Lたい。では rあまりみこみはないJとした
考古r時制重別にみるとr 工員がS名，看護婦3名F 女中を名.食料品底員ー飲食
応挙務員，食堂給仕各 1名となっている。
次に，興味と開，むの高い仕事をすすめていく上で，勉強の必要性をどの程度
感じているのであろうか。第40表によると男子は会員が必要を認めーそのうち
4分の3は「大いにある}と積陵的である。女子も16%が「あまりないJと消
楼的であるがr84;五はやはり必要性を認めており，通勤青年の場合，男子の3
割r 女子のS割近くが消極的であ、ったのjζくらべると絡段の相違ちある。 しか
しこりように意欲的で為っても現笑に勉強の機会や条件はどうであろうかυ予言-、
年たもの判析では男子の57%，女子の65%が fめぐまれているJか fめぐまれ
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第4Q表仕事.を申すすめるよでの勉強の必要性と機会県条件についで
勉強の必要 . I 勉強め機会や条件 ，
大
L、
り|た 計 I.主 |まほ |まい iたれ |計
ヲ子ゾ!
?子人グ|
あ
る
30 
100. 
31 
100.0! 
ているほう」だとしている。 rまったくめぐまれていないj者はごく少なし
「めぐまれていないほうJ とした者が努女とも約3分の lあるひこれらの結果
を遜勤青年之比較すると，女子は通勤青年よりもめぐまれていると戦ー附した者
が多く.男子は少なくなっている。勤務時間は男女とも通勤脊字より長い者が
多い巾で，このjような結集がでたことは，環境条件や人間関係など複合的な諸
条件を考慮に入れても，住込み青年の仕事に対する鮒脊のー絡をのぞきみるこ
とにならな:いだろうか。
さて，勉強トこもっとも深い関連をもつことはp おそらく職業能力の向上でお
ろう。 r仕察の腕念上げるためにいちばんカをいれているもの」を8項目:の中
から選んでもらったところ3 第41奈の結果がでた。男女とも r上役や，先輩，
仲間などに教えてもらって，いるJ者が半数以上をしめ， i経験をも乏にして考
第 41表 仕事・の腕を上げるためにいちばんカをいれていること
世在先型弘て3 、研究錯すFに.1' 
校学など 本をしう -経E右貴c-て考え
lそどかと ベい 重
すうわま つな
やで 設て かつ にい . 
通 んい もて のればらて 努力
〆
者十
信 -eる とL、 すιL、 無
仲-もら 教育 く 十こる よいる しF ふ し 他!ト、で て 答
" % I 53‘ 3J2046461| 
す子ゾ161~1 1小1二!こ|2 316.5 100.0 
C!i)通勤青年の部lの第9図と対照される。
69円
えている lが男子20%，女手13%あるほか， 女子に 「学校や通信教育などてe勉
強しているJ者の10%がめだっ程度である。住み込んてーいる以ム俗人企業て'お
るならば， 当然そこの主人が指導者主なるのが宅奪還のことなので，上役(主
人)，先重度，仲間が直撲の手びきをしてぐれるのはらるべき襲である。これら
の傾向は透勤青年正大体似ているb
4. 労働重量・・・・仕事は腕てこい
労働に対する考え方については，遜動青年の場合，絞らの生活経験の事実を
自分の行動のよりどころとして，おもくみる傾向が表われていたが.住込み青
年はどうであろうか。同じ〈働いているといってもr 起きてから寝るまで主人
や家族，あるいは先輩p 仲間などに対する火間関係の感情，気分p 態度などの
非令理的ではあるが除くこ と のできない環境，条件に包まれてい~。その比重
・が大きければ大きい糧不平不満も大きし労働意欲の減退や生選能率の低下を
まねきz 労働そのものに対する正しい考えがゆがゆられてくる。 ここでは提示
された問題に対する応答を通勤脊年と比較しながら.住込みという特殊条件を
考慮にいれて分析してみたい。
まず r仕事をしていくには，本を読むより，笑際の経験できたえあげるの
がいちほんだ」との提示に対し， iほんとにそう層、うJや「そんな気がするJ
ど賛意を哀した者比男女とも 8割以上に達して，仕事の上での経験を霊視し
ている。小・零細な個人企業では近代産業のオ戸トメ シー aン化はもちろんの
ことr 近代化への道をふさがれているところが多く， 仕事:そのものにも経験的
要素が対〈働〈のでF 儲み青学の職種おどからみても経験尊重が肯定され
る。そして.その考え方の1li1J合!な遜勤青年や金国勤め人の率とも似かよってい
る。
1j(に筋肉労働が事務の仕事.よりはねうちがあるかどの問に対してはf 男女の
5_5%近くが同意している。しかし 「あまり怠わないJや「ぜんぜん足、わない」
反対者が男子に43%，女子に39%ある。その職種別内訳は男子では職人的な大
工2 建具臓などが6人，コこ員3人，J苫員2人，その他2人.女子は工員5人r
サーピス的防札業拡事者3入，事務員2人，その他2人となっており，工員や職
人的職業従事者の反対!1，通勤工員にみられたと同様にホワイ トカヲーへのあ
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第 42表 仕事に勺いての考え方
券子
??
??
こがれ.こんな職業よりはもっと楽な職殺がよいというた意識が働いているの
であるまいか。
では学tltや縁故に関してどう考えているかを第433隻でみる e，'rどんたに笑
力があっても.学歴や講義放のないものほ下積みで一生を終るだけだJという提
示について r本当にそう思う J rそんな気がするJ と同意宏表わしたのは男
女とも20%余りで男女とも71%は否定的な見解を持っている。この回答からv主
住込み青年の下積み意識はきわめて低いことがわかる。通勤青年Lの場合同意を
表明した者は男子に40%，女子に57%もおったのにく らべると.主主込み脅年の
第 43表 学Mや縁故のないものは下積みになる
--....._て|ほんとに|一lEZ咋川一! 計そう思うがする い 思わない 。
ヲ子人グ|
30 
13.3 33，3 loll~ol 
す 子 人F1 32.3 6.51 100.0 
一一一一一一一一一一 一一
7割以上が学歴や縁故を意に介さないてeT 腕でこいといった気機たが濃いこと
を物語っている。仕事の上で経験尊重が普通とされる住込み先が多いことから
して. 職人気質めいた気~が出てくるのでなし、かと思われる。
‘次に職業についての二つの考え方を問うた結果，第44表のようJな応答をえ
た。 r仕事がつらくても，収入の多い職業につくのがよいJ というのζ対し，
- 7tー
， 
マまんとにそう思う j と全面的，積糠的事を成者Iまー人もなく， rそんな気がす
るJと消極剖に肯定した者が男子にさ7%，女子に13%あるだけである。したが
って男子の7割，女子の 8割近《は収入第一で職業を選択すやえきでないと考え
ており，その考えは姦をかえゼば次の問題tこ転ずることにもなる。すなわち収
入第ーでたい職業とは r収入が少なくても.自分の個性や趣味を生かせる職
業につく のがよいJといったこ とになるまいか。この問題の提示に対し?男女
とも大部分の者が 「ほんとにそ5思JJと積極的に，あるいは 「そんな気がす
るJと消標的に賛意を奏している。遜効;青年よりも賛成者が多いのがめだっし
第 44表 職業についての考え方 .
¥ 収AJ:.ゲ福豆iCJらう五
盈塾iJ~1.とニ
;1帝制鴨官;F到詩咋Z11Tir;?悶刑と官叩罰慌時;J|計
ぷぷ斗~1 1イ34 3ぷ.11いl0f羽15iJ4;4l斗 三オ13.~1 6.ヰ?4!J 
? 手 人r列|二ゴi14 s4斗~.il 品f4斗1払子9.g13.11ごオt3JIトμIMJ0f
o注主〉通勤脊年の葡部iの第1ω0隠の4通 5と対照される。 ー
収入第ーを認めながらr 個性や興味を生かせる事実業を選んでいるのは?むしろ
後者に重みを感じているのであるまいか。
さて労働に休養は不可欠であるがF 住込み脅年?とは休日ぞ休暇も通勤脅年な
どより少ない事情はすでにみてきた。そこで 「せっかく1の休みには，コツコツ
勉強するより. レクリェ{シ ョYで楽しくすごすのがよいJ と休日のらり方を
示したのに対し男女とも約80%の同意者がみられる。仕事や対人間関係から
解放されて肉体自伝精神的自由を得ることは健全な生活を送る大きな支柱とも
いえる。 しかしレグリ ェ{古ンョンによって人とむこ菩びを発見し，生活を去かに
すると同様に?休日に勉学にいそしむ青年もある。 I・あ・まり思わないJや 「ぜ
んぜん思わないJ青年たちの中1C.!'j;，勉強に生命を発見している者もあるかも
しれない。いずれにしでも通勤青年と同じような結果がみられたことになる。
-72ー
り，職騒や近所の友だちもかなり銅i限されてくるといった察情が考えられるの
である。したがって職場のせんばいがなかったり，主人にうちあけるほど親近
感や信頼感はなし結局療の人に頼らざ?るをえないのであろう。
次は憎みとは反対に「生きがい」をみることにする。第32図でみられる特徴
は，約半数近い男女が「仕事」に生きがいを求めていることである。遜勤青年
では20%前後しかなかったのに，ここでは男手に44%，女子に45%みられる。
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これを職緩別にみてみると児チでは約8制が職人，工員でしめられ，女子は?
制近〈がサービス従事者および庖員となっている。i仕事に生きがいがあるとい
うことは働くことにはりあいを感じ， 自分の将来がそれによって約束されるこ
とに希望を托し，住込みの目的を呆しているともいえよう。次に通勤青年主大
、々と
人 ~I
仕事に生きがいを感じている考
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2 13 8 14i 
き〈異なる点以，努子ト乙・<i止をためるJことに生きがいを感じている者がかな
りあることである。 l在員2名.職人2人，工員 l名の計5名であるが，ごれも
労働者としての一つの生き方であろう。 I趣味Jを求めている者は女子が男手
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より多いしε 「友情や恋愛Jは男女同率であり，-r家計をたすけるJニとでは
男子が多く，勉強や信仰， あそび等ではみるべきものが'ない。
生きがいと関連して将来の生活現懇、を第33閣によってみるとr 男子は通勤青
年ξ会く 同じような4~向にある。(第21図参照J 寸なわち彼らが理想、としてい
るこ!とは職場の察5長から解放された続突的生活念。fひとなみ」に送ることであ
り，. r気楽に楽しめるj ことにある。、彼等の職業体験の中広Ji，その職業に対
する使命観とそ‘の鍛業によって主主計をたててし、くというこつの要素が働いてい
る。たとえ報酬が多〈主も，その仕泰iこ俊命観を感じたEいとき"e:.-r土，張り令い
第 33図
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のある幸福な職業生活は営まれないし，また依命観にあふれでも無一文ではJや
はり苦しい生活となってしまう。使命観と生計とが両立し調和しているときに
もっとも幸福な職業生活が嘗まれる 3 しかしこの調和的な職業生活をもつこと
はなかなか困難であって，一方はよくても他方はみたされないという関係にな
り易い。・佐込み青年の多《が仕事に生きがいを感じていたが，彼等の生活濃想
からは仕事?とう，ちこんでいく使命観は男子の10%を残してほとんど姿を消し，
せめて 「ひとなみの生活ができるJ という平凡なねがいとなり，使命鋭と生計
とが両立して「気楽に生活が楽しめる」境地を欲している。また後らの考えの
'中広独立経営の夢 「ひとに使われなL、』親方のよう な生活をとの声も， 10%を
数えるに過ぎなし 「社会のためにつくす」 といった使命観はほとんど表われ
てきていなし、。女子はその6.5%までが 「ひとなみの生活」を欲し， 「気楽な生
-78-
活を求める者も23%ある。
このエうな手近かなささぞかな生活理想をう ったえる青年Tこ、ちにとって，玉葛
笑の家l也生活はどうなのであろうかb 第34岡は寂の主主らしたょくするためにい
r気楽な生活Jや「ひとなみの
生活Jの内容として r家族が仲よく暮らぜるJことが重要なことはいうまでも
ちばんカをいれていることの応答結果である。
ない。職湯の繁張がねぐらである家庭:乙帰っても再現されることは堪えられな
いこ とにちがいない。 また 「収入を多くするl労力も家庭の和とともに家庭生
家のぐ らしをよくする努力
-ーf吾
・ー一ー を 華
第 34図
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病問 kの1官接の原動力となるこ とはドう までもない。なお男子の17%，女子の
「生活改嘗Jを呂10%が 「ゆたかな教養先身につけるようJ努力していたり，
擦としたり，あるいは f家鉄が病気にならないよう」配慮していることは，そ
れぞれの央情に応じてもっともカをいれている こ 主であって， 件込~青年の牛.
滑理想への足がかりとみてよいであろう。
教育の機会・・・・男子よりも女子が接会を多くつかんでいる
住込み青年が重量育の機会をどのようにもっているかを3 高全学校，各種学校
他の教育機関，団体にわけて検討してみる。
高等学佼関係では男子に4名 (13.3%)，女子・24与(6.4%)にーすきfなく，通
勤労年で男子の35%が定時制在学中であったのとくらべ絡段1乙低いのは， 勤務
形態械金を困難叫ているからと患われる。雇用孟のよほどの酬がなけれ
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7. 
ば通学困難であろう。男子4人のうち3人までが中退者であるζとがその事:情
を物語っている。
各種学殺は女子の38.6%が関係しており，適勤女子青年を上まわづている。
その内容は家庭関係，.ザーピス関係〈理容， 美容，看護婦養成〉など種類は多
い。男子は会く無関係である。
第 49表 高校・各種学校に関係したことのある人数と割合
:;hd|;踊di|;
子人数I11 I~I 1j 器|ナ11-l zi 30 女 1 1  -1 -1 1~ 291 1 4  41 1 2!. 19
男女 子 % 
手1/ 一|叶 33i a!吋i21i.91~2~1 il， 6A 3.21 -1 -1 3.2i 93.61 3.229  .9 3.2j'.416J.;} 
(注)%t立男子は30名，女子は31名i乞対してのものである「
h他の教育機関は，男女とも約半数近くが関係しており，その種類も雑多であ
る。努下では職業訓練所の17-%，青年学級の13%がめだっており，技能や鵬首伝
'に関係したものが半数をしめ，第下・のこの積教育‘の要望の高いことがわかる。
第 35図 他の数脊機関に関係したかどうか
女子仕青年学級の23%.技術教習所，技能者養成所をあわせて16%がきわだっ
ている。青年学級については選勤女子青年も24%あったが，勉強したいという
窓教がうカがいる。
団体関係では青年団関係が男子に17克，女子に10%あるが，選動青年の場合
-80ー
とやや似ているb住み込んでいるという名自で加入さぜられている者むあろう
し.かつて衣村中に加入した経験者もあるかもしれない。また女子にレグJ)'" 
F クョンなどの集まりに参加した関係者が10%みられるfまかは，男子に 4日経
験者が l名あるだけでらる。まずは低調というほかない。
では.これらの住込み青年が全日制高校べ進学しなかった理由を問うdてみよ、
う。男女を遺じてもっとも多いのは， r早〈仕事'をおぼえてお〈方がとくだか
ら」というこ とであり.吹が 1学費がない」である。農家出身者の割合が多く
その上男子はいわゆる職人が約3分の2，女子はサーピス従事者や工員が4分
書房 36 図
'" s。
4.8 
全日制高校不進学の理a
一-J予
-ー--を手
、
の3近くいる職業的事r情が加わって， r平く仕事をおぼえるJベ《住み込んだ
者が多いのであろう。 r学費がないj のはまった〈家庭的事情からで， r殺や
まわりの人の意見によって」とか. r霊祭の仕事がいそがしし、J等とともに他律
的要因と見なしう るで、あろう。 r自分}ζ能カがないからJ とあきらめたり，
f身体の具合Jr勉強ぎらいJr働くことが肘)などいずれも自体自慢図で進
学を断念しているが，男子の60%，女子の50%がそれらを第一の理由としてい
る。通勤青年の場合!こも，男子に自律的要因をあげた者が多かったが， 住込みー
背ー年も同様の傾向があって， 調査全般にみられる男女の相異を表わしている。
教脊機関や各種団体全容で勉強の機会を得たことのある者，現む関係している
者はかなりの数iこ達していたが，個人的に勉学?と励んでいる者もあるは子であ
-81ー
• 
• 
る。第四奏でみると列子で6人，女子8人之なっており，その績額も雑多では
あるが，宗教修養など特異なものであるまいか。
第 50表 個人 で勉強してい ること
..............___空三i刺激 | 術総|家庭 | 縦|端 l な~，1叫 計
ヲ子人%~I 6}13JIこ|二I3.11 6 ~I 6}jl ]6.~1 10 
守子人r| 11344 1iJ!?| 3.2  -1 .2112.9j 3.2  3.2 58.21 16.1100.0 
ではこうした勉強についてそのあり方をどう考えているのかを問うてみると
r{1中間をつく っていっ しょにするJl:仲間意識の強い者が男女とも 6割近くに
迷している。青年たちが自分たちのおかれている立場一一例人企業への住込み
の脇合，おそらく仲間がいない一一宮理解し，・よりよい学習のあり方をグルー
1"〈1j2ii!?Fl群|;剖… fl_
刑判二; 454 1 100~
r 子ソ1 29.~ 二[ 9}1 5i.~ì 31 100.0 
プに求めたものと忠、われる。側人的に「自分ひとり 2 ツョツする」を選んだ者
{忠男了'の3分の 1，女子の3W1J弱で， rいまさら勉強する気になれないJ主意
欲を業てている者は男女それぞれ10%である。ともかく大主手の者は勉強したい
L，できれば仲間(同じ職事事の集まりが望まLl，うをつくってやりたいと望ん
，でいるわけである。
次に・勉強ば金もうけのためになってこそねうちがあるJと提示したところ
第52奈の 1のような結果をえた。通勤青年と同様に勉強{(功利的に考えている
王皆~120%余 り で，男子の80%，女子の70%は教義的な見解をふっているとみら
れる。そうした意味で一歩つっこんで社会や政治の勉強にどの程度時らをもち
努力しているかどうかをみ.ると， rべつに考えたことがないJという男女の3
-82-
第 52褒 勉強に関して
官十
f;r:. T 
分の lを除いては，一応関心之努力の方向があるとみられる。ただし Pまあ努
力しているJ と消極的な者が多いことは，鈎心の程度を察知する手がかりとな
る。これをさらに，日常接している新開の読み方で確かめてみると，政治，経
済記事に注闘している者は皆無といってよし社会の勉強は 「社会面」のいわ
ゆるご聞記都への興味であり， rひととおり'-f"べてを読んでい奇Jといっても
やはりスポーツ面や社会商.あるいは娯楽薗にまず‘注意をひかれていることと
想像される。高校3年程Iitになると社会や政治への関心が急に高まるのとくら
第 37図
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ベ.職業的なa差異と しておろそかにできない問題と思われる。
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8. 
(山1幻) 職場奉惰からくる生j活舌呑，窓惹識の制制司約
男子~O名，女子31名の住込み青年のうち，男子ほ職人60%， 工員 17%，底員
13%あわせて90%の;者。はいわゆる徒弟小僧型とよばれる部類に入るであろうし
女子の3'9%に及ぶサ{ピス業従事者， 32%の工員， 19%の盾員等，イ主込みとい
う生活形態からくる制約は男子同様の事情にあると考えられる。
これtらの住込み青年たちの大部分は日夜会"iJ¥.のいいつけのままに下働きに酷
使され， 一人前の独立した労働者としての扱いをうけている者減数少ないであ
ろうし，職場の生活者としても位蛍づくまでにいたっていないことと想像され
る。さらに昔年たもが，主人の芸家十三住込みで働いているという生活構造は，霊長
族主議的な人間関係の中にあってr 独立"1..7:こ人聞としての生活が確立されてい '
ないということや，職業修得の過程そのものが近代的危教育から程遠いといつ
ど纂憶も加わゥてr かれらの生活意識全体を規定して《ると恩われる。すでに
明らかにしたとおり，男子の70%，女子の55%~主権細，家族経営の家庭に住み
込んでー おりjしかも男女の半数は農家・ー収入もよぐないーーの出身という事
情もあっ"'0，長時間労働はもとより，その給与もきわめて低い事情にあった。
かれらは義務教育を終るか終らないかで徒弟小僧として雇いこまれ，その生活
空間をほとんど職場と職場に関係した限られた場所で過しており，社会のさま
ざまな，人と接触したり.見聞をひろめだりする機会はきわめて少ないといって
よい。 したがってかれらの社会的視野は際られており，狭いこ とが通例であ
る。このような制約を考慮混入れて以下の要約を試みることにする。
(お仕事への意欲は高い
就職の動機は「自分にむいているJとか 「将来性があるJとして積極性を示
したものが男子に46%，女子に36%もあって， r親やまわりの人の意見Jによ
るとか， r適職がなかったj r人にすすめられ，f.:;.Jというような，あなたまか
せ的な入職宏した者は男子の40%，女子の49%と予想、よりは低い結果がみられ
ずら'しかしその入職てづるは縁故やそれに類似の者が男子67%，女子75%と高
く住込み決定への写会憶を物語つでいる。そうした就職動機やてづるで現在の寝車
場に働いている育学たちがr 仕事はむつかしいし(男子83払女子48%)疲れ
~ ' 84 ~ 
る(男子77%，女子55;めといいながらも，r仕事'そのものに興妹ど関心、が意外
に高し男子の93%，女去の81%が仕事・にやりがいを感じている。同時に手仕
事の腕をあげることに男子は全員が，女子は8割までが努力していると答え，
その上，男子の93%;女子の68%は努力を続ければ必ず職業能力向上が達成で.
0 きると決意を示している。このよ 5に職業生活において自己をみが〈必婆にせ
、ー
まられ，むつかしい仕事にもかかわらず興味をもって努力している現状は，男
女のほとんど全員を Lて 「勉強の必要が~~'J と認めさせているのでゐる 3 か
れらの職種から勘雲集するに，告流では義務教宵程度の教義ゃ技能を土台として
伺時とはなしに見ょう見まねで仕事ができるようにな-o""Cいく生活であった。
、しかし現在では，たとえ大工の徒弟であうても将来投能検定や建築士の免状を
所有することが要求される時代でゐり含看護婦r 美容師等それぞれの職種に応
じて教養や技能の収得が必要であり，努力が要請されるゆである。したがって
仕事の場.験場がその中にいる人間をたえず成長させ.たえず発苦言させるよう
な繋混じたものをもっているとすれば，そうした職場は人間形成め場であると
いえるでおろう。住込み青年たもの職場がそうした雰儲気にあるのかどうかは
不明であるがg 少なくとも仕事への喜びを見出しー人前になろうとする意欲念
もやしていることは事実であって， (特に男子に強い)'心強いものを感じさせ
る。。
J 
{紛 労 働j 観
徒弟小僧として住み込んだ以上，一人前に仕事をおぼえることがかれらの第
一目標といいるであろう。前にもふれたように男女の大部分は仕事をすすめる
上に勉強の必要を認めていた。しかし， r仕事をしていくには，本宮読むより
実際の経験できたえあげるのがいちばんだ」とし、う提示に対しては， rほん必
にそう庖‘ラ J (男子~3%，女子55%) ， rそんな気がするJ (男子23%，女子
29%)と大部分が賛意を表し.親方の命にこれ従う徒弟的行き方をはっきり示
している。ぞれにもまして俗るみ青年の生き方を鮮明にしたのは， r個性や趣
1 味を生かせる職業」に男子の90%，女子の94%が同意したことで為ろう。それ
は仕事への興味や関心と同じ程度の割合で。ありま通勤青年でみられたものより
もはるかに高い一致を示している。それはまた職業意識において，職場の将来
-85-
{生や今の仕事:を続継。した場合の自己の将来性等に希望をもっ dている者の割合と
も ・ー致して，かれらが一応現在め仕事を自分の個性を生かせる職業主考えてい
る反応と解されるかiらである。さらに， r学歴や縁故のないものは下積みで一
生を・終るだけだJという問題については男女のヌ1%がlそうは息わないと反対し
仕事そのものに頼らざるを得ない者が多ししかもその腕が尊重されるといづ
た事情を物語るとともに，かれらの心意気一一明らかに戦人:気質ーーを表明し
ている。同時に 「収入の多い職業につく」ことについて男子の7割p 女子の8
割近くが反対し，かれらが現に従事している職業の妥当性を自ら立証しようと
する態度がうかがわれる。しかし， rきれいな事務の仕事よ札汗や泊にまみ
れて働く仕事のほうがねうちがらる」 という提示には.3月女の53-ふ5%が同意
し， 43-39%が反対しておりァ通勤青年よりも反対者が多少多い。
ゆ職 業意 識
住込み脅年の現在の境遇は必ずしも恵まれているとはみられないが，それに
もかかわらずかれらの職場続継意志は高いものがある。かわりたい者は男子の
13%，女子の16%}:活動青年よりもfまく.続けてもかわってもよいとする者ほ
男女の13'-26%である。 このように努予の7割.女子の6割近くが職場念品陸続
したいという意識の内部には，むしろかれらが現在の職業を簡単にやめること
のできない事情にあることを考えるべきであろう。かれらの大部分は家てεも収
容でをず.通勤できる適職もなく選んだ道であると怒われる。自分の意志でな
く他からおじつけられて，やむなく入唱た者もあるであろう。しかしいったん
住み込んで仕事をおぼえ始めた以上r 家へもむざむざ帰れないしP また都会の
他の職業に代りたいと思っても，それに必要な専門的技術もなければ・都市生
活者としてのセγスも身につけていないわけで、あるから，いきおい現在の職業
がたとえ条件が懇く.i"<D，続けられる限りは続けていかざるを得ないのであ
る。ところが遜劫青年の場合， 転職がさしてむつかしく考えられず笑行できる
事情には?生活環境や社会的視野の広狭，深浅といった相違のほかに，自己の
ものにし1手仕事の腕を他の呉なる職場へ直ちに適応できるという利点があるか
らであって，、それだけ住込み青年の仕事.への熱情や打ちこみ方が真剣にもなっ
てくるのである。このような職業に対する積極的な意識は，勤め先の将来性に
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希望をもったり〔男子87%，女子河野)，今のtl::裂を続けて."、けをま自分の将来
ば明るくなる 〈男子90%，女子52%)之の希望に支えられているといってもよ
い。住込み青年の大草は労働組合な‘ど夢みるこ とのできない徒弟小僧として住
み込んでいる，にもかかわらず，いっしょに働いている人たちとの人間関係広
ついては， r大へんうまくいづているJ (男子40%少女子29%)あるいは 「う
まくいっていあほうJ (男子57%少女子61%)と階きを感じさせないものがあ
る。したが。てかれらの職場は明るいであろうし，徒弟小僧的な地位・をさして
←苦にしていなし、と受け取れるので:ある。
(5) 夢 と現 .実〈遜勤青年と対照して〉
俗主み青年の労働協や職業鋭には予期以上に明るい楽説的気分がただよって
いるこ主が感じられたが"環境条件の核心である住込み先が，かなり告と異な.
って徒弟/J、僧的立場にある青年たちを大切にし¥優遇とまではいかなくとも冷
還はしていないことを示しているのではあるましゅ、そ5した青年たちにもい
ろドろの悩みが表明されている。まず男子であるがくかっこ内の数字は退勤青
年の反応撃を示す)，学歴がない (13.%)，家がまずしい Cl0%)，悩みはな
い (135めがおのおの17%でおり，質合が安いが13%(19克〉貝自分自身めこ
と7% (18%)とい守たぐあいで、ある。通勤青年と比較してわかるのは，学歴
のない悩みや家がまずしい，あるいは悩みはないことなどが高い率となってい
る乙とである。学歴については職人，工員だけがとりあげており， .先に下積み
意識に同意した20%余りの者がやはりこの悩みを訴えている。家がまずしいこ
とを重量大の悩みとすることは余麗心痛のたね主なっているのであろうがg 同時
に賃金が安いとい5憎みにも遜ずることfこもなる。通勤青年の場合，自分自身
のことが高い率であったが，住込み男子青年には比較的自己内省的な悩みが少
ないのであろうか。次に女子をみると，自分自身の問題が30%(23%)と断然
多く，学歴がない 10%(20%) ，賃金が安い 1% く12%)，悩みはない 10%
(13%) ，その他10%などとなっている。自分自身の悩みが3介の i近ぐある，
のは現在自と現実の距離をみつめて争将来に布翠がもてなかったり，才能や能力
に対する劣等意識さ率いろいろあるであろうが，彼女らの生活理想からおして人
なみの生活を求めている者が犬半をしめている'のでp 結婚を通しての人生設計
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出直接のものでないかと想像される。
ところが悩みを訴える人となると「家の人」が男子の40%(30%) ，女子の
54% (33匁〉と遼勤青年よりも増加し， r友だちJが男子23%'(43%) ，女子
16%' (43%)に激減してくる。これは住込み青年の生活領域のさを間的，時間的ー
狭さを物語るおの』であって，共に人生を語りあえる友人を得られない青年期の
欠臨を毘せつけられるような気がする。さりとて職場の親方には憎みをうちあ
ける程の信頼感はなしやはり f家め人」に落ち着くこ之になるのでらろう。
さて青年・たちの生きがいは男女とも 「仕事』に集中しているo 5母子の44%
( 18~広)， 女子の45%(22%)がそれで， 遜動管年の遼く及ぶべきところでない。
仕事への意欲になみなみならぬものをもっていた青年たちにすれば，やがて年
期が明けて独立独歩の職業人たらんとする希望に燃えて，ーー途に打ちこんでい
る婆がほうふつとしてほほえましくさえなる。全日制高校不進学の理由に，
f早'ぐ仕事ーをおぼえておくほうがとくだからJ と答えた男子35%，女子24%は
もちろん，それらを上廻って「仕婆Jに生きがいを求めているのである。遺書出
青年の場合 f趣味」に生きがいを求めた者は男女とも19%あったが，住込み青
年では男子の10%，女子の17%がみられ，友情や恋愛は労子13%(15%) ，女
子13%(10%) ，家計補助が男子10%(11%) ，女子6% ( I Q~め となってい
るが， 男子で「金会ためる」 ことをあげた17%~'t.通勤青年の 5% とは比較にな
らない高い率でr ヨヅコツと貯蓄をヒし諸事に節約を旨としているのであろうが
あながち功利的ときめつけるにもあたるまい。
長後に生活理想Jでは， 女子の「ひとなみの生活ができるJことをねがっ党ふ5
% (39%)が群をぬいている。彼女らの好ましい夢がつつま しいねがいとして
表明されたことに(，ま大きな王監自があるのであるまいか。 大体女子にとって職業
は生涯のものと して考えられているのではなし家庭に位澄づくことに最大の
関心があるといえよう。ただ一時的ではあるが職業生活を送ることによって女
子の生活態度や，社会に対する考え方を現笑的に理解しうる機会が与えられて
いるといえる。そう した慾から入金設計を現実的に把撮したとき， rひとなみ
の生活」。が出てさたのであるまい!か。それは 「気楽に生活が楽しめる」ことよ
りも A段とへり，下っていないだろうか。 r人なみ」という ζ とは。「平均以上J
を指.~てはいない。平凡なありきたりの生活ということである。そこに現にお
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かれている彼女らの位穏づきが想像できるし，家庭における余り者的存在のに
おいすら察知されるのである。
(6) 教育の機会とその課題
住込み青年の教育機会札 i援動青年主比較しても，農業青年とくらべても一
番よくない。すでにみたとおり s 高校教育では定時制中退が10%みられる(男
子〉ほかはみるべきものがないし，各重量学校では女子の家庭，サ戸ピス関係、に
おのおの13%，他の教育機関へは男女とも50%近く，その他団体，サークル等
に男女-の約20%が関係していたが，何毒事の教育機会をもたない者が男子43%，・ 
女子33%と高い割合を示している。端的にいって.彼らに時間的余絡があって
も事実上生活の自由が束縛されており，学習の機会に触れられない者が多い
のであゐまいか。それでいて， r仲間をつくって勉強したい」という者が男子
に57%，女子に58%と通勤背年よりも高く， r自分ひとりでコツコツ勉強した
い」者ー をあわせて男子の90%，女子87%もが勉強の志欲をもらしている。この
よ5に自覚したとしても倒木的に学校教育を継続Fることは，労働との関係p
住込み先への気苦労等で中途で控折するようなことになりかねなb、。定時制中
退滑の10%がそれを物語っているといえよう。いきおい手近かな比較的ゆきや
すい女下の各種学校，他の教育機関，符年間待に限定されてくることは，住込
み官手司王に乎をさしのべる教育.として，王混笑にはニうしたものしかその鵬首Eを泉
していないことになる。しかし青年学級や背年図に絞らが関係しても，果して
どの足度の効果をあげうるかは疑問で為って，ここにも職能集団として絞らを
教育的に編成する必要が痛感される。それが彼らの欲する 「仲間をつくってJ
という要望に答えうる泊ではあるまいか。徒弟/)、僧として住み込ん1.と職場が幸
tこして彼らをたえず成長させ，たえず発奮させるような雰菌究にあるならばr
絞らはつねに自分のカの不足を感じ怠己自身を高めようと努力するであろう。
しかしそうした犠場であってもなおかつ広い視野に立った見識と教義が望まれ
るのである。住込み脅年の大部介が仕ミお:iこ興味をよぜそれをすすめるよで勉強
の必要を認めていたのは，職業能力の向上につながる問題と解される。いずれ
にしても4とうした意欲があるということは停滞生意味していないし，情'l1:;ot彼
らの生活態度とまで4t.していないものと，思われる。そうした意欲ぞ心情をとり
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~げてくれる組綴があり，親方や仲間からも認められるとすれ出，絞らf玄喜ん
でそしうた教育に参加するので忘るまいか。その形態が共同の技能者養成機関
であっても，青年学級であっても.要は内容的に充実し背年た竜コの人間形成に
草委するものであればよいのである。
第 4節農業青年
〈自営型膏年，抱え込み型二・三男r および女子青年)
これから介析する農業腎年は男子81名，女下97名.計 178名でr その生活類
型I別経営規模別人数ば第2表で示してある3 長男隠(自営型)は51名 (63%，
全国集計は54-7%) ，二 ・三男(抱え込み型)29名 (35.8%，全国集計32.8
%)，女子89名p 雇用者男子 1~名，女子 8 名 となっている。分析にあピつては
雇用者を一応除外し長男層.二・三ミ男層p 女子を同時に比較Lながらそれぞ
れの特徴をみr 全国集計からの見解も併列合せていくことにするa なお集計資
料は本文に記載するものをかなり制限し， 資料と してまとめたものが相当ある
ことをお断りしておく。
1. 農家の実態と青年たちの経営参加状況
(1) 田畑作農家が大部分乏しめ経営規模は比較的大きい
169名の出身家庭を資料 1.2. 3. 4でみるとs 米作を主体と.していlる農
家が73%で企国集計よりもずっと多く，r?i:にカを入れているものでは野菜 ・た
ばこ・養蚕 ・畜産な£が多く全国とはやや越を異Iこしている。その中でp 野菜
・たばこにカを入れている農壌にニ ・三男p 女子が多いのはごそれがけの労働
力を必要とするからであろう。したがって木県農家の主すよる経験状況は水回農
家が約40弘国畑作農家カ;58%脅しめ(資料3)その経営規模は l町5反以上
の農家が74%をしめて会闘の54%よりかなり上まわっていることがわかる。こ
れちは本県農業の笑態を反映しているものと考えられる。
(2) 機械化はかなり進んでいるが.農業所得からの生計費の割合はあまり高
くない
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経営規模が大きけれぽ農業従事者数も多くを要するわけであるが，金園集計
と
料5幻iに乙よると長男のいる農家の食毒業集従事老は3人がピF グになつているが，二
・三男， 女子のいる農家は4人がかなり多いのは，野菜・たばこの経営農家と
関孫が為るように思われる。これを耕作方法からみると，すき・くわなどで耕
作する農家は本県にやや多いしく資料'6)，また機械を使用している農家も金
国より上まわっている〈本京男子38%，全国男子35%，本県女子47%，全国35
%)。これも本県における耕転機普及率が:全圏第一伎でおることを反映してい
るとみられる。たすごい農業簿記をつけている農家は， 男子が全国の約半数.
女子がやや上まわっていて，栂対的には低いことになる。
次に生計費と農業所得の関係をみるとく資料9)，農業所得から 8割以ヒの
生計費を満たしている農家は男子36;弘女子28%で，どを国男子の41%，女子の
3ダ広より伝くなっている。これはどうかうことを意味しているのであろう、か。
米作主体でありァ表白本のように多角経営のうまくいっていない現状としては
やむを得ない事情があるのであろう。米作一本では食っていけない以上，兼業
も当然であって資料1でみられるように，兼業をしていない農家の割合は男子
33%，女子05%で.全国の男子55%，女子62%よ十り少ない。その兼業の形態も
いろいろであるが，年間，零飾を問わず実施している家が多い。
(3) 農業経営への参加状況
資料10によると， rさしfをうけてやっている」考は，長男41%，二 ・三男
55%，女子85%と女手の撃が非常に言語い。このことは女子が単なる労働力の中
に位謹づけられていることを意味している。(1959ιf.~行 研究紀J!第20集長
村青年の人間形成参照〕。また長男の経営参加ib，生産の一一部門たまかされて
いる者が35%，すぺt:をやっている者が16%いるの 19才といえば農業高校へ進
学しているならば卒業翌年というととであり，伝統的日本燥主主の生産技術を一
通りイ断専しかかっている年令といえる。したがって，すべてをまかされている
者にとっては大きな試練に直樹 しているといえる。これら長男の割合は会富男
子の割合を上まわってr'l.¥，、るが，二 ・三男を加えればその率はかなり低下して
しもう。また女子では，全国でさしずをうけてやヲてト、る者が約7O%で本県女
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予工り 15%t少なくi生産の一部門をまlかされている者が14%もある。それす三
け木県女子の造業経営参加への位罷づけが低く評価されるわけである。
ゆ家庭事情
家族の中で農業に従事.している者の人数は資料5で明らかにしたが，両親が
健在かどうかを第53表でみると，両親とも健在の家庭は男女平均76%で会菌な
みである。欠損家庭では父のない家庭が多く， 戦争の爪あとがこうした形で接
されている。また家族の総収入を家族総人数で割った家族!人あたり月平均収
入は.資料12でみると，無答者が半数もあって.回答だけの傾向では 4，000円
第 53表 両 親の健否
|醐あり|父なし|母な し|問なし|紙 :t 
本(1県長男 人%数 41 ・1久96 一 51 80.4 ー 100.0 
'ieニ・三事主%人数 22 A 一
281 9i
75.9 13.8 3.4 
1/太子人数 65 21 一
1/ % 73.0 23.6 100.0 
一
全国男女子 zl '/ 子 5.41 0.71 100.3 
以下の割合が為ー く(男女平均23%)，大体全国なみくらいと推定きれる。 :また
13，000.円以上の高い水準tl:男女とも金留より高い。なお女千に無答者が6割も
おり，男子も45%もあるのは雰。家計を知らなさ過4ぎるといっ今てよし一家の所
得をおやじが独占していた過去のありつぢが競争づているのでないかと疑われる。
2. 仕事につレての考え方，
第38図は仕事1こ関連したいろいろの問題について.一方の方向を示7す-つの
意蹴見を械提示礼礼しし. そ杭れ
の割令だけをまとめて禾し7たこものである。例えば !の「仕事はたいへんおもし
為い」や 「ややおもしろL、」と答えたものの割合は，本県の長男58%，二・=
男47，9d"，女子52%であってF 企国集計の男子62%，女子54%と比較するととが
できる・。との図を IJ葉信づっ検討すると，そこにいろいろの問題が伏在してい
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あことが読み主れる。 :1，'"(:，は仕事の興味κ関し長男が一番高.<.込仕事!の難易
に関しではこ・三男や女子が長男より商いし: 3，では女子，ニ ・三男，長男
のjl簡になっている。仕事は長男にとっては，やがて自分の責任において経営せ
ねばならない遂命を自覚し熱意を示す一一そしておも、しろいーーと同時に，来
知のどうにもならぬととが多くて仕事のむつかしさ身体験し むだのない実勺
の為る農業をうちたてるにはまととにむつかしい主いうことにもなる。そうし
第38図 仕事にづい て…H 全国集計との比絞
ーーー - '"章 吾， J ・ ~.Z " 
間蝿闇. ヲt事
• 
‘'-&-歯車 チ位置富田 。安手
〈主〉 この殴t':t，まん中の問題について授3章常表じた者の割合をまとめて赤した。た
とえば仕事はおもしろいについては.rたいへんJ rややJおもしろいと答え
た者を， 'i i:こ仕事のやりがいについては 「大いにあるJ rあるほうJと答えた
者の割合である。
たそれぞれのおかれた立場が綴妙に影響し，大義
と考えらオれれ1.ゐる。会国の男女}にζもそれが似tた=ような現われ方をLている。 4，仕
事のやりがいについては，長男に「やりがいがあるJ者がもっとも多く，ニ.. 
三男が一委低い。ニ ・三男の中には近い将来型佐藤して，都市生活者とならねば
ならない滋命をになっている者が多いのであろうから，仕事に「やりがい』が
感じられないだろうじ，したがっていまの仕事を続けていっても， r将来に希
望Jがもてないわけである。さらにわ 「今の仕事を続けたい」希望者や， 8 
「現在の働く場所」すなわち生家に残っていたいという者がめだって少なくな
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る道理でもある。また女子は経営に参加できず，万事さしずをうけて仕事をし
ている。 したがって彼女たちには、考える、ことがさして必要でない、経験的
技能、の範囲での仕事が与えられ，しくまれていくことが多い。それにもかか
わらずp ニ ・三男以上に興味や関心をもち.将来へ希望を托し農業を続けたい
者の多いのは，現実的に彼女らがおかれている立場を容認し 一種のあきらめ
に似た気持に転化しつつあることを物語るのであるまいか。 (研究紀要 第20集
農村青年の人間形成 36ベージ参照〉
現に従事してい.る農業労働についての考え方は以上のごとくであるがt 169 
名の農業青年がどんな理由から農業に従事せざるをえなかったかを確かめてみ
よう。まず長男の85%は「家業でしかたがたかった」 とレている。農家の長男
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として生まれ幼いときから農業を受けつぐ‘べく宿命づけられてはいるが，自営
青年がこラした宿命的な，あき?らめに似た気持で中学校卒業之開時にずるずる
と農業に入り p ここでみられるように農業を積極的に肯定している者が少ない
ことに問題がある。わずかに8%の者が 「自分に向いていると思ったから」と
述べているに過ぎない。また二 ・三男，女子にも「家業でしかたがなかった」
と答えた者が，それぞれ42%.・55%あり，加えて 「親やまわりの人の意見j に
ょった者がこれまた20%以上あって， 青年主こちのなりゆきまかせ的.惰性的Jc"
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4障がうかがわれるO.逓動青年や住込み青年にみられた積極伎が影をひそめてい
るといってよい。それにもかかわらず現在， r仕事のやりがいがあるJ R将来
に希望がもてる」とドう者が男女それぞれ半数以上〈ニ・三男も長男に加えて
平均している〉ある。しかしF 今の仕事を続けるかどうかの決断になると，長
男すら「続けたいJ者が減少する し， 二 ・三男，女子はさらに大きく後退して
くる。
以上の選職とそれにからまる問題について昭和32・33年に知名した勤労青年
の共同研究をまとめた「勤労脊年の生活J 41ページには，次のようにまとめ
ている。 青年-たちは学校〈中学または高4わを卒業して農業にはいるについて
どこの地帯でも特別理想をもっセはいるのではない。むしろい苧いやながらふ
みこんでいく。しかし数年の後，はっきりちがった心の向き方をもって農業に
立ちむかつていることが示されたと している。
3.労働観
では農業背年の農業への立ちむかい方は具体的にはどうなのであろうか。こ
れを側商的にいろいろの方向から提示した問題に対し，問主ました者の割合だけ
を示したものが第40国である。概観すると， 1，2， 3co.問題については賛成
第 40図
?
??
? ?
??，
働 観..・・全国集計とのJ土曜主
百週 金@唱事
包踊 ‘ ・貯
;()f>タ~ø 1，ρ 
J.f帯，Hl>泊Sみれの
~"..I) 今ち fJ r't1J~
t・qt 1(J~1為
司を写虚偽隼r.'_Y'l':手動
'?'-1kt格?凸甘ピ
J: >>':-f~叫ば'(，:四品崎、. 
.&~!i?々 。がよい ・
4明川尚郵且ヤ略取
止~'"!!;.-ð耳軍事・;.'~l'.戸
Z単車同率調ト同経織が
J<.:同
‘時相叫愈盛寸るふう。
レ7'}"，-シきシVよい-9包守タ輔$.!t/.I-"ても単.. 
之主ξ'Jす唾え.;ヘ侮きぜ
者が50%以下に乙どまっており， 4， 5， 61乙つL、てはる0%以Jニの賛成者がみ
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られる。全国集計もやや似た傾向におる。
まず筋肉労働を意味づけた第 l問については，半数近い賛成者が，ある。近代
化された農業からみれば，泊まみれの仕事といった観念はうかvまないかも知れ
ないが，それに近い考えがうかぶのであるまいか。とすれば.半数近くの青年
たちは自分たちの労働を肯定し，ある程度意義づけていることになる。第2問
の学歴については.女子が長男，二 ・三男よりも下核み意識〔劣等感〉宇もっ
ており，女子の半数は同殺している。第3問は仕事と収入の関係を提示してい
;>がp 長男p 二・三男，女子の順に収入の多い職業を望んでL、る。これはあな
がち功利的とばかり~まみることができず，生活にあくせくせざるを得ない斎か
らみれば，背に腹はかえられぬといった気分にもなるであろう。ところが観点
をかえて， r収入よりも{因性や趣味を生かせる職業がよいjと，むしろ逆のき
き方をすると男女の70%以上がヤほんにそう想、う Jたり， rそんな気がするJ
と同意して〈る。ここへは収入第ーと考えた者も混入し青年たちの生き方に
対する希望が芽~辺にあるかを察知できょう o
第5問は， r仕事をしていくには，本を読むより， 実際の経験でき たーえあげ
るのがいちばんだJと，粍験尊重をうたっているのである。それに対してる0%
以上が賛意を表している。これらの青年の意識の中には，自分は学問はない，
あまり科学的な農法もわからないく自己卑下〉る しかし守人なみのことをしてい
れv'I百数でもなんとかなる，また何とかしなければならないという生活への要
求や生産への要求iJ~内務し，それ安京当なものとするため経験が火切だといた
のであるまいか。農村の多くの青年がこうした必的内部矛盾をもちながらもs
その統一-をこう した形で解決しようとしているようである。
第6聞は， rせっか〈の休み犯は，コツコシ勉強するより，レグ リ兵 ーシ2
:yで楽しくすごすのがよい』と提示したところ，男女の70%，以とが同意してい
お。特に長男はt32%と高い。農閑期は別として，月に2・3闘しかないせっか
くの休みを， 育年たちtはま一a千奉拶歓kの恩息、しい、で
iは，念主青年学級の集いなどはとう ιTたこ休みみもを利用することゑが;s多益い。多くの青年はそ
うした主とLて学習に休みがつかわれることに反対じているわけである。この
ことから農村青年の学習意欲が低い，と単純にきめつけることは適切でないが
それにしても rd_:，まり思わないj とか「ぜんぜん思わないJと反対した者は長
一郎ー
第14%，ニ・三男p 女子とも20%にすきないから，現実的な問題としてレグリ
ェーショゾで楽し〈すごすことを，大部分の男女、が望んでいることIと関連いが
ない。
第7聞は.中学校卒業当時， ~授業だからとか親やまわりの人にすすめられて
農業に従事してきた脅年たちがF 現衣働いていることをとおして. r自分が犠
牲にかつても家のことをまず考えるべきだJ と考えているかどうかてeある。男
女の半数以上が犠牲的精神を肯定している。戦後の民主的教育の!fliζ脊った若
者たちではきうるが，絞らのおかれて.いる務突の姿一一‘ニ・ 三男や女子にとって
は無駄号おりである場合もあろうーーの認識を.そのように決定ずける要因?
彼らをそう恵、わせる事実があるからである交いか。たとえば第44図の「生きが
い」をみると， r家計を助けるj'とした者がかなり見られるし，家計!がくるし
いと答えた者が二 ・三男に半数，長男に30，%.女子:こ26，%あるなど，絞らの働
きを意味づける要閣となるように思われる。そして長男よりも二 ・三男や女子
にそうした考えの者が多いιの札長男には箔命的，違命政I意識が強<(，犠牲的
とまでー思わない者が多いからであろう。
4. 青年たちからみた家の苓らしや収入
農家の収入については資料12で示してあるが・経営規模からいって 1町以下
の農家も相当あるわけだから.主支の暮らしもおしなべて楽とはいえないしむ
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しろ苦Lい家が相当ある乙とは事実である。第 |聞の結果でね，ニ ・三男?と苦
しいとしている者が多いこ之がわかる。そして第2聞でもそれが長づけされて
いる。すなわち「佼務でのt!ZAはまあよいJ と答えている者が32%しかなく，
「あまり よくないJ' rわるい」と Lた者が65%もあることでわかる。そこで二
・三男だけの経営規模と家の暮らしについ 第4.2図 二 ・三男家庭の経営規
筏と家の暮らしの関係、
ての鱒係を第4~図によってみると ， 二 ・玉男
在家の農家は半数以上が1-5町以下の木県
としては経営規模の中以下のもの・σしめら
れており，それらの大部分は生活が苦しい
苦しいほうだとしている。しかし資料4に
よれば長男層の家庭には.二・三男婦の草案
庭よりも卜5町以・|ての家庭が多くく65%に
及んでL、る).三・三男でみられる家の暮
らしに対する評価iの関係からすれば，二-
三男以上に苦しい割合があってよいわけで
(註〉内円は規模日1.外門t1.dj'fらし
に対する評仇ー のそれぞれの翻i
合を示している。
ある。それが逆に楽だとか楽のほうだとしているのはどうした製自からである
うか。思うに二 ・三男は選織の理由からでもうかがわれるよaうに，労働力とし '
て確保されているとしか思われない者が大部分で，彼らは機会があればイ!Bへの
就職を望んでいる。しかも村や部落の中には頭分と向じ運命にある仲間の数も
少なく(この点女子は異なっている).将来へりあせりや随分のおかれている
泣置についての劣等感が大きく作用していると思われる。そ うした感情が.
「掩の家の暮らしはどうみても他家よりはよくない」ど悲観的見解をとらぜた
のであろうと考えられる。
第3問は収入増加に祭カしていると答えた者の割合て・あり，第4問は，そう
した努力をすれば将来可能であると希望をもっている者の割合を示している。
現に努力し?ている者より，将来の可能性を示した者の割合がはるかに多く，働
きさえすれば収入はひとりでについてくるといった安易な考えがひそんでいる
よ、うにも恩われる。第3慨は家の募らしをよくす;;;努力をしている状視であり
ここ七世努の割合が少ないことが気にかかる。そこで家の暮らしをよくするた
めに，具4本的にはどのようなき母方をしているのかを確かめてみると第54表のよ
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うになる。長男.ニ ・云男ともに50%前後が収入増加にもっともカ'をそそいで
おり，同じく20%余りが『家族が仲よ〈暮らせるよう」努めている。通勤男手
脅年の場合r この須民が第 1位で34%もあったことからすれば，農村男子青年
の場合はさL迫った生活への対処が絞らの頭から離れないもののようである。
第 54号室 家の暮ら しをよぐするための努力…・全国集計との比較
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そして長男はそうした収入も考えF 出るを制して入るを図る意図からであろ う
かr 生活改善を第ーにとりあげている者もかなりある。ところがこs 三男で注
目されるの~ま rゆたかな教義を身につける J 努カが家の暮らしなょくするこ
とだと判断していることである。そのような判断を下したのは定時制在学中の
青年で，彼加工いまは家で世話になっているが，近い将来には立派に就職し一
人立ちすることによって，家の募らしをよ〈することができるしまた現在数
養ーた身につけることによって，有形無形の影響を及ぼしているとも考えている
のであろう。 これは高校教育.を受けることによって進んだ考え方を身につけた
からだといってよい。
ところが女子になると男子と越を呉にしてくる9 彼女らの第!の努カは「家
族が仲よく暮らせるよう」につとめることであって，全国の女子も全く同様の
傾向を示している。農村の女チが男-チよりも従属的な 「あなたまかせj で働い
ていることはすでに述べたとおりであるがr そうした彼女らのおかれている立
場セ如実に反映していると考えられる。しかしここでも rゆたかな教養を身に
つけるj ~こ とと答えているものが13%もあることは注目してよい。
第6問は人間関係がうまくいっているかどうかを問うたので、あるが，男女の
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80%以上がうまくいっているとし家庭の秩序が保たれているとの判断に立つ
ている。その内容が民主的であるかp あるいはIEt態依然たるものなのかは不明
である。最後に f家業の将来性Jを問うてみた。将来伎があると判断した者が
男女とも50%を越している。 ここでは長男の見とおしがいちばん厳しくなって
おり，家の暮らしは楽なほうだと答えた者まで将来性を悲観的にみている。農
家のおかれている現実をニ・三男や女子よりも広く深く体験し，その容易で、な
いことがわかりかけてきているからではあるまいか。
悩み一一生きがい一一生活理想5. 
農業青年の多くの湯合，小学校卒業後およそ 1年ていどば，長い学校生活に
なれた生活慣行が持続し，新しい1世界にただちにはいり常れぬ期聞がしばしU:
みられるし，理想と現実とが分離し身近かな現実の農業生活はp ζれを受動的
にうけながしながらも，自分の理惣をさまざまに描えて試みようと寸る。しか
し現実の大きなかぺtまあまりにもl手く突き破るべくもなく，再び現笑の自己を
これではならぬと生活場面に反省を加える。長身はこの家の農業みなお・して，
をうけ継いでいかねばならないのだとの自覚がわき，二 ・三弟はやがてはこの
家を去らねばならないのだがどうしたらよかろうかと悩む。女子もまた都市生
活にあこがれながらも自分のおかれている立場から.それをあきらめたりさら
いちぽん悩んでいること ・全国集汁との比較
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い不安も稼しながら生活しているのではあるまいか。彼らの悩みをそうした観
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ぷから検討じてみると . 第~3図に現われた青年たちの苦悩の華客が理解ーされる占
うな気がする。
まずこ・1三努に注目じてみよう。約5.0%が「自分自身のことJ と r学歴がな
いこと」に集中している。これは長男や女子の割合よりもはるかに商く，通勤
青年や住込み背年早〈らべてもはるかに高い。 1から8までの項厨に入らない
自分宮身の問題とは何を意味しているのであろうか。最大の関心はおそらく直
分の身のふり方であると}jl，Uつれる。 いつまでも家に泰仕していることはできな
い。さりとて何の準備もなくいきなり都市の職場へ就職してもうま<¥.，、く。もめ
でもない。そうしたあせりと自己矛盾の心情が絞らの脳裏をつねに去来し，そ
の解決に苦慮しているものと解される。その悩みの1中iζ 「学歴がないJ一一多
少でもよい職場への税執条件がはばまれているーーという劣等感も!生じでえる
のであって，絞ら二・三男の おかれている現笑認識がそうさせているのであ
る。そしてこうした憎みを持っている青年たちは例外なく 商務のある家庭に育
ラている事笑も見逃せないように思われるρ
次は長男でふるが，二 ・三男問機 「自分自身のことJと f学歴がないJこと
の割合が高くなっているがくあわぜて34%)，その集中皮はこ・三男ほどでな
く， 3， 4， 5， 6， 7 な苫の項目に 7 ~ 8%づつの分数がみられる。それは
長男のおかれている立場によって 「家がまずLいj ことであったり， r妻美人の
おりあいがまずいJ r友だちのこ と」とか， r暴控」に対する関係などパライ
テーに富んでいる。そして二・三男同様?悩みのない者も15%みられg 問題意
識のない，なるようにしがならないといったなりゆきまかせの青年たちの婆で
はないかと思、まコネもる。
マ女子は大き《二つに也分けされる。一つは「自分自身」の問題であり，他は
F悩みはないJ というととである。前者は乏8%，後者は20%に透している。女
子青年が自分自身モの問題で悩むことは，ニ ・三男のよちな身のふり方でないか
と思われる。それは就職といったさし迫ったものではなれより多〈第二の人
生への設言十であるまいか。農村は一般に早婚であり.成人式をまたずに結婚し
ていく者もおる。女二子青年たちが理智、として拾えていた都市生活の夢一一町人
の嫁となるーーや，せめて、洋裁にでも身をたてたい、といった漠然たる希望
も，だんだん現笑的な考え方に変化せぎるをえなくなづてくる。ことに女子育
一101-
年の悩みが出てくるのである。(研究記事E 第20集長村守年の人間形成 35ベー
ゾ参照) しかしそう νた悩みをもたないで，なりゆき?にまかせでその日その臼
を送っているのでないかと恩われる者もかなりあるわけである。その他 「学樫
がないことJ r遊び場所や時間がない などそれぞれ10%余りに達している。
そうした悩みやその他なんでもうちあけられる人を問うてみると第55表に示
したとおりである。二 ・云男中女子は家の人をまず第一にあげている。 ところ
が長男はそれが半減して近所の友だち，警殺の友だちが逆に多くなってくる。ー
連動青年が議場の友だち学校の玄た.ちを草案りにしている心自守傾向が，そのまま
ではないに)ても長男層にも出てきていると思われ手。 19才の長男たちにとっ
第 55表 なんでもうちあけられる人(全国集計との比絞〉
計
?
?
??
???
?
?
?
?
? ?
???
?
??
?
???
，， ?
，?
，?
100.1 
99.81 
ては，農業経営の一都または全部を担当しr そろそろ意欲望ヒ燃やし始めるころ
であるが.万事に回顧的な年よりの指図のまま動くことに図械をi感じそれか
ら裁けだし，裁の指図の1k.ばない領域を築きずこいと努力している季初E多〈な
る。そうした農事に関係した悩みはもちろん，身辺主義事すべて気のあった学校
:b.だち，近所の友だちにうちあけなぐさめあうことによって，新しい知識や敏
術合獲得し生活}こはりあいをも 4ていく。それが農事研究や青年団活動等につ
らなって，近く予想される村の中竪宵-年たりうる機縁となってい〈のである。
しかし二 ・三男は，近所の友だち.学院の友だちもあるでおるうが，それらは
多くは長男層であり，開過を同じてするニ・4男は数少ないものと忽われる。
長興たちは農事にうちこみは1:め，転臓をひめているぺ ・三児とは仰となく諮
があわなくなってくる。そうした事情が伏在して家の人に煩らXるをえない考
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の割合が多《なっぜいるのであるま1、かρ 女子青年の場合，余暇を利用して話 ‘
しあえる友だちが極限されてくる。他部落まで出かける余裕ももてず，近所の
友だち一一それも気のあう向級生くらいならまだしも，年令差があるよ遠慮し
てしまう。いをおい母親，姉といったところに落ちつくのであるまいか。
以上のごとき諸事情はまた青年たちの生きがいをもある程度規制しているよ
うである。長男に友情や恋愛〈これは二・三男よりも多いことは，第44図でも
理解でぎる〉をあげた者が4分の lもあり P 二・三男に趣味や勉強を主りあげ
第 44図 生 き が い・…全限集計との比較
!I> 
so 
?
? ? ? ?
?
?
?
?
? ? 、
??? ?
、
10 
た者が30%もあるなど，前者fl相互に激励しなぐさめあえる。友人をもっている
からであり，後者はそ うした志を同じくする友人も数少なし現在将来の生活
をおもんぱかってやるせない気持を趣味でなぐさめたり，勉強することによっ
て活践を見出そう としているかのようである。そして女子青年にも趣味や友情
恋愛をとりあげた者がかなりらる。また仕事に生きがL、を感じている青年は，
長男，ニ ・三男，女子ともに20%前後あるし，家計を助け芯ことをあげた者も
かなりある。反面，生きがいを感じているものはないと答えた者は女子青年に，
17%もあり，その日暮らし的な平凡な生活を感じさせる。
で、は農業青年たちの将来への生活理想、はどうなのでおろうか。提示した項恩
が6項目しかないためかたよりがあると思われるが，第56表はその結呆を示し
ている。これによると長男，二 ・三男ともに同じような結果がでている。すな
わち第ーrま「気楽に生活が来LめるJととであり，第二は「ひ之なみの生活」
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というこ とであお。こご自主仕事に生ぎがじ、を感じている者も"将来とも「仕
事にうちこんでいく Jとした者はほとんどなく， .r社会のため広つ<-tJとい
った隣人愛も，独立自営をうたった「ひとに使われないJことも影をひそめて
いる。女子青年も 大体似たような傾向を示し rべつにこれ主いった理想はな
い」者が若干めだっ程度で。為る。こうした考え方。は農業青年だけでなく，通勤
第 56表 生 活 理 想、(全国集計 とーの比竣〕
¥ミと「と守主に制社会オ仕事にう「つに乙み活の 使な れ しため もこんでれた主と主総いっは 計
いめる・ つくすいく ない
長男 人数 18 21 2 51 
1/ %. 35.3 3.9 3.9 2.0 2.0 100.0 
ラ・三易会数 9 一 29 3.4 3.4 100.0 
会MC チ人%数 4 7 2.2 
89 
1.1 4.5 7.9 1.0.Q! 
全7国 女男子下 i P964|1 3483.541 | 100.0 1. 9.2 4.4 99.9 
青年にも住込み青年にもみられる。むしろ勤労背年一般にみられる思想といっ
てもよいであろう。
6.教育の機会
農村脊年の教育機会に関しては.当所におし4ても数多くの研安調査を笑施し
てぎた。 ここでみられるいろいろの結果もそれらの研究調査の械を出る新しい
ものは見当らない6ただ全国集計の結泉と応唆して，本県農村青年の特建設的な
部商はか:なりみられるしィ長男や二 ・三男，それに女子の相異など，いままで
みてきた青年たちの意識を裏づけるようなものもあるように思われる。そこで
できあだけ要抗的にそれらの点を指摘しながら笑態を明らかにしたい主思う。
1 高校関係では定時制在学者が多い
謝!'f13によると? 男女とも定時制点学者の割合が全国平均をよまわってい
る。特に二 ・三男の率がきわめて商いのは (38%)特色といってよい。通勤男
予青年の場合にも似たような割合がみられたし，しかも転職を希望する者がそ
れらの半数をしめていた。農村-・二三男の場合も農業離脱の機会が愚民年制をキ
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業することによって訪れることであろう。それは Iいまの仕事をかわりたいj
と寸るものが.I I人中10人あることで判断できょう。
(2) 各種学校関係
資料14をみるとr 女子の家庭関係卒業外の14%を除いてみるべきものがな〈
全般的にきわめて低調というほかはない。会胃袋計をみると男子は本県間接ふ
るわないが，女:r-の家庭関係が本保の二倍近くの率となっている。
(3) 他の教育機関について
資料15によると?脊年学級蹴係者の豆容がきわめて高く，社会通信教育を除け
ば他にみるべきものがない。会国集計も大体閉じような傾向を示しているが，
本県の男子では二・三男の率が長男よ りも相当低くなっているのこれは青年学
級が長男や女手を吸収し易いように遼営されてはいるが， 二・ 三男には紘カを
もたせる存在になっ・ていない傾向を物語っている主ja、われる。
(4‘ 各種の団体やサー ク))..について
lあなたは青年団や4Hクラブく農家研究会〕 など.各種の団体ぞサークル
にはいって，勉強やレク U:r.ーク it/'をしたとえがありますかlという問に対
寸る回答の割合を示したものが第45図である。 ここでもニ ・三男の関係者が長
男や女子とかなり将兵しているのが自につく。たとえば脅年団であるが，木県
第 45図
句 喧Z
同 体 〈企臣家計との比較〉
'寄与痘ξa，.)=コ句。酔回".晴 E理!!!E ，".f，a t "附"圃・圃'山H鴫
=ヨー '"，ぞ'‘
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会国の男女官通じ37--:3.9定の関係がみられるのに，二 ・三男は21%しかみられ
ない。しかし4Hクラプには10%とかなり高い率をみせ.ている。農村における
青少午団体や学習集団は，地域青年団を筆頭に， 脊年学級，農村青少年グラブ
農協青年部その他サ グー Jレ的な4全額団体などかなり多彩なものがあるが，青年
団体の主執は，この図でみられる青年間や農村青少年クラブで代表されτいる
{文部省発行d)r進みゆく社会の青少年教育J:>0ベータ参{問。ところで地域青年団
活動であるが，一般的には行事中心の活動に偏しているし，また幹部中心の活
動が多いことが特色となっている。これに対して農村青少年クラブでは (20才
以下の脊少年を主休とする 4Hクラブと， 20~25才の青年を主体どずる脊年農
業改良グラブとに火別される)，行事的活動とは根本自明こ異なった恒常的な研
究活動を行なうという点において，青年屈の一面の欠点を克服しうる可能性を
もっている。このように考えてくると.脅年団ばその笑質的な活動~青少年グ
ヲプや予毎年学級に吸いとられて，たんなるいれものとしての意味しか巣さなく
なるのでないかと心配される。毛うした幽り角にたちながらもなおかつ，農業
青年の4割近くを吸収していることは伝統の強味といってよかろ5。しかし，
二・三男やE電工膏年~引きつける魅力に欠けているこ之はそれらの参加者が少
'ないことが有弁に物語っている。
(5)個人的な修養について
資科16vま個人の勉強について問うた結果であるが.全般的にみて偲人的勉強
はほとんどしていないとい坦てよい。農業に従事している青年だから農業の勉
強をしなければならないというきまりはないが，やはり職業的なものに比震が
かかっている。令国集計も低調であって，女子の家庭関係がかなり目だつ程度
である。
主ころで臼常の新聞の読み方など勺は，長男r 一二・三男:女子とそれぞれ特
徴的な商が多少出ている。 rひ主とおりすべてを読んでいるJ者は3分の 1J誌
とで似ているが， 長男は社会菌とスポ，~ツ商に45%が集中，二 ・三男も同様に
38%がそれに集中しながらも，郎会や経済面に興味をひかれている者が14%あ
ることは，それだけ政治や経済に敬感な者がいることを示している。女子では
家庭禰と社会頭に40%が集まり，娯楽にも12結がみられる。これを活動脊年や
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第 57 重量 新聞を読んでいるか〈会問集計との比絞)
』;|
，???
?
。?
?
?
?
????
?
?
???
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
99.9 
100.2 
住込み青年と比較すると，住込み男子青年はスポーツ愛好者が断然多く，通勤
男女青年は3分の l以上がひととおりすべてを読みr 次は男子('1スポー ツ街に
女子は社会面に集中していたし2 街~み女チ骨年は社会面主娯楽印・に 2分され
ていたのこのように農業青年は農業青年之して他の職業青年と泌念品にしてい
ることがわかる。
新聞主関連して社会中政治の勉強t乙ついて努力の程度をきえてみると，資料
19のように努力している者の割合が男子では3分の l以上，女子でも24%にの
ぼ q てく・る。これらの背年たちは努力はしているが・新聞では政治経済記事が
第一に興味をq-くまでになっていたいというこ とであろう。之もられとれから
の袋業管年には客観的社会探題に多面的にふれさせ，それらがすべて政治につ
ながっていることの認識を探めさせ，農村問題の解決能力を大きな視野から身
につけさせることが・E要なのである。
~iζ 「勉強は金もうけになってこそねうちがあるのだJ 主いう提示を して同
意か反対かた問うたところ，資料18のような反応があった。すなわ、「ほんと
にそう思う」としたつ消極的ながら同意を示した者は長男に約30%と一・番多く
・二・三男は21%.女子は24%となっている。農業労働の結果は農産物侃絡をと
おしてその収穫の多寡によって決定されるので，農村青年は経営の多角化や合
理化によって収量をあげ，少しでも現金収入を増加させたいと苦心している。
金もうけをそう Lた価値笑副主釈解すればg 同意した者はゐながち功利的とば
かりは解されまい。長男腐に同意考が多いのもそうした現実的要舗がニ ・三男
や女子よりも強く求められ，関心をひいているからで為る。しかしそうしたう
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7. 調査結果の要約と教育上の問題点
これまで農業青年を.生活'のタイプからみて大き《三つに分けiそれぞれめ
タイプに却した生活意識の解明を試みてきた。長男には長男特宥の考えつら・がJあ、
り.二・三男にはこ・三男としての生活事情や将来の生活設計からくる特異性
がみられたし女子にはこれまた男子と異なる意識がみられた。それらをいち
いち繰返すこと除さけることにする。-tこだ教育のi僚会に関してはそれぞれのグ
イプに応じて教育機関.の選者支を行なっておりi全国集計の農業男女青年と比較
しでも低いものではなくィ定時制や青年学級などにはむしろ高いものがみられ
た。試みに中学校卒業後.何らの教育め機会に恵玄れていない者は，長男二 ・
三男ともに10%にすぎず，女手も1%にとどまっている。こうした点からみれ守
ば農業青年には教育機会が恵まれているlといえLる。しかし，その内容となる之
たとえばこ ・三男が青年学級や青年毘等に関係した場合，絞らの望むような教
育の場と して有意義なものかどうかは華ど疑わしい。農業青少年の教育がそう
した参加。し易い形で存者Eしていることは否定しないが，問題は絞らの人間形成
にどれだけプラスになるかという点である。これらに関してはあまりにも多く
の著述がみられ，また当教育研銃所においても，研気紀要第二十集「農材青年
の人間形成」においてくわしく論述しているので，ここでは課題として提起す
るにとどめる。
資料 1 農業経営でもっともカ会いれてい7.jこと
…一金属余計との比較
¥とと米安EJlz 物 謎|搬|養護同|叩|時答|計
木県長男グ 49 一 一 一 一 一一， - 51 96.0 一 -12.0 ー 一 100.0 
路1/二・三勢人%事長 27 29 
93.2 
， 
}.4 10脅b一 一 一
，tft tL二十 ラ人4数 8 一 4 l 89 92.2 1.1 4.5 1.1 100.0 
f金w調 よ女息子 F鋲6||7823.36l | 33114130 99.9 3.7 1.41 1.51 1，3 2.6 99.9 
資料 2 ~}ζ力を入れている も の ・ ・全国集計との比較
¥てとド億三|需物|叫
本県長男人数 ・ フI 71 21 81 -1・1.5! 51 51 -1 7i 51 げ%"""1 3.9! 13.71 3.91 15.71 -! 29.51 9.81 9.81 -113.7' 10O.0 
I1二・三男人数 -1 9f 1 31 2; 71 -1 41 -1 31 29 
り% ー.31.21 3.41 10.31 6.9i 24.11 -1 I3.~ ー 10.31 lOO.O! 
I %. 1 2.2 仰63451i4m司ι71 5.6 2.2削 t叫か女子人数 21 361 .31' 41 11 18¥ 61 51 21 121 89 
錨男子 引1J.~I' 18.01 7.8j 2.sl 出しりi Hj 9.oi 100.~ 
H 女子 % I 7.71 25円 6.11 16.21 5.21 1O.~ 8.61 5.911.4|比21 99.9 
資料 3 主 たる 経 営 状 況…・・全国集計との比絞
¥てとl I1 I 2い14 I 5'!6 I 71819j y1計
本{(県-長男 。人%数 z1 
‘ ~I .J~ 一 差l - ー37.5 56，9 1.4 一 4.2' 100.0 
StIf二 ・三男人%数 t:3 一 25， 一一一 -1 1， 拘33.3 64.1 -1 2.6. 100.01 
，H f 女人 子%霊f 51 731 ' 
39.5 56.6 一 』
全国妻子 zln7|ぺω|H 31.21..20.01 39.5 3.1 2.5 iilz!河;利 一
(注7応答 1 =7J<図面積/耕地商事費 8(;)%以上のもの 〈水田燐家〉
2=焔田被/耕地関税 ω%以上のもの〈畑作幾重苦J
3=田知のf面積/耕地図絞 80%以上りもの (田畑作幾家)
4=扶tl:'t国の耐放〆耕地商佼 30%以上のもの {栄樹{乍築家〕
F盟耕地酒税の内容が上記以外のもの(綾合経苦言差是家)
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6=西ag是を取り入れた愛家(乳牛3額以上〉
7=養3まを取り入れた農家(隊10額以上〉
8=署警~を取 り入れた食家 (成総 100 羽以上)
9福山林所ヰj"s主家(山林30町!)主以上〉
y=総答
資料 4 経 営 鏡 検…-・全~集計との比絞
¥dL113叫吋-8反|川町 5;('1-2町
本'(県長男 う人4数 13 2.0 7j l 2.0 5.9 25.5 
何"一.・三男人%数 一 一 13.4 8 
8 
一 3.41 1 一 27.6 
:t 
2 51 
3.9 100.、O
29 
3.4 100.0 
，"，女子人%数 一 2 6.6 7 131.2 5 
'l7 5.651 loo8-9 o 2.奇 1 30.3 
会"問 男女チ子 %94i 1 :4ii4サmj|寸12.5 100.1 1.61 23.41 15.61 51 98.3 
資料 5 決 業 従 事 者……全尉築計との上ヒ絞
¥ごとii人 12人 i3人lu 1546人 7AI8人|吋人|他府
本県長男・人数 1 10 
52
符
27
♂
3z
訓
a 
4 
t 
1 7 51 
" 
% 1 2.01 19.6152.913.71 7.81 2.0 一一 一;一一 loo-
9 
0 
0| 
1='.=労人数 -1 41 81 1 一一 一一 -1 -1 21 2 
1/ % 1 -1 1.9.8127.61 37.91' 一一 一一 一一 6.91100. 
本県女子 1  11 31 31 61 2 ー { 一 一 - 4 
-段叫
a 
g
「。
a 
e H 人~-G数 1 .11 lUI38.3;34.82.21 -; l |一 -14.5j 10 
企岡 子 1.41 16.8149.9120.:51 6.9. J.7l 0.11 -1 -1 0.31 -1 2.11 10 ，Zチ zl lilJ23121Z1101ヰ。;14011-i-134 9
資料 6 耕 作 方 法…・会商集計との比絞
¥ モミ| 2 3 垂 I 
5 
I 
6 
I 
y I 針
本"県長努 人%数 16 l
，d 
213023 
m 
η 
10 
Za72A 
m 
A 
51 
31.3 27.5 19.6 2.0 10().(J 
fF 
FJ ・二男人%数 9 3 9 一 29 
31.1 10.3 31.1 一
JfP 女子人%数 25 16 22 89 28.1 18.0 24.7 100.0 
321 刻 100.1 勿 女子 10. 24.4 1. 1.4 1.9 100.1 
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〈注)応答 1=すき・くわなどで意桝ヤFる。
2=kt'-や尽をつかヲて紛附する。
3昌カルチベータ戸などの機械で耕作する 0
-t=牛馬も機被も左もに佼勺て耕作する。
5里その他
6=lI答
y=録答
資料 7 署長にある機械u …全国集汁との比較
二タミ1 1 1 2 I 314 I 5 1 6 1. 7[ B 1 9十土L:_
;ニ jjJ1;j:;ij;ljij
資料 B 農 業 簿 記d・…企図集計との比絞
計
~. J応答 r ---T-~ -----1 
-...._ Iつけている |つけていない| 霊‘、、J 1 
4謀 長男人数 13 I 37 ! 
1I % Z5_5 I 72.5 
Hニ ・三男人数 2 I 2活
11μ I 6.9 1 8':).7・-
If 文子人数 I 31 I 19 
%. I 34.8 I 5.1 
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-112-
2.0 
3.1 
9 
10.1 
J.J3 I 
6.3 I 
51 
100.0 
29 
100.0 
89 
100.0 
100.4 
100.。
資料 9 生計費と農業所得…...全国集茸!との比絞
)\\\\応\答Jl ，*~ ' 2 制 b割 i1 4 割 15 割16割17 剣1i 8抑1 制1f鍋|鱒| 計
本1県長男 λ% 襲t
31 3474訓3a 2 6 6 7J訓d引4到則 71 181 51 
2.0 5.91 7.81 3.911.8j 11.81 7.8) J.1.7185..~1 10U.0 
，"旬二 ・三男門人戸数 1123411028.901 1 3，4 3.41 3.1-1 3.41 6.9110.3117.313.838.1 10 
H 女子人数 2 21 41 21 11 101 71 81 46 
" ラ品 、 2.2 2.21 4.51 2.21 1.1111.Z1 7.91 9.0151.81 10.0.0 
金ーn属 男女子子 P?4l 1 41151514413115116βjt11003 0.9 1. 3.4 2.51 5.51 4.81 5.7113.11 8.6117.6136.81 lQO.O 
資料 10 経営をまかされているか… ・企霞集計との比鮫
¥央三| 2 " 3 1 4 1 5.1 6 1 7 1 y 1計
木県長労人数
15.871 i 2 21 一 2 19051 l 1 %ー 3.9 41.2 3.9 
tηfニ ・三男人%数 2 一 16 2 3 29: 6.9 3.4 5.5.3 6.9 10.3 100.0 
fItF 女子 人%数 3 75 1 4.4 5 
89 
1.1 3.4 84.3 1.1 100.0 
2124 ・ml n153|
一
全国男子 zl 99.9 
1， 女子 3.9 99;9 
(注〕 応答 1=すべてじぶんがやっている。
2=一都(技術関係)をまかされている。
3=一郎(生産の一部門〉 をまかされている。
生=ム剖I(出ィ待・似究部門〉をまかされ、ている。
5=一郎(その他および( )内無記入〉をまかされている。
6=さじず'危うけてやっている。
7=1!; ~ 
y=無答
資料 1 
?
業・…・念胃袋計との比較
---~応~答\l| 
11 2 13 1 q 1 516 1 7 18 1 y j計
本)f県長男人ぅ4数 14 4 21 151 11 -1 31 51 
27.4 2.0 7.8 2.0 3.91 29.41 21.61 -1 5.91 1 00~.() 
げwニ ・三男人数% 12 2 2 一 -1290 
41.5 6.9 6.9 3.4 一 -1 3.41 10~0. 
ν/f 女手人%数 49 3 l 2 1 71 61 -1 18 
55.1 3.4 1.1 2.2 
会館 男女子 %労 1| 5751 6j 8.何4 
I1 . fx.=f ~ 1 61.71 6ベ 2. 8: 
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t 
〈主主)応答 l堕していなL、。
2=年間を通じて(やとわれてする仕事)をしている。
3=年間を通じて(決議以外の仕事)をしている。
4閏年間宮f通じて(不用 ・無記名)をしている。
5冨寄主節によって G量殺以外の家の仕事)をしている。
6=手駒こよって(やとわれてする仕事)をしている。
7=季節によって (不明 ・無記名〉をしている。
8=年尚之君手宣買の両方にOをしたもの。
1/=然答
資料 12 総収入/。家族総数
本集長男人数
r % 
1ニ・三男人数
1 % 
資料 13 
34..9 
32.4 
高
計
|別卒lyh官官~、制送科薬 越i科料尉 記i若草罫;i計. 
本/f県長男人m数
;ニ・三男会数 | 3.4 
IMF 女二子 人%数
s 
会H思 男女子 ~ I 
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資料 14 各種学校関係…，"全国集計ーとのJ:t絞
一司護g，r明謀|鰐1"日誌il|副計
木県長男人数
/f % 
H二・三男人数
" うも
H 女子人数
"メ
料資 15 
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0，2 
資料 16 個 人 の 勉 強・一日全関集計との比絞
¥ぞ工i|ili131;|;|;|;端lF|:|計
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1/ニ・三努人数
" '% 
H 女子 人数
" % 1111121ヰヰ 二141HA9110m
j:4?3ltitiltqt434314司祭1271TfJ全国男子 %1H 女子労 i
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資料 。17 勉強について£う思うか…・全国集計・との比絞
、と分町 立ツす強 す勉強のとい詰ら 盤Z吋な簡つよる 震答しはせきて9分今i自す9にあR らな てにひ 2 る は に れん いν・つをいづ勉強 . 計とツ るつく 無空事り勉 もき も、 区 φ くしす
本"県男子. 人%数 15 4 2 51 29.4 2.0 7.8 3.9 IOO.O 
u，ニ・三男人μ数 6 6 29 
2Q.7 20..7 100.0 
HF4 女チ 人%数. 16 3 4 7 89 18;0. 3.4 4:5 7.9 LOO.O 
主"国 男女予子 %%| 29746| 32刈4 99.0 7.2 58.9 4司 100.0 
資料 18 勉強は金もうけのため .・全凶集計との比較
てご ほそ そが ゐわ "lf'恩 審答|んと 思う んす まな んわ 計なる りし、 ぜなにう 気 ，思 んい 主系
本県男子人数 .2 13 24 9 3 51 
" ヲ6 3，.9 25.5 47.1 17.6 5.9 ]00.0 
'fr二 ・三男人%数 .3 3 14 8 29 
10..3 10.3 48.4 27.6 3.4 100.0 
"ー 女 子 人数 6 1う 玄1
33.0 7 
11 89 
'I! % 6.7 16.9 30..31' 12.4 l()O.OI' 、
鋼労ネ zl 8.9' lo9o9-.6 2 " 女子 15. 
資料 19 社会や政治の勉強について……全国集計との比絞
、" )怠古寺'、大力る 事~ ¥，、 ;tし ベえが m答
ヘ~， いし 力る 1 努あ力 て つ允な 答 計にて し し、 li乙こL、
一事長い て る芳正 然
本県男子人数 ・31' l41 J5I 161 31' 51 
" % '1 ， 5.91. 27.51 . 29.41 31:31 5.91 100.0 
wニ，三男人数 '21 ' 9 ・ 11 51 21 29 
1 . % 1 ，6.91 31.01. ' 38，0.1 17.21 6.91 100.O 
H 女平人数 31 ' 181 321 221 141 89 
，e ヲ63.420.，21 36.01 24.71 15.71 100.0 
全国男手%1 11.21 2吋
H 女子 % I 7.51 . 22.61 35.71 29.01 5.~ 99.9 
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資料 20 勉強の必妥があるかないか…会霞集計との比絞・
て ご
大る や あま い まな 翠 ~çL、 や 。L、・ 言十tこ ある なり f三~ 〈 答書喜
本"県男子人%数 | 703.6 6 1 3.49  lo5-o 1 21.6 
1/-ニ・三男人数 12 7 29 
1/ % 41.5 24.1 3.4 100.0 
1/ 女子人数 45 22 6.67 . 89 
" % 50.7 24.7 100.fJ. 
制男子 Z| 1 •• 87' | 3.01 IOU0-.0 0 
" 
女子 47. 17.1 10 
資料 21 勉強する機会や条件について…・全国集計との比1絞
てごめ て
めてう |めてほ まめて 蚤~~
まぐ いる
ぐい ぐいう つぐな 計十
れ れぼ れい くれ 答答
本
1/
県男子 人%数
S47813a A 
S
引
1 
23 2 4 
45.1 3.9 7.8 20e521-1z 
0m 
M 
1 
"ニ ・三努人%数 8 3 27.6 10.3 3.4 10 
/1女子人数 36 2 7 
r うら 40.4 2.2 7.9 
全国労子 ~ ! . 13.11 41.4 100
・
.9
司
1 
ν 女子 1 
• 10.41 39.41 6.0 4. 99 
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あとがき
勤労管少年の生活意識調査はこれまでにも各方蔚でなされ，その実績も大き
なものがある。今回の共同研究調査は，そうした今までの実績に照して重複を
さけ，特に労働と義習を金生活領域や意識の中で背年たちが，どのように位置
づけているかに焦点を合わせて，絞らの生活意識を構造的民究明するよう豪商
されp 昭和32年からtまじめられた共同研究に一応終止符をうつこととなった。
これらの研究をとおして反省さぜられることは.勤労青少年が日陰者として忘
れられたような存在勺あったのが，ここ数か年にわたって脚先をあび，その教
育施策が現笑のものとしてとりあげられ，実誌に移されているというこ とであ
る。 これは単に勤労青少年のみの幸福でなく国家全体の将来を明るくするもの
として喜びに堪えない。そうした意味からもこの小論が何等かの寄与をなしう
るならば幸いである。
共同研究の一環であるこの研究では，本県における通勤予言-年住込み青年r
農業青年をそれぞれの生活類型において分析解釈を進めてきたわけであるがg
調査人員や油出方法等最初にも述べたとおり，必ずしも本県を代表しうるもの
ではなぐ，またその研究において多分に一方的解釈に陥った部商がないか之お
それているo そうした解釈について異論をもたれる方々もあり，とくに教育上.
の課題について異なった観点から F より具体性と斑笑性をもった体験や方法を a
おもちの方もあると思われるひそれらについて忌たんない御意見，御教示をい
ただけるなら幸いである。
象後にこの調査を笑施するについて2 。金額的iζ御援助と御協力をくださった
調隆夫t~良市町村当局.ならびに教育委員会事務局. および調査を察の配布，回収
に御記慮.御支援をおしまれなかった対象市町村の関係、中学校，公民館毒事に探
くf惑加の意を表するもdでおる。
なおこの調盗研究の企画は主として前所員中浜新四郎(現県教育庁社会教育
課勤務〕があたり，所長補佐/J、林正~，研究員粟資質次，羽鳥敬一の 3 名が共
同推進をはかるとともに，全研究員が調査にあたった。そしてとの記要の原稿
を執筆したものは菜賀寅次である。
-118-
